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　俺はまだ吠ほえねえ。

　夜の雲くも間まに浮いている蒼あおい満月へ。吠えたいけど。

　散らばる緑や赤の光のつぶ。街灯にふちどられた国道の先の小じゃれた建物にむかって、俺と真ま悠ゆ子こを乗せたタクシーがひた走る。

　まだ吠えねえ。整備された緑地に包まれたデザイナーズ公団住宅に着いて、車を降りると熱気がむわんと肌をなぶる。あっちい。七月上旬だってのにこの暑さだ。

　時計は23：00。だだっぴろい敷地面積のデザイナーズ公団にはまだちらほら、人影がうごめいている。俺たちをぼんやりと照らす街灯には、羽虫や蛾ががたかっている。いかにもなにか起こりそうな気け配はいじゃねえか？　胸のなかで疼うずく欲望のかたまりまで揺ゆすぶられるような、魔ま性しようの熱帯夜だ。

　ヘアサロンやインテリアショップも入ったアベニューを真悠子と二人、ならんで歩く。やたらと落ち着かない。ビビるんじゃねえ俺、アーバンライフ？　知るか。ここの小じゃれた雰ふん囲い気きに吞のまれるな。わかってんだろ俺、デートの最後、この数十メートルの距離が肝かん心じんなんだ。これまでみたいなぶざまなヘマは犯さない。おなじ轍てつは二度と踏まない。今夜こそまんまるい欲望の象徴に思うさま吠ほえる、エポックな夜にしてみせる。

　さあ、いさましく言葉をつむげ。

　たくみな話術で真ま悠ゆ子この心をからめとれ！

「あれぇ、アロマショップまであるんだね」

「ひのけん、アロマ好きなんだっけ」

「そうね、フランチンセンスとかカモミールとか好きだよ」

「へえ、詳くわしそう」

　ぜんぜん詳しくない。一夜漬けだ。真悠子がアロマテラピーに凝こってるっていってたから。

「うんうん。家や職場の香りを変えると、場のエネルギーはがらっと変わるからね。風ふう水すいアロマってのもあるくらいだから。いま俺のマイブーム」

　ぜんぜんブームきてない。もろ受け売りだ。アマゾンで購入した『はっぴい風水』だの『恋運ＵＰ！ ミラクルアロマ』だの、その手の本の。真悠子からただよってくる汗とまざってむせかえるような香水は、心ゆくまで吸いこんでみたいけど。

　ほろ酔いで上気した桃もも色いろの頰ほお。きりっとした眉も目も眠たげにとろけている。ヒールを履はけば俺と頭がならぶ長身の、ボリューミーな肢し体たい。うむうう……俺の吞のみこんだ生なま唾つばはピンポン玉なみに馬鹿でかい。

「風水アロマって？」

　しめた。真悠子が食いついた。俺は逸はやる心をおさえつけて先をつづける。

「ようは香りの開運術。仕事とか健康運とかね」

「わたしはやっぱり、恋愛運がいいかな」

「恋愛運アップなら、東南の方角にフローラル系のアロマを焚たくといいよ」

「へえ、ほんとに詳しいんだ」

「イランイランとか、ネロリとか、ラベンダーとか」

「あ、ラベンダーならあるや」

「東南ってわかる？　よかったら、いろいろ見てあげるけど」ようし、落ち着け。あとはこのままゆっくり手た繰ぐり寄せろ、落ち着け。「蒸気なんだよね、けっきょく蒸気なの。室内にめぐりやすい配置場所とかあるんだよね。アロマポットの」

「そうなんだ、じゃあお願いしないとわかんないね」

「うん。いいよ、見てあげるよ」

「うん。じゃあ」

「うんうん」

「こんど、お願いね」

　うんうん……ぅン？　真悠子の住む十四号棟エントランスに着くと同時に、はかったように会話が打ちきられた。

「送ってもらっちゃって、ありがとう。おやすみなさい」

　真ま悠ゆ子こはそういって、開かい錠じようしたオートロックのむこうへと歩み去る。

　今夜も越えられなかった扉とびらが、俺の前で閉まった。




　アベニューのａｍｐｍで、缶コーヒーを購入する。

　アベニューのベンチでコーヒーを啜すする。ずずずず。

　みすぼらしい音に情けなくなって、俺は頭上に視線を泳がせた。

　満月は雲くも間まに隠かくれて、どこにも見えなくなっちまった。

　夜空をほとんど蔽おおってそそりたつデザイナーズ公団が、要よう塞さいや監かん獄ごく棟とうのように鉛なまり色いろの非情な建物に見えてきやがる。どれだけ深呼吸したって敗北感は濯すすげやしねえ。どろんと生ぬるい吹き下ろしの熱風が吹いて、俺はうなだれた。

「食いそびれたな、ゴチソウ」

　と、いきなり横からなれなれしい声が聞こえた。

　なんだ？　それまで気け配はいなんてぜんぜんなかったのに。ベンチの隣にいつのまにか、だれか座っている。その科白せりふが自分に向けられていて、隣に座っているそいつが吐はいたものだと理解するのに、俺は数秒を要する。そこにいるのは知らない女だった。

「ども。こんばんはー」

「は？　こんばんは……」

「女の家、あげてもらえなかったな。兄にいちゃん、アロマだのなんだの、つまんねえ御ご託たくさんざんならべたのにな」

「あ？」

　聞かれてた？　まじかよ。通行人はちらほらいたけど。俺はかあっと赤面する。

　女はたぶん二十歳かそこら。闇やみのなかからぼこッと型かた抜ぬきされたみたいに全身黒ずくめ、レザー地のシャツにひざが破れたジーパンすがたで、黒い長髪をシルバーのコンチョで大おお雑ざつ把ぱに結ゆわいて、肩から垂らしていた。

「まゆちゃんの友だち？」

「まゆちゃん？　あの女まゆっていうのか」

　黒目がちな瞳が夜や気きに冴さえざえと瞬またたいた。ちいさな顔の目鼻だちは整っているけど……なんだか知らんがチューハイ片手にするめなんぞをがしがし囓かじっていて、やたら品がない。腰や首まわりにはアクセサリーがじゃらじゃらだし。真悠子の友だちってタイプでもない。ん？　口元がアベニューの照明を反射してちかちか輝いている。なんだ？

「まゆちゃんね。あれはそうとうの上じよう玉だまだな。兄ちゃん、しくじったの今日がはじめてじゃないんだろ？」

「え……なんで」

「ベンチでしょんぼりがすっかりさまになってる。けっこう入り組んだここのアベニューで、ａｍｐｍにも最短距離でむかってたしさ」

「この公団の住人？」

「違ちがうよ」

「じゃあ……だれ？」

「なあ、あれはむしゃぶりつきたくなるゴチソウだけどさ。兄にいちゃんふぜいにありつけるような女じゃねえよ」

「だから、あんたはだれなんだよ」

「するめ、食うか？　かわいそうだからやるよ」

　にやにやと歯に衣きぬ着きせない物言いに、やたらムカッ腹が立ってくる。真ま悠ゆ子この友だちでもない、公こ団この住人でもない。てことは通りすがりの、濃度一〇〇％の真まっ赤かっ赤かな他人じゃねえか。なんでこんなえたいの知れないねえちゃんに、生傷に塩をすりこまれるようなこといわれなきゃいけないんだ？　ねえちゃんがずけずけとしゃべくるたびに、口元がちかちかする。するめに突きたてる犬歯が光っている。

　金歯？

　金歯だ。げ、純金かメッキか知らないけど、片方の犬歯が金色の差し歯だ。肴さかなをくちゃくちゃ咀そ嚼しやくする音とあいまって、やたら悪趣味に見える。にまにまと口の端はしをあげるたび、肉厚の下唇に金の犬歯がひっかかる。

「忠告してやってんだよ兄ちゃんに」

「よけいなお世話だよ」

「あの上じよう玉だま、どうもやりくちが玄人くろうとくさいぞ」

「よけいなお世話だって。もういいっつうの」

「ああいう女にはプレゼントやっちゃダメだぞ。最速一日で質流れだ。げふ」

　ねえちゃんはげっぷをすると、チューハイの缶を握りつぶして立ちあがった。手首にストラップを引っかけたルイ・ヴィトンのセカンドポーチをがそごそあさって、なにか、ちいさなものを投げてくる。

「あの女のことで、なんかあればいつでもいってきて」

　名刺にしちゃぶ厚いと思ったら、それはポケットティッシュだ。

「じゃあな、負け犬」

「ああっ？」

　俺はカッときて立ちあがる。

　街灯の下、ねえちゃんは口元に金色の尾をひかせて俺に背を向けた。夜のにおいを鼻び孔こうにためるみたいに深呼吸をすると、手首から提さげたセカンドポーチをくるんくるん振りまわしながら歩き去る。アベニューを出たところでタクシーを止め、颯さつ爽そうと乗りこむ。

　赤いテールランプが視界から消えても、俺はしばらく立ちつくしていた。

　なんだ？　なんなんだ、あの金歯女。ちょっと顔がいいからって、ここまで侮ぶ辱じよくの泥をひっかけられる筋すじ合あいいあるか？　あるわけねえ。

　いらいらするやら、くやしいやらで、俺も早足で出口に向かった。雲に覆おおわれた七月の満月はなかなか見えてきやしない。よくわからん女に上塗りされたみじめったらしさを抱かかえて、なんだか顔の奥が熱くなってくる。俺はティッシュを一枚引きぬくと、ちーんと洟はなをかんだ。
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　わしは地元商店街の入り口で立ち止まった。

　大通りの喧けん騒そうは遠い。突風が轟ごう々ごうと工事現場の遮しや蔽へい布ぬのを揺ゆさぶり、わしの白髪しらがや頰ほおを撫なぜくる。わしは眉まゆ根ねをひそめ、鼠ねずみ色いろのシャッターが左右に居並ぶ商店街を睨にらみつけた。

　むぬう。

　旧国道と並行する商店街に、活かつ況きようは喪うしなわれている。

　衣料品店、八百屋、魚屋、金物屋、喫茶店、散髪屋……ほとんどの店てん舗ぽはかれこれ四、五時間まえ、夕方の六時台には暖の簾れんをおろして、宵よいの口くちに灯りをともすのはマツモトキヨシやコンビニエンスストアのみ、というありさまになってしまう。色褪あせたカラー舗道、アーケードの電灯も節電状態に切り替えられ、蒼あお褪ざめた光の明めい滅めつがそら寒い。駅の反対がわと比較して、日没とともに通行者や利用者が激減するがゆえ、必然的な早はや仕じ舞まいではあるのだが。閑散とした地元商店街は夢見ながら朽くち眠る──廃はい墟きよのようにも見えて、どうにもこうにも忸じく怩じたる思いにとらわれる。

「世のシニアよ、夜こそ眼を醒さませ」

　わしは独ひとりごちる、わしらの蒙もうを啓ひらいた金言を。

　その言こと霊だまに酔よい痴しれながら、もはや思想の相あい容いれない地元商店街に背を向けて、歩きだす。七十余年の歳月、踏みしめてきた地面に瞬しゆん間かん瞬間の楔くさびをうちこむような気分で、かつん、かつんと杖つえを突き鳴らして。

　00：00ちょうどに目的地に着いた。暗い寺社境けい内だいの砂じや利りをざくざく踏み進み、本堂の賽さい銭せん箱ばこの前で同どう胞ほうを待つ。賽銭はケチる。

　まもなく北きた原はらの孟たけ蔵ぞうさん。庄しよう司じのきくさんがやってきた。

「早いね徳と井くさん」

「おつかれさん、待たせたね」

「おつかれさん、首尾は？」わしはたずねた。

「めぼしいものはひととおり」孟さんは紙たばを出す。

「あたしも、かき集めてきたよ」きくさんはスポーツ新聞を何種類か、手にしている。

　わしらは夜間のうちに駅前や街路をそぞろ歩き、手分けして集めた街まち金きん融ゆうのちらし、新聞広告をつきあわせる。それはわしら〈やえざくら会〉折せつ衝しよう班はんに課せられた、今夜の特とく務む。

「慎重すぎるくらい、慎重にえらぶのじゃ」わしはいった。

「いかにも。八割以上はこれ悪徳業者ときく」と孟たけさん。

「嗅きゆう覚かくを研とぎすまさねば、慎重に」ときくさん。

　明朗会計をこれ見よがしに謳うたうものはかえって剣けん吞のん。甘かん言げんに誑たぶらかされるほど痴ち愚ぐではないわい、わしら。三人分の警けい戒かい心しんを撚よりあわせて、大手の商号やイメージカラーに似せたちらし、にこやかな誇大表現でおもねる広告を、次から次に切り捨てた。

「しかし、どれもこれも……あやしく見えるのう」

　きびしく篩ふるいにかけていくと、手元の候補はあっというまに十以下となってしまった。手分けしていくつかに電話してみる。遅い時間のせいか、窓口につながらないところがほとんど、しかるに留守番電話の録音の声だけであらまし素す性じようは知れる。野太い男声がいかにも胡う乱ろんな猫ねこ撫なで声をつかってくる業者は失格。個人情報を狙ねらうようなそぶりをみせる業者も失格。二十四時間体制の業者もあるにはあるのだが、

　うちはカードのショッピング枠わくを現金化しまして……

　信用状態を調べる必要がありますので、まずはお客様の情報を……

　だのなんだの、どれもこれもお話にならん。あやしさふんぷんじゃ。頭のなかの警けい鐘しようがやかましく鳴りわめき、すぐさまこちらから電話を切るはめになった。うぬ、残るは二つ三つ。わしらはしばし途と方ほうに暮くれた。

「やはり危険な橋、すぎるかの」わしはつぶやいた。

「しかし、資金を捻ねん出しゆつしないことには」と孟さん。

「ああ、あたしのせいで迷惑かけて」きくさんがしょんぼり表情を曇くもらせる。「ただでさえお金がかかるのに」

「なにを今さら、詫わびる必要などない」

「しかり。水臭いこといっちゃいかん」

「すまないね……」

「きくさんだけじゃない。わしら全員、八十の大台を越えとるんじゃ」

「いかにも。つぎはだれがいつ病床に臥ふすともしれん」

　きくさんは先月、難しい胃い癌がんの手術をしたばかりだった。〈やえざくら会〉ではきくさんの手術費や長期入院費を全面的に援助した。それについてわしらに含ふくむところはない。しかし、〈やえざくら会〉の活動費がまかなえなくなってしまったことも厳げん然ぜんたる事実。なんとかせねばならん。

「あたしゃ、もっかいグルッと回ってみるよ」

「きくさん。わしらも行くわい」

「しかりしかり。あたりまえじゃ」

　ともに齢よわいを重ねた刎ふん頸けいの友を、一人で懊おう悩のう呻しん吟ぎんさせるわしらではない。

　わしらは三人、境けい内だいを出て街路をつらなり歩く。

　霊れい妙みような夏の夜じゃ。風がびゅおうと宙を跋ばつ扈こする。

　今こ宵よいは切りあげられた道路工事現場、置き忘れられた誘導灯が明めい滅めつし、そらざみしい。どろりと夜の被ひ膜まくを溶かすような熱気が充みち充ちて、どこか異い境きようをさまようような不ふ穏おんな心地は、わしらの思考をぞくぞく活性化させた。

　わしらは墓ぼ苑えんに立ち寄り、ひとつの墓ぼ標ひように三人して手を合わせた。墓苑を出てすぐの信号のない横断歩道で、む、お、わしは足がもつれて転倒してしまった。

「徳と井くさん！」「あぶない！」孟たけさんときくさんの声がクラクションでかすれ消える。

　車のまばゆいヘッドライトが迫っていた。

　ぬお、南な無む三さん。

　けたたましいブレーキ音。タクシーはわしの寸前で急停車していた。冷汗がだらり全身をつたった。むぐぐ、なんたる迂う闊かつ。こんなところで路ろ傍ぼうの露つゆと消えるわけにはいかんのに。孟さんときくさんに抱きおこされているところへ、立たち往おう生じようしたタクシーから運転手と、後部座席に乗っていた乗客が降りてくる。

「なにコケてんだよ、じいちゃん」

　乗客の口く調ちようは乱暴、敬老の意識などさらさらなかった。

　若い娘だ。黒くろ革がわのシャツに破れたズボン。腰や手首、指にも武ぶ骨こつな銀ぎん細ざい工くをごてごて飾って、粗そ暴ぼうな与よ太た公こうめいた身なりだが……大きな瞳。長い睫毛まつげ。つややかに照る果実のような容姿はヘッドライトに映はえて、わしの視線をむやみに惹ひきつけた。

「なに、徘はい徊かい老ろう人じんの集団か？　夜十二時すぎだぜ？」

　娘は顔に似合わない、ぶしつけな言葉を吐はきつらねる。

「うぬ、嬢ちゃん。無ぶ礼れいな口をきくもんじゃない」

「あんたら老人が、こんな深夜になんでほっつき歩いてんの？」

「嬢ちゃんこそ、若い娘が夜よ更ふけに……」

「こっちは仕事だよ」

「仕事？」

「ほい、これやる」

「ティッシュ？」

「なんかあったらいってきな」

　なんじゃ？　娘の口元が光こう輝きを放った。確認するまえに娘は結けつ髪ぱつをひるがえし、タクシーに乗りこむ。わしはやたらとけったいな心地で、孟さんときくさんとともにポケットティッシュを矯ためつ眇すがめつ観察して、それからのどに感じたわだかまりをかーっ、ぺッとティッシュに吐はきだした。
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　私は痛感させられていた。

〈ＣＬＯＳＥＤ〉の看板をまえに、人はうなだれるほかにすべがないってことを。他のメンバーと同様にカフェ店内を未練がましくのぞきながら、無情なかたちで思い知らされた。店内は絶望的に暗い。夜の街路よりずっと暗い。遅れてきた数人のメンバーもそろって口をゆがめ、失意をあらわにする。

「えー閉まってんじゃないですか」

「閉まっていますね」

「閉まっています」

「……こんなことが」

「すみません……わたしのミスです」

「営業時間に気をとられ、休業日をチェックしてなかったと」

　痛つう恨こんのミスだ。いまは01：00。この店は深夜二時ごろまで営業している、貴重なケーキカフェのひとつ。夜遅くにしか集まれない私たちにとって、営業時間の確認は最優先事項だった。

「イトウさんだけの責任じゃありませんよ。わたしだって仕事が長引いて、集合が遅れてしまったんですから」

「あれ、今日はノグチさん欠席ですか」

「あ、ノグチさんもうちょい遅れてくるって連絡ありました」

「駆けつけてもこれではねえ」

「特別にオープンしてくれないかなあ」

　今夜の担当者・イトウさんを責めないまでも、ほかの四人全員がいらだち、また心底残念そうだった。その気持ちは私もいやってほどわかる。一週間ぶんの期待をためこんで、全員の体がスイーツに餓うえている。不満や鬱うつ憤ぷん、短気の虫や物ぶつ騒そうな欲求、そんなあれやこれやが疼うずくわが身を、スイーツをあたえることで一時的に満足させ、本来の衝しよう動どうをカムフラージュしようとしている。この会に参加するスイーツ狂の渇かわきは、アルコールや煙草たばこへの依存症状をゆうに上回るものがある。募つのる思いを〈ＣＬＯＳＥＤ〉で一刀両断されてしまっては、明日からどれだけバランスを崩すかわかったものじゃない。なにかしらの局面で暴ぼう発はつしてしまいそうで、心がざわざわ落ち着かない。

「この時間じゃ、この周辺の他店は閉まってますしね」

「背に腹はかえられないですか」

「コンビニスイーツですか」

「えー、そんなのいつでも食べられるじゃないですか。せっかく週に一度のこの会なのに」

「そうですね、あれはどうもね……」

「おや、ノグチさんですよ」

「ノグチさんですね」

「どうもどうも、みなさん」

　ノグチさんが私たちのもとへ、息を切らして駆けてくる。

　ノグチさんはまず、合流が遅れてしまったことをていねいに詫わびた。

「ノグチさん、じつは……」

「コンビニへ行こうかと話していたところなんです」

「あ、やっぱり休業日でしたか？」とノグチさんはいった。「今夜の店の連絡がまわってきたときに、もしかしたらとは思ったんですけど」

「気がつかれてたんですか」

「確証はなかったんですけど、万が一にと思って」

　ノグチさんは手荷物から紙箱を出してきて、私たちへ差しだした。見おぼえのある店名のラベルが貼はってある。

「ノグチさん、それはまさか」

「フランス四つ星ショコラティエが営む、あの老舗しにせの？」

「けど、あそこは八時閉店じゃなかったでしたっけ」

「閉店まぎわに、若い衆に走らせました。わたしの早はや合が点てんなら、わたしの胃袋におさめればいい話ですし」

「ノグチさん、あなたはなんて素す晴ばらしい！」

「ありがとうございます！」

　ノグチさんも加わって全員集合した私たちは、近場の森林公園へ移動した。

　酔っぱらった若者たちがはしゃいでいたけど、私たちが来るのと同時にいそいそ退散した。

　レジャーシートを敷しいて高級店の絶品スイーツを囲み、夜空の下でアウトドアな開会となった。自然と汗がにじむ熱帯夜だけど、公園の樹き々ぎが吐はきだすフレッシュな酸素のせいか不快感はない。六人とも上じよう機き嫌げんでフォークを繰くり、座談に花を咲かせる。

「こんなにもたくさんの種類を……」

「ショコラの色彩がこれほどバリエーション豊かなことに驚きますね」

「絢けん爛らんたるプチショコラの宝石箱、なんて月並みな表現も面おも映はゆくありません」

「ヒグチさん、このミルフィーユショコラ、食べてみてくださいよ」

「こっちもなかなかですよ、どうぞどうぞ」

「ヒグチさん、このショコラに入ってるアルコールは？」

「これは……グランマルニエですね。無花果いちじく、プルーン、ヘーゼルナッツをオレンジリキュールに漬けこんで、ラベンダーティー・シロップと混ぜてあります。とっても芳ほう醇じゆんで、セレブリティな高こう揚よう感かんがある」

　プチショコラが半分ほどなくなったところで、いつものようにだれからともなく口火を切って、話題が本ほん筋すじへと流れこんだ。

「ところで宝石といえば、巷ちまたを騒がせている宝石店強盗」

「はいはい、情報入ってますか？」

「入ってますね、ノグチさんも？」

「あ、フクザワさんも。あの強盗団のリーダー格は佐さ藤とう組ぐみの破は門もん者しやって話でね」

「らしいですね。他団体から破門や追放処分食らった連中を集めて、鉄てつ砲ぽう玉だまスピリッツで派手にやらかしてるみたいですね」

「まだ、どこもつかんでないんですか？」

「時間の問題でしょう。もともと協調性のなさが破門につながってるわけですから。すぐにぼろが出ますよ」

「佐藤組といえば、佐藤組系列のアングラ・カジノ。ガサ入れありそうでね」

「まじですか」

「これって、どこに売るのがベターですかね。あ、ヒグチさん。これおいしいですよ」

「あ、どうも……わあ、ほんとにおいしい」

「解説をお願いします、ヒグチさん」

「ええっと、ビスキュイ生地と、コーヒー味のバタークリーム、アーモンドスライスを混ぜたガナッシュを交互に重ねて、表面にチョコレートクリームを塗ってますね。絶ぜつ妙みような配合がサイズを凌りよう駕がしてる、プチショコラなのにこの存在感。ねえ、イトウさん。その情報、佐藤組よりも裏カジノの合がつ併ぺいをねらってる山やま中なか組にさばいたほうが高値つくんじゃないですか？」

　口のなかにあふれる濃厚なスイーツの陶とう酔すい感が、全員を饒じよう舌ぜつにする。だれもがチョコレート味の呼気で、積極的に物ぶつ騒そうな話題を切りだした。この数日間でそろえたカードをおしみなく披ひ露ろうし、口々に意見を交かわしあう。

　フクザワさんが笑いながらいった。

「ニトベさんは、食べてばかりですねえ」

「ほわ、すいません。どれも絶品で。あ、ヒグチさんそれもらってもいいですか？」

「どうぞどうぞ」

〈ＣＬＯＳＥＤ〉の看板で窮きゆう地ちに追いやられたことも、みんな忘れている。

　夜はとろりと更ふけていく。会はもうちょっとつづきそうだ。笑った拍ひよう子しにクリームをこぼしたフクザワさんに、私はレジャーシートに転がっていたポケットティッシュをすすめた。
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　あたしは暇ひまをもてあましていた。

　もう03：30だ。知り合いのＤＪに誘われたイベントで、我を忘れてぶりんぶりん踊おどりたおす年齢でもないので、隅すみっこのバーカウンターで酒をあおっていた。

「ピッチ早くない？」

　顔見知りの女バーテンダーが話しかけてくる。

「美み佐さ季きさあ、最近悩んでることでもあるんでしょ」

「なんでよ」

「なんかイライラして」

「そんなことないわよ」

「息抜きしてるの？　いい男つかまえなさいよ。せっかくの宝物腐くさらせてないで」

「男はもう、いいのよ」

　バーテンダーの声は、右から左の耳へ抜けていく。脳のう裏りを占めてる考えごとのほうに、どうしても気持ちをもっていかれちゃう。

　目下の問題は、お金。

　努力ではどうにもならない額の、まとまった現金。

　金きん策さくに奔ほん走そうしてはいるけど、活路は見み出いだせない。頭のなかに靄もやがたちこめてるみたいに悶もん々もんとする日々。そりゃあイライラもする、自慢の美肌だって荒れに荒れちゃって。男にうつつをぬかしてる場合じゃない。

「ひょおッ、こんばんはー」

　そこでいきなり、あたしの横に一人の客が近寄ってきた。

　さっきからフロアでやたら目立っていた娘こだ。ヒップホップの爆ばく音おんが席せつ巻けんする空間でひとくねりもダンスに身を揺ゆらすことなく、すごいペースでお酒をがんがん飲んでいた。バーテンダーやドラァグクイーンなんかとも親しげに話していて。顔が広いみたいだった。

「怪物モンスターがわしゃわしゃなんだよ、夜の街は。そいつらが商売相手」

「モンスター？」

　その娘は、夜間限定で東京のあちこちをめぐって、特定の職場をもたずに移動しながら仕事してるんだって。聞いてもいないのに自分からべらべらしゃべった。

「なんの仕事よ？」

「んふふ、当ててみ」

「わかんないわよ」

「じゃあ、秘密！」

　あたしより十歳は年下なかんじで、なかなかもてそうなルックス。やたら人ひと懐なつっこく、あたしにあれやこれやときいてくる。なに？　これナンパ？　そっちの性向あるのかしら。バイセクシュアル？

「すげえの、もってんなぁ」

　とあたしのＦカップのバストにばかり下げ世せ話わに反応する。カップ数からはじまって胸がらみの質問集中投下、「なにを食って生きてきたか」「牛についてどう思うか」……下心まるだしのナンパ男だって、もうちょっと口のききかたには気を使う。手て持もち無ぶ沙さ汰たでなんとなく相手してあげてるあいだも、あたしの顔やからだにソフトクリームを舐なめまわすような視線を這はわせてくる。彼女がにやつくたびに、口のなかで金色の粒が光った。なに、金歯？　一本だけ金歯だ。どーゆう趣味？　それは、このヘンな娘この下世話さやえたいのしれなさを煎せんじ詰つめたシンボルみたいにも見えた。

　彼女は、「一杯おごるよ！」といってドリンクをとりにいった。

　その間に「お一人ですか！」と軽いノリの二人組の男が、あたしに声をかけてきた。

　適当にあしらいながら話を聞いてると、戻もどってきた彼女が男たちにいきなり嚙かみついた。

「引っこんでろボケ」

「おっ、お友だち？」

「つれないこといわないで、一いつ緒しよに飲もうよ」

「うっさい、こっちが先にツバつけたんだよ！」

　やっぱり両バ刀イか、同性愛者レズビアン？　そうじゃなかったら自分が親しくなりかけた人間が、他人にさらわれるのが我慢できないのかも。彼女をあたしのつれだと思いこんで、男二人はいさんで会話の水をむけたけど、彼女はすごい剣けん幕まくで「カス」とか「ダサ男」とか「二本足のうんこ」とか悪あく態たいをつきにつきまくるので、二人組もだんだんピリピリ。「……あ？」不ふ穏おんな空気がただよいはじめる。

「ああ？」と男。

「ああ？」と男。

「んおお？」と彼女。

「ちょっと、やめなさいって」

「文句あるなら表出ろ、ぼけ」彼女からそういった。

　彼女のほうから出口にむかい、二人組が顔を見あわせ、にやにやしながらあとにつづく。

　放っときゃいいわよね。でもなあ……うーん。乱暴されたりしないわよね、あの娘こ？　なんていったん考えちゃうともうだめで、あたしもしかたなく外へ飛び出した。




　うわ、外はいきなり大雨。ざあざあ降り。

　もう。面めん倒どう臭くさい。あたしは傘かさを拝はい借しやくして、繁はん華か街がいのほうぼうをさがしてまわる。風俗店やキャバクラや韓国式マッサージ、極ごく彩さい色しきのネオンの渦うずが雨でどどめ色に混ざって溶けて、路面に垂れ流れているみたい。ポン引きと酔っぱらいおやじの熾し烈れつな交渉バトル。ちかちか明めい滅めつする電球の眩げん惑わく。曼まん荼だ羅らみたいな光の群れと猥わい雑ざつな喧けん騒そうが体内にたまってくるかんじで、胸むね灼やけしそうだ。カウボーイが馬で駈かけるMarlboloの大看板、そのふもとの月つき極ぎめ駐車場で罵ば声せいを浴びせあっている連中を発見した。

　よりアグレッシブにつっかかっているのは彼女のほうで、いきおい彼女のほうから手を出した。ごつい指輪をはめた拳こぶしがぐしゃ、とかたっぽの男の顔面にめりこんだ。

　うそ？　信じられないことに。

　大雨のなかで男二人ｖｓ彼女の乱闘がはじまった。

　彼女は男の髪をつかんで水溜まりに転げこみ、爪で顔をむしりえぐる。

　睾こう丸がんが口から飛び出そうなほど強きよう烈れつに、股こ間かんを蹴けりあげる。

　貧弱そうとはいえ男二人を相手に暴れる彼女は、格かく闘とう技ぎや護ご身しん術じゆつでもやってたのかも。ケンカなんて普通はしたことない女子の、へっぴり腰やおぼつかない身の運びはない。そのかわりに型とか華か麗れいなコンビネーションとかあざやかな体たい捌さばきなんかも皆かい無むな、むちゃくちゃなファイトスタイルだけど。

　細っこい腕で、よくもまあ。

　体格差も性別差もものともせずに、獰どう猛もうに暴れ狂うキャットファイター。

　すぐに相手が女ってことを忘れて、二人組にも熱が入りだした。彼女はきついの何発か食らって、噴ふきだした鼻血で顔や首まわりがきたなく真まっ赤かに染まった。それでも昂たかぶる気き迫はくで二人を圧倒、もらった三～四倍以上は殴なぐりかえし、泥水を転げまわったすえに一人にチョークをきめて失神させる。

「うらああっ」

　いさましい雄お叫たけびが夜空に衝つきあがった。

　ケンカの通報をうけたらしく、警察官が駆けつけてくる。もう一人の男はほうほうの体ていで逃げていって、尻しり切きれトンボに乱らん闘とうは終息した。彼女はあたしの手を引いて、ビルの物もの陰かげに隠かくれた。泥水や血でおくれ毛をはっつけて、たんこぶや切り傷まみれの顔で、「見てた？」と私にきいてきた。

「見てたけど」

「やっつけたぜ」

「だから見てたって」

「勝ったろ？」

「そうね、勝ったっぽいわね」

「ちょっとさ、警察はまずいんだよ」

　そういうと彼女はポーチをあさって、ポケットティッシュをひとつあたしにおしつけた。

「困ったことがあったら、いつでも電話してきて」

「ティッシュ？　あんたが鼻血拭ふきなさいよ」

　そういってあたしが引きぬいたティッシュを尻しり目めに、彼女は「ぷはあっ」と濃のう厚こうなスープを飲みほしたみたいに、夜や気きのなかで息を吐はいて。ぴゅーっと路地を走り去っていった。
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　大量に買いこんだ客が出ていって、客足は途と絶だえた。

　視界のはしっこに書棚の『週刊現代』や『ＳＰＡ！』の見出しがちらついて、棚たな卸おろしの作業が停滞する。所得格差だの、ワーキング・プアだの、あ～あ、やだやだ。せちがらい世の嘆きが俺自身の状況とうっとうしくリンクして、心が乱れる。

　みんな金がないのはおなじで、こういう記事にいやな引力をおぼえるのは俺だけじゃない。だからこそこの手の特集が飽きずに掲けい載さいされるんだ。事情のちがいこそあっても、金がらみでやきもきしてるのは俺一人じゃない。この都会にゴマンといる。

　いるだろ？

　そう自分にいいきかせても、ぜんぜん落ち着きやしない。

　時計が00：00を知らせる。賞味期限切れの廃棄品ロスを捨てようと、裏口から外に出た。しょうがの焦こげたような夏の夜のにおい。近隣住宅の明かりは消えていて、コンビニ裏はとっぷり暗い。この時間帯になると客足はいっきに減って、国道の車の流れが潮しお騒さいみたいに遠巻きに聞こえるくらいで、むなしさがひしひしとあおられる。

　そのとき、がさごそ、もさもさと不ふ穏おんな物音が聞こえた。

「ぎゃわあああああ……」それはいきなり悲鳴に変わった。

　おいおい、なんだよ？　バイト中にきくような声じゃない。ゴミ置場の先の、店と塀へいのすきまに鼻はな面づらをつっこんで空気を嗅かいだ。汗のにおい。のっぴきならない物ぶつ騒そうなにおい。おそるおそるのぞきこむと、二つの人影がうごめいている。

　二人とも男だ。その力関係はすぐに知れた。ブロック塀に背を向けた二十代半なかばの若い男が、もうひとりのケータイを片手にかまえた、強こわ面もてに迫られている。こいつは四十代前半くらいで押し出しの強そうな巨きよ軀くにダークブルーのスーツをまとって、両手に提さげたビニール袋からなにか取りだしては、若いほうに見せている。うちのコンビニのビニール袋。そうだ、あのスーツの男はさっき、統一性のない商品をしこたま買いこんでいった客だ。

「いけないことだものな？」

　と低い声でいう。

「信頼をふいにするのは、いけないことだ。融ゆう資し者しやは、返済期日を延のばしてもいいといっている。遅ち延えん損そん害がい金きんなどはとらないが、ペナルティが課せられる、いいな？」

　その言葉が、俺の臓ぞう腑ふまできつく圧迫する。スーツの強面男は、借金の取とり立たて屋や？　これは踏みたおしを狙ねらった債さい務む者しやに、ハードなお灸きゆうを据すえてる場面ってことか？

　取立屋はコンビニの袋からつぎつぎに品物を取りだす。そうめんつゆや濃いくち醬しよう油ゆのボトルをぶんぶん振りまわして、若いやつの頭や腹部などに叩たたきつけ、『ＶｉＶｉ』や『ＣａｎＣａｍ』や分厚い廉れん価か版ばんのホラーコミックの角を脳のう天てんにごつんと見舞う。さば味み噌そ煮にやコンミートやゆであずきの缶詰のそれぞれの鈍どん器きとしての破は壊かい力りよくを試している。

　コンビニで買った凶きよう器きであちこち殴なぐり、ひっぱたき、うぎゃあ、ひいいとうめきながら積んであった番ばん重じゆうになだれこむ若者。その様よう子すをかぶりつきで、ケータイで動画撮影している取立屋。

　これがペナルティ？

　むごい。

　どう見たって缶詰や分厚いファッション誌は破壊力満まん載さいだ。素すっ頓とん狂きようなわりには痛そうで、被ひ虐ぎやく者しやを小馬鹿にしたような捻ねじくれたサディズムが、このペナルティには現れている。

「こういうまどろっこしいやりかたは、好むところじゃないんだが。融資者の主旨が〝生かすな、殺すな〟なもんでな」

　ぼろぼろになった若者が、俺には他ひ人と事ごとには思えない。迷ったあげく、俺はバックヤードに戻もどって１１０番した。警察が来るまでどうしたもんか、と思いながらレジに出るなり、カウンターのむこうに取立屋が立っていて、ギョッと肝きもをつぶした。

　何発も殴られて治る途と中ちゆうのような、ごつごつと荒くれた顔。頰ほおが下しも膨ぶくれてマスティフや土佐犬のように見える。至近距離で圧をかけてくる、強迫的なぎょろ目。俺は通報がばれたかと焦あせったが、そうじゃなかった。

「……千三百六十八円になります」

　チーン、とレジスターの音が響いた。

　あらためて凶きよう器きを買い足しにきやがった取とり立たて屋やは、追加購入したパンティストッキングやじゃがりこを入れた袋を提さげ……手にはおでんの容器をもって、平然と店を出ていった。

　すぐにまた悲鳴、ビビりつつも見にいくと、高温のはんぺんやちくわぶを服の下に入れられたらしい若者が、うずくまって悶もん絶ぜつしている。取立屋は闘とう犬けんフェイスをくすりとも崩さずに、動画撮影をつづけている。

　ヴウィンヴウィンヴウィン、ヴウィンヴウィンヴウィン、ヴウィンヴウィン……

　やべっ、俺の懐ふところでケータイが振しん動どうした。

　あわてて物もの陰かげに身をひいてスィッチを切る。取立屋は？　バイブにしといたから気づいてないと思うけど、安全確認のために首を突きだすと、後頭部で爆竹が弾けたようなショックをおぼえる。俺の目と鼻の先に、取立屋の闘犬フェイスがあって、ばっちり俺を睨にらんでいた。

「……目的地はここか？」

　と取立屋はいって、サイレンの聞こえてくるほうを見上げる。

「警察、呼んだのはあんたか」

「そ、そうだよ」

　恫どう喝かつするよりもはるかに相手の温度を下げる、重低音で響く声こわ音ね。取立屋の圧力に俺は微動だにできなくなる。

「やれやれ。よけいなことを」

　ふっと俺から視線を外はずした取立屋は「つぎは一週間後だ」と背後でうずくまる若者に警けい告こくし、たいして焦あせるでもなく場を立ち去ろうとする。

　いいのかよ、いかせて？

　この凶きよう暴ぼうな取立屋を野放しにしたら、つぎに獲え物ものになるのは俺かもしれない。わけもなくそう思った。警察に突きだしてやらねえと。

　俺はやみくもに動いていた。卑ひ怯きよう？　無む鉄てつ砲ぽう？　知らねえ。ごちゃごちゃ考えずにヤツの背中にタックルかましてやれ。俺は突進しながら「があっ」と重心を低くした。

　取立屋の片脚がふわりとあがるのが、視界に入った。

　ぐるんと腰を旋せん回かいさせた背はい面めん蹴げりが、俺の顔面に突き刺さった。

　あ、貫通した。後頭部に。

　とマジで思うほどの鋭い激痛、俺はひざから落ちる。視界で爆ばく発はつする星・星・星のすきまで、こっちを見下ろす取立屋の無表情が、いびつにゆがんだ。

　それから警察が来るまで、俺は鼻血を垂れ流してノビていた。




　頭痛い。

　最悪だ。

　警察に介抱され、アパートへ帰った俺は一直線で布団ふとんのなかにもぐりこんだ。へろへろに疲れてるのに、寝つけない。ずきずき痛む顔面よりも、臆おく病びようにうわずる心のせいで、寝つけない。

　布団のなかでもぞもぞうごめいていると、はたと、点てん滅めつしっぱなしのケータイの受信ランプに気づいた。
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　　Sub　このあいだはありがとう。

　　　　イタリアンも銀座のバーも最高で、ついつい飲みすぎちゃったみたい（＞_＜）

　　　　また送ってもらっちゃったし、ほんとにありがとう＆ごちそうさまでしたあ。ひのけん、こんどはいつ会えるかな。来週の頭とか、予定どうですか？



　おお、来やがった。前回のデートから一週間がたっている。いつもかなり遅れてやってくるありがとうメール。来たよ、来やがった。不安や危機感で焦しよう土どと化した頭のなかを一面のお花畑へ整地してしまう薔バ薇ラ色いろの電信。これが来ちまったら、俺はもうだめだ。いつものパターンだ。

　いま百五十万くらいになってるか？　俺の借金。

　完済にむけてがむしゃらに働いて、九時─十七時で消火器製造販売会社の派は遣けん社しや員いん、深夜遅くまでコンビニバイト。フルタイムの馬ば車しや馬うま労ろう働どうでも追いつかないのに。いよいよ、さっきみたいな猛もう禽きん取とり立たて屋やが放たれるかもしれない、そんな瀬せ戸と際ぎわなのに。

　それなのに、いつものパターンかよ。俺は毎度毎度こんどこそはと奮ふん起きして、真悠子のために金や労力ぜんぶ注ぎこんじまう。真悠子を攻略するための、身みの丈たけにあわないデートプランをあれこれ画かく策さくして。わかってるよ、俺は馬鹿だ。俺はどうせ一晩まんじりともしないで、極寒の財さい布ふをどうやって来週末までに満たすか、あれこれ策を練りはじめるにきまってるんだ。

　で、行き着く結果は一つなんだから……

　ああ、俺は馬鹿だ。




「ぬ、ヴァンパイア・ファイナンス？」

　思わず声に出しちまった。たしかにそう記き載さいされている。

　眠れない夜を過ごした翌日、会社帰りに駅周辺で街まち金きん融ゆうのちらし類をかき集め、公園でひとつひとつ吟ぎん味みしていて、そのなかにあったセンスを疑う商号にたまげてしまった。

　ヴァンパイア・ファイナンス。センス以前の問題な気がする。

　吸血鬼なんて、生き血（＝金）をしぼりとられるイメージしかわかない。貸かし金きん業ぎように掲かかげるネーミングじゃない。だれがこんなところから金を借りるんだ？　というか俺、こんなポケットティッシュもらってきたか？　だけどよくよく見てみると、その広告デザインはがつがつした貪どん欲よくさのないごくシンプルなもので、即そく日じつ融ゆう資し、簡かん単たん審しん査さ、債さい務む履り歴れき不ふ問もん、とシステムもわかりやすかった。まあ、センスはあくまでセンス。条件はシンプルなのが一番だしな……

　とりあえず電話だけでもしてみるか。連絡先は、０９０の……

　０９０？

　０９０って、うおっと、ちょっとタンマ。

〈０９０金きん融ゆう〉ってやつじゃないのか、ここ？　０９０金融は新聞や週刊誌なんかで注意をうながされている、真っ黒けっけのヤミ金きん業ぎよう者しやだ。連絡を固定電話じゃなくケータイで設定していて、もちろん無登録＆非合法。たいていは店てん舗ぽもかまえていないから摘てき発はつはむずかしく、そこへつけこみ高金利で貸しつけ、暴力一いつ本ぽん槍やりの取とり立たてをする──多少、フィクションのイメージが加味されてるかもしれないけど。あぶないはあぶない。ここはやばい。ほかのところにしとこう。

　が……うーむ。ちゃんと市外局番からはじまる電話番号の街まち金きんのほうが、のきなみ不発だった。頭ごなしに法定金利率の知識をきいてきたり、あなたの信用状態では貸せないが提てい携けいしてる某ぼう社しやなら貸してくれるので……だのなんだのとまどろっこしくて。どれも面会の約束をするまでにもいたらない。手元に残ったのは、ひとつのポケットティッシュだけだった。

　迷ったあげく、電話するだけしてみることにして。

　気だるげで不ふ機き嫌げんそうな声を俺は通話口からきく。「……いまどこ？」電話ごしに女の声が、現在地を確認してきた。




　20：00。俺は指定されたオープンカフェのテラスにいた。

　ちょっとでも危険なにおいを嗅かぎつけたら、伝票さらって帰りゃあいい。決定権はこっちにあるんだからな。俺は汗ばむ手のひらのなかでポケットティッシュをヘタらせながら、貸かし金きん業者が来るのを待った。

　三十分を過ぎても来やしない。時間経過とともに不安ばっかりがふくらむ。ヤミだしなあ……ヤミはまっとうに敬遠するべきか。車のヘッドライトの放ほう射しや状じようのひらめきに、くらっと目眩めまいがして、そわそわ落ち着かない尻をようやくあげかけたときだった。

　カフェ前の路ろ肩かたにタクシーが停まった。

「いよう、あんたか！」

　街路に降りた乗客が、俺に声をかけてくる。

　はじめは、どっかの私服の兄にいちゃん？　と思ったけどちがった。あいつじゃねえか。その小柄な人物は、金色の犬歯をするどく光らせている。真ま悠ゆ子この住むデザイナーズ公団でからんできた、あの下げ世せ話わな女だ。

「え、まさか、ヴァンパイア・ファイナンス？」

　今日も化け粧しようっ気けゼロのラフないでたちで、キャップやブランド物のでかいサングラスやらですっぽり隠かくれたちいさな顔は、あちこちに絆ばん創そう膏こうやガーゼを貼はっつけている。俺のむかいに座ると同時に、手から提さげたセカンドポーチをテーブルに投げ置いた。そうか、ポケットティッシュはあのときのやつがごっちゃに雑まざってたのか。

「あんたひとり？」と俺はきいた。

「そうだよ。しかしまあ、こんなに早くアポが来るとはなあ。あのオシャレ公団の女のことだろ？」

「ていうか、あんたと話すのかよ」

「なんだ、そのいいぐさ」

　と女がいうのと同時に、足に激痛が走った。「……うぎッ!?」

　テーブル下の無防備な向むこう脛ずねを、女がとがったブーツの尖せん端たんでおもいきり蹴けりつけてきやがった。局所的に被ひ雷らいしたみたいな電気が駆けのぼり、俺は激痛のあまり一時的な失語症におちいった。

「ヒマじゃないの。わざわざ出向いてやってんのに、そーゆうこというか？」

「いぢ……このやろ」

「礼節とかわきまえないと、帰っちゃうぞ。商談で来てんだからな。兄にいちゃん名前は」

　いきなり急所を蹴ってくるこいつの、どこに礼節が？　俺が名な乗のらずにいると、また蹴られた。つづけざまに同じ部位を、ピンポイントで的確に。通電は顔面にまで達し、喉のどちんこが目から飛び出しそうだ。女はくりかえした。「な・ま・え」

「いぎ……ひの、日ひ野の健けん一いち」

「ひのけんいち。だいぶ切せつ羽ぱ詰つまってるんだろ？　何社つまんでんの？」

　女はそういいながら、ヴィトンのセカンドポーチをあさり、いらないレシートを投げ捨てるような手つきで名刺を一枚、よこしてくる。





　　　ヴァンパイア・ファイナンス

　　　万城小夜／Saya Banjo






　万ばん城じよう小さ夜や。こいつが〈０９０金きん融ゆう〉業ぎよう者しや？　風ふう貌ぼうはやたら粗そ暴ぼうで男っぽいけど、ハードロックバンドの追っかけ娘、とか思えば納得のいく範囲だ。こんな二十歳そこそこの、あきらかに俺より年下の小娘が、ヤミ金業者？　なんの悪ふざけだ？　俺が顔をひきつらせていると、女はコンチョでまとめた髪をぶるんとジャガーの尾のように振ふって、顔をつきだした。

「ひのけんいち、何社？　つまんでんだ」

「あ、あーいや。悪いけど帰るわ。なんのままごとかしらねえけど、こっちは本気で……」

　立ちあがろうとしたところで殺さつ気き。よけるまもなく向こう脛に蹴りを食らう。まじかよ、こいつ。激痛で目から火が噴ふきそうだ。

「ひのけんいち、ニッパーって知ってるか？」

「ぎぎ……それがなんだよ」

「あれで切るなら、ふざけたことぬかすその舌と、呼びつけといて帰ろうとする足の腱けんと、どっちがいいよ？」

　小ぶりな顔をすごませるでもなく、いたずらに笑うでもなく、真顔で物ぶつ騒そうなことをいう。犬歯で下唇をせせくるしぐさには、あるべき愛あい嬌きようのかけらもない。いきなり三発、急所をやられたあとだからそう見えるのか、獲え物もののスキを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらい、牙きばを剝むきたたせているように見える。こんなわけのわからない小娘と取引なんて願い下げだ。さっさと帰ろう。とは思ってみても、足がしびれて席を立てない。

「いえよ、何社つまんでんだ？」

「……四社だよ」

「総額は？　百万とか二百万とか、そんなとこ？」

　ぶしつけにかましてくる当あて推ずい量りようが、だいたい的中しやがる。

「ならブラックリストだな。メジャーはもう貸しつけてくんない。マイナーは高金利だぞ」

「んなもん、わかってるよ」

「いや、いまいちわかってないと思うよー」万ばん城じよう小さ夜やは前のめりになると、脳のう味み噌その奥の奥を睨にらむような視線を向けてくる。「ひのけん。ヤミ金きんってやつが、なんでいつまでたっても滅びねえかわかるか？」

「なんの話だよ」

「それはヤミ金が日本の基き幹かん産さん業ぎようのひとつだからだ。必要悪ってやつな。むやみに取り締まると経済バランスおかしなほうに転んで、首括くくんなきゃいけないやつがうじゃうじゃ出てくる。だから完ぺきにはなくならないの。そんなゆる～い環境で、ヤミ金業ぎよう者しやはのさばり放題だ。年利二九・二％なんてまるっきり無視して、とんでもねぇ暴ぼう利りを突きつけてくるわけ。トサン、トゴなんてざらだからね」

　経済学の講こう釈しやく？　よくわからん。

　トゴってのは利子が十日で五割ってことだ。この女、ほんとに貸かし金きん業者なのか。金きん融ゆう話になったとたんに、スイッチ押されたみたいに饒じよう舌ぜつになった。

「トゴはむちゃくちゃだ。一万円が十日で一万五千円。ふくれあがる速度がちがうから、たとえば半年返さなかったら一四七八万なんて額になる。最悪はアケイチ、なんてのもある。これなんか一日で一割の利息だ。最初のうちは連中、忘れたように放っとくからな。額がふくれあがったところで、取り立ての火ひ蓋ぶたを切る。そうなったら返しても返しても利息分もおっつかなくって、あとはなしくずしに破は滅めつのどつぼへローリングストーンズ。ひのけん、あんたはもう坂道、転がりはじめてんの。バランス狂ったまんまのこの国で、ぼろくそに痛めつけられるのは、あんたらみたいなテンパった多重債務者ローリングストーンズなんだよ」

　俺はなにもいいかえせなかった。

　その内容は、向むこう脛ずねを蹴けりつけられるよりも痛かった。

　やばいやばいという自覚を、惚ほれた女への熱情でふやかして、ごまかして、俺は借金を重ねてきた。そのうち取とり立たて屋やが怒ど濤とうのように攻せめこんできて、最悪は自己破産だ。そんな末期的なイメージが連れん鎖さしても、借金を止められないんだから始末に負えねぇ。貸してくれる街まち金きんを流れていけば、たしかにトゴやアケイチなんて暴ぼう利りにも食いつきかねない。

「な、わかった？　ひのけん」

　万ばん城じよう小さ夜やは黒目がちな瞳で、じっと俺をのぞきこんだ。

「わかったんなら、うちで借りるんだな。うちはね、トレイチでいいよ」

「は？　トレイチ」

　トレイチ。はじめてきく略語だ。なにをどう略してんのかいまいちわからない。

「トレイチ。利子が十日で〇・一割ってことね」

「はあ？」

「だから一万円が十日で一万百円。半年でも一万千九百六十円ぽっち」万城小夜は金歯を剝むいて笑った。「かわりに担たん保ぽとるなんてセコイまねもしない。利息〇・一割、返済方法は自由、期限どおりに返してくれりゃあ文句はない」

「……おちょくってんのか？」

　冗談じゃねえ、と俺は思う。そんな超低金利、鵜う吞のみにするやついるか。〈０９０金きん融ゆう〉はこんなにもあからさまに、こんなにも陳ちん腐ぷなエサで罠わなにはめようとしてくるのか？

「さっきの話で凹へこませて、そんなありえない子どもだましに食いつかせようってか？」

「興こう奮ふんすんなよ、ひのけん」

「もういいよ、最初から帰るっていってんだろ」

　あやしすぎる。頭の中の危機感知パトランプは急きゆう速そく旋せん回かいしている。大ぼらのフカシじゃなきゃ、やっぱりままごとか、どっちかだ。

「まあ聞けよ、うちはな。ほかの業者みたくＤＭやスポーツ新聞で広告うたないの。ポケットティッシュをあるだけしか配んないの。あんたはそれゲットできてついてんだよ」

「だからって〇・一割じゃ儲もうけなんかないだろ。貸かし金きん業ぎよう、成立してねえじゃねえか」

「だれにでもホイホイ貸すわけじゃねえ。ポケットティッシュにも〈簡かん単たん審しん査さ〉ってあったろ」

「あったけど……」

「うちの融ゆう資しは、債さい務む者しやの金のつかいみちによる」

「つかいみち？」

「ひのけんの場合、ほとんど事情は知れてるから話は早はええ。あのデザイナーズ公団のゴチソウのためだろ？」

「関係ねえだろ……」

「デートの資金だろ？」万ばん城じよう小さ夜やは目を爛らん々らんとさせる。「あのざまじゃ、どうせまだ指一本触れてねえんだろ。金をしこたまかけたデートでめろめろにさせてよ。オートロックもからだも開かせてえんだろ、え？　え？」

　嬉き々きとして勘かん繰ぐってきやがる。その容姿と思考言語には落差がありすぎて、俺はいちいち戸と惑まどってしまう。

「おまえ、いいかたが露ろ骨こつ」

「なんだよ、送りオオカミになりたいんじゃねえの？」

「送りオオカミって……」

「部屋にあがりこんで、セックスすることだろ」

「いや、知ってるけどよ」

　直ちよく截せつ表現を小娘に使われてドギマギしている自分が、またみっともない。にやにや剝むきはなった金歯は、その背後の街灯やネオンに負けじと猥わい雑ざつにぎらついている。え、あ、う、と俺は返答に困ってうなった。

「それだけの問題じゃねえけど……」

「人生でほかに重要な問題なんてそんなにないだろ。借金しようが、なにを犠ぎ牲せいにしようが、あの女とセックスしたい。ちがうのかよ？」

　万城小夜のしつこい追及が、だんだん、じわじわ、効ききやがる。えたいの知れない黒くろ瞳めの視線が、なぜかやたらと胸の奥を揺ゆすぶってくる。

「そんなもん、したいに決まってんだろ！」

　あおられて吠ほえちまった。合コンで知り合った真ま悠ゆ子ことはこの半年で十回以上デートを重ねてきたけど、初デートからなにひとつ進展なしで。その咆ほう哮こうは、一人暮らしの真悠子の部屋にあがりこめずに夜道をしょぼくれて帰るとき、いつも頭のなかでうぉぉん、うぉぉん、うぉぉんと反響し、とんでもない音圧で俺を破は裂れつさせようとする、混まじりけなしの本音だった。

「だよなあ。ひのけん。あの女はおまえには手ごわすぎんだろうけど、借金してでも、って根こん性じようは評価できる。審しん査さはＯＫだ」

「だから、勝手に進めるなよ。おまえんとこで借りるなんて決めたわけじゃ……」

「ごちゃごちゃいってないで、即そく日じつ融ゆう資しだろ？　いくらにするんだ？」

　万城小夜はセカンドポーチの中身を確認した。そこにはおざなりにつっこまれた、いくつかの札たば。口に大量の生なま唾つばがわいた。ままごとなんかじゃない、本物の現金ゲンナマだけがもつ強迫力が俺に迫ってくる。

「二百万くらいもってけ。いっちょど派手なデートかまして、送りオオカミきめろ。こんどこそ外のベンチでいじけてないで、あの女のうえで吠ほえろ！」

「慈じ善ぜん事じ業ぎようかなんかか？」

　こう見えて実は、富ふ裕ゆう層そうからの心やさしき使者？　採さい算さんを度ど外がい視ししてるとしか思えない超低金利、やっぱり半・ままごと説が濃厚だ。金がある妙みよう齢れいのお嬢さまなら、我わが儘ままさや奔ほん放ぽうさと天てん秤びんで釣つりあう品性みたいなものがにじみ出てもよさそうだけど……。俺はあれこれ推理をめぐらせる。なにせ目のまえにチラつかされた現ゲン金ナマの生ナマしさはすばらしく、胡う散さん臭くさすぎる融ゆう資し条じよう件けんに警けい戒かいする理性をバカにできる、なにかしらの背景をさぐらずにはいられなかった。

　と、また殺さつ気き。一いつ瞬しゆん、反応が遅れた。かわしきれずに向むこう脛ずねにブーツの急きゆう襲しゆう、そのうえテーブルに腿ももまで強打した。

「ひのけん、掃除機の巻き取りコード、知ってるだろ？」

「んだよ……おめ……知ってるよ」

「あれを胃カメラみたく口ンなかねじこんで、いっきに巻きとるのはどうだ。痛そうだろ」

「んだ、それ……」

「慈善事業？　ふざけんな。金利〇・一割だろうとあくまで貸かし金きん業ぎようだ。返済期限はちゃんと守れよ。こんなにピースフルな金利で融資されといて、一回でも支払い遅れたり、踏みたおしたり、ナメたまねしくさったらきっちり〈追いこみ〉かけるからな」




　その数分後には、俺は二百万の貸たい借しやく契けい約やく書しよと睨にらみあっている。返済方法は給料日ごとに五％ずつの十万＋利息、ということに。二百万あれば他た社しや債さい務むをいったん清算してもまだあまる。しかも本当に金利〇・一割トレイチなら、これ以上の好条件があるはずもない。貸かし主ぬし〈甲こう〉欄らんに万ばん城じよう小さ夜やの名前──その下の借かり主ぬし〈乙おつ〉欄に日ひ野の健けん一いち、と名前を書きこんだところで、ハンコを押す手をためらう。机には無造作に札たば。

　ああ、あらがいがたい現ゲン金ナマの魅力。すでに頭のなかにめぐりはじめてる、贅ぜい沢たくにスケールアップした真ま悠ゆ子ことのデートと、そのさきにまつ──めくるめく官能のファンタジー。はちきれそうな妄もう想そうが、ハンコを持つ手にとんでもない重力をかけてくる。ぐう重い、重い、いいのか俺、ほんとうに契約とりかわしちまうぞ？

「次あるから行かなきゃいけねえんだよ、早くハンコ押しちゃえよ、ひのけん。それかたちだけだから。うちヤミ金きんだし」

　万城小夜の背後には、夏の夜がひろがっている。そわそわした衝しよう動どうを引きずりだすような、闇ヤミがある。万城はかっか上気する俺を見ながら、不ふ敵てきな笑みをむけてきていた。ほんとによくわからねぇ、むやみに凶きよう暴ぼうな貸かし金きん業ぎよう者しや。

「あー、あとさ。融資条件とはまたべつなんだけど」

「……あ？」

「まゆこだっけ？　こんどあの女いっかい紹介しろよ、友だちになりたい」

　一転、異い様ように人ひと懐なつっこい口をきく。妙に調子ッぱずれで、いきんでいた肩の力がヌルッとぬける。ばっちりハンコをついちまった。「はいど～も、これで融資成立な」さっそうと契約書をさらった万城小夜は、札たばを二つ寄よ越こしてくる。それは不安と興こう奮ふんをきっかり二等分して俺の手にずしりと重かった。




　　　　[image: ]




「ではすこし……外を歩くとしましょうかの」

　ファミリーレストランのサイゼリヤを出ると、わしは先せん陣じんきって宵よい闇やみの街を歩きだす。孟たけさんときくさんがあとにつづく。23：00を回っているが、なんのなんの。わしら〈やえざくら会〉にとっては活動時間もまっただなかだ。

　数時間の面会が停てい滞たいしはじめたので、わしら三人だけでドリンクバーまえで合ごう議ぎをもった。わしらの提案に「べつにいいけど」とつぶやいて、客人もついてくる。

　破れたズボンに頭ず巾きんのついたスエーター、野球帽。顔に貼はりつけた絆ばん創そう膏こうやらも粗そ暴ぼうな印象の、この万ばん城じよう小さ夜やという嬢ちゃんは、女だてらに金貸しなどをやっておるという。墓ぼ苑えんまえでの出逢いから一週間、ちょうど金の必要に迫られていたわしらは奇き縁えんを感じたのもあり、連絡をとっていた。

「徳とく井いで……徳とくさんだっけ、北きた原はらの孟た蔵けさんに、庄しよう司じのきくさん？　あってる？」

「そうじゃ」

「あのさあ、じいちゃんばあちゃん。なんにつかうかいわねえかぎり、貸せねえよ？」と嬢ちゃんはいう。「鑿のみってあるじゃん。彫刻とかにつかう」

「それがなんじゃ？」

「あれで入れ歯の歯、一本一本砕くだかれたらヤだ？」

「……やんちゃなことをいいよる」

「のさくさ、のさくさ、もっと早く歩けないもんかね」

「なに、そんなに急がずとも、夜は長い」

「一晩じゅうつきあうつもりはないからな、のろま」

　のろまじゃと？　むぬう、この嬢ちゃん、ときおり度の過ぎる暴言を吐はきおる。縦につらなって歩道をゆっくり歩くわしらと、すたすた進む嬢ちゃんとのペースはまるで嚙かみあわない。差がひらいてはいらだたしげに立ち止まり、えたいの知れない金色の歯を剝むいて、悪あく態たいを浴びせてきおる。

　わしは叱しかり飛とばしたいところを我慢する。「融ゆう資しは金のつかいみちによる」との独自の審しん査さ基き準じゆんにより、つかいみちを伏ふせようとしていたわしらは貸かし渋しぶられた。ドリンクバーまえ合ごう議ぎの結果、わしらは込み入った事情を把は握あくしてもらうために地元を散策することにした。へたに叱りつけ、へそを曲げられてもしかたない。

　過か疎そ化か、老ろう齢れい化かの進む旧市街──今夜もシャッターの鼠ねずみ色いろを左右に貼はりつかせた地元商店街を横目に、わしらは街灯のぽつりぽつり灯る街路を行く。今夜もまた夜明かりの死角で、胡う乱ろんなものがうごめきそうな──霊れい妙みような熱帯夜。無人の交番の前を通過して、南がわの路地を折れると、閑かん静せいな住宅街に出る。そこには落ち着いた雰ふん囲い気きの割かつ烹ぽう料りよう理り屋や、パブや串焼き屋、住居の一部を改築した呉服屋や洋食屋がぽつぽつとあって、この夜よ更ふけにもまだ暖簾のれんを仕舞っていない。「このあたりの自営業者のほとんどが〈やえざくら会〉のメンバーじゃ」とわしはいった。

「へえ、バーなんかもあるじゃん」

「高齢者が多く住む界かい隈わいはつとに、もっと多面性をもつべきなのじゃ」とわしはいった。

「たとえば若者たちが屯たむろする主要都市のように」と孟たけさんが補足する。

「しかり。昼夜を問わず」ときくさん。

「しかり。それが肝かん腎じんじゃ！」

「高齢者は、高齢者のイメージを」

「払ふつ拭しよくせばならん」

「世のシニアよ、夜こそ眼を醒さませ」と三人、口をそろえていう。

　わしらは万ばん城じようの嬢ちゃんに力説した。高齢化の進むこの国が、高齢者におしつける一元的なイメージのなんと浅薄なことか。敬老とは一線を劃かくする甘やかしやおもねり、うわっつらのなれあい一いつ辺ぺん倒とうでは、高齢者と高齢者の国は相互作用で耄もう碌ろくしていくだけ。つとに日々刻々、犯罪が凶きよう悪あく化かしていくこの時代にずたずたに嚙かみ砕くだかれないためには、わしら高齢者は物事の裏がわを、闇やみの側面さえも見とおす慧けい眼がんを養わなければならぬ。ことに高齢者の多く住む地域こそ、旧きゆう弊へいの慣習にとらわれることなく、多層的なひろがりを推し進めなければならぬ。なまくらな惰だ眠みんを貪むさぼらずに、夜こそ眼を醒まさねばならぬ。

「どうにも、この国ときたら」

「高齢者に媚こびるわ」

「高齢者を甘やかすわ」

「高齢者を高齢者あつかいしかせん」

「そんなことではいかん」

「そんなことでは老いを促そく進しんする一方じゃ」

「わしら不快」

「そのうえたちの悪いことに。高齢者の多くは、あからさまに老ろう人じん面づら」

「すすんで老人的にすごすことで、思考を濁にごらせるものもいる」

「そんなことではいかん！」

「寝ね惚ぼけておってはいかんのじゃ」

「高齢者となれあう世界では、わしらはより老人にさせられる」

「そんなことではつけこまれる」

「そうじゃ、かつての……わしらのように」

　わしらは多重音声のように一いつ気き呵か成せいにまくしたてた。

　聞いておるのか？　街灯から落ちる光で全身の影絵をつくって戯たわむれていた嬢ちゃんは、「だれか一人まとめてしゃべれよ」とぼやいた。「だいたいわかったから本題入ってくんない？　まどろっこしいから」

「嬢ちゃん、これを見るがよい」

　わしは財さい布ふから写真を抜きとって、街灯の真下に移動した。色いろ褪あせたカラー写真のなかにわし、孟たけさん、きくさん、ほかにも〈やえざくら会〉の全員が写っている。嬢ちゃんも近寄ってきて、ひょいとのぞきこんでくる。

「わしら〈やえざくら会〉総勢十八名」

「この全員がかつては」

「表層に安住する、老人的老人だった」

「羞はじるべき過去」

「青臭い時代」

「そんなわしらの、蒙もうを啓ひらいてくれたのが……」わしは集合写真の一部を指さした。「ここに写っとる〈やえざくら会〉の創設者。山やま本もと会長じゃ」

　中央でふんぞりかえることもなく、メンバーの肩と肩の間から慎つつましげに顔を出している、山本会長。その尊そん顔がんは忘れようにも忘れられない。

「山本会長は、すでに故人じゃ。〈やえざくら会〉を創設した数年後、他界なすった。この御ご仁じんは無念をのこしたまま逝いったんじゃ。志なかば……いや、なかばどころかかけだしで、斃たおれてしまわれた」

　わしは指で目頭をつまんだ。臍せい下か丹たん田でんよりわいてくる熱い感情がある。

「……今世紀初頭、この国の高齢者のあいだに空くう前ぜん絶ぜつ後ごの大だい恐きよう慌こうがおこった。半狂乱の怒ど声せい、悲鳴はあちこちで吹きすさび、高齢者のなけなしの貯たくわえは、詐さ欺ぎという狡こすからい悪意によって奪うばわれた」

「ああ、オレオレ？」

　嬢ちゃんがあっさり言い捨てた。夜や気きに透すき通とおる肌がオレンジ色の光を浴びて、あやしい光こう輝きを放つ。

　近年、爆発的に流行した〈振ふり込こめ詐さ欺ぎ〉はもはや最たる詐欺手て口ぐちとして巷こう間かんに膾かい炙しやした。子や孫をよそおって電話口で困こん窮きゆうした状況を訴える基本手口から、大たい樹じゆの枝えだ葉はのようにわしゃわしゃと種類が分化して、負ふ債さいや示じ談だん金きんなどの名目で所定口座へ大金を振り込ませたり、役割分担をおこなって交通事故・横おう領りよう・傷害事件などを巧こう妙みようにでっちあげたり、被害者や債さい権けん者しやや弁護士などを多人数で演じてもっともらしさを倍増させるなど──手て練れん手て管くだを駆く使しして孤独な独居老人から金を騙だましとろうとする悪あく辣らくな卑ひ劣れつ漢かんが、雨う後ごの筍たけのこのようにのさばった。

「んでどうしたの？　山やま本もと会長は〈振ふり込こめ〉の被害者？」

　嬢ちゃんは性急に話の先をうながした。

「否いな、山本会長だけではない」

「山本会長は、〈振り込め詐さ欺ぎ〉と統一名称のさだめられた年、自分とおなじ被害者に呼びかけ、〈やえざくら会〉を創設したのじゃ」

「いかにも。〈やえざくら会〉は、わしらの地元を中心とした独どつ居きよ老ろう人じんからなる──〈振り込め詐欺〉被害者の会なり」




　すわ、いよいよ本題じゃ。わしらは万ばん城じようの嬢ちゃんを熟じゆく視しした。

「審しん査さ基き準じゆんは金をなんにつかうか？　じゃったな」

「それは、〈やえざくら会〉の活動費用」

「復ふく讐しゆう。ひと言でいえばそういうことじゃ」

「復讐？」

　嬢ちゃんはその言葉に過か剰じよう反はん応のうして、眼をぎらつかせた。

「〈やえざくら会〉をほかの被害者の会といっしょくたにされては困る。被害者同士で傷を舐なめあい、被害金返還を国に泣きつくだけの他団体とは一線を劃かくする理想を、山本会長はもっておった。高齢者は高齢者の限界を越えて、この時代にふさわしい強きよう靱じんさを身につけるべし。山本会長はわしらに説とき、その思想の到達点として〈復讐〉を標ひよう榜ぼうしたのじゃ」

「世のシニアよ、夜こそ眼を醒ませ──山本会長はそういった」

「おお、なんかハードボイルドな科白せりふだな」

「わしらは惰眠を貪らない。夜のただなかを闊かつ歩ぽして〈振り込め詐欺〉グループを可能なかぎり見つけだし、その罪をつぐなわせる。わしらは余よ生せいを復讐のみに賭かける」会長の意思を反はん芻すうするその辞ことばは、わし自身にぞわぞわ鳥とり膚はだを粟あわ立だたせて、夜の街路に響いた。「で、そのためには軍資金が必要というわけじゃ」

　まずもって〈振り込め詐欺〉グループ──ねがわくは山本会長以下、わしらをだましたグループ──をさがしださないことには、どうにもならん。夜間の活動内容として、昨さつ今こんの被害者の談を聴ちよう取しゆしてまわり、被害状況の分布図を作成し、さらには私立探偵を数名雇やとって、捜そう索さくを継続してもらっている。かなりの費用を投じてもおのれ、口くち惜おしいことに〈振り込め詐欺〉グループの所在はひとつもつかめていない。しかも、ここにきて想定外の出費が立てつづき、〈やえざくら会〉の活動費用がまかないきれなくなってしまった。金きん策さくしようにも、通常の街まち金きんが年金生活者に貸しつけてくれる額など高たかが知れていた。

「嬢ちゃんや、おたくのヴァンパイア・ファイナンスは高こう額がく融ゆう資しも引きうけるんじゃろう？　わしらつかいみちを包つつみ隠かくさず話した。どうじゃ？」

　わしらは嬢ちゃんに詰つめ寄よった。その端整な容よう貌ぼうが破は顔がん一いつ笑しようする。

　と、甲かん高だかい電子音が街路に響いた。携帯電話をとりだした嬢ちゃんはわしらに断ことわることもなく電話に出た。

「はいよ。おお……はいはい、あのときの？」

　ぶしつけにも嬢ちゃんはわしらに背を向け、電話と話しはじめた。

「むははっ、今夜は千せん客きやく万ばん来らい」

　嬢ちゃんは嬉うれしげな声を弾けさせる。わしらが露ろ骨こつな不快感をしめすと、ぷいっと身を反そらし、小声で通話をつづける。そのまま表通りのほうへ戻もどろうとするではないか。わしらはあわてて後を追った。

「こりゃ、こっちの商談はどうなったんじゃ」

　孟たけさんが声を張りあげると、嬢ちゃんは通話口を掌てのひらでおさえて、

「ふざけんなよな。そういう事情があるんなら来たときいえよ。こっちも忙しいんだからな？」

　ことばとは裏腹に、嬢ちゃんの足どりに上じよう機き嫌げんな軽やかさがくわわっていた。

「〈振ふり込こめ詐さ欺ぎ〉グループへの復ふく讐しゆう？　そーいうゴキゲンな話なら一いつ瞬しゆんで審しん査さ終わったのに。いくらいっとくんだ？」

　わしらにそういってまた、電話に戻る。時間や場所などをやり交かわしている。そっちはそっちで面会の約束らしかった。

「嬢ちゃん、万ばん城じようさん。おたくのところは……」わしはかまわず語りかけた。「ほんとうのほんとうに無む担たん保ぽの低金利なんじゃな？　あとで暴ぼう利りをつきつけてきたりはすまいな？」

「うちも詐欺じゃねえかって？」嬢ちゃんは掌で携帯電話を覆おおう。「やめとくか？　契けい約やく交わしてもし詐欺なら、まっさきにうちに復讐してくれちゃってもいいよ」

　それはそれで歓迎、とでもいいたげな挑発的な口く調ちようで、安心させる甘かん言げんを弄ろうするでもない。あっけらかんと融ゆう資しを諾だくしていた。ふたたび電話に戻ると、「ちょっとこっちも立てこんでるからさー……はいよ。じゃ、あとでな」電話を切ると、表通りでタクシーを拾おうと身を乗りだした。

　ふん、いいじゃろう。虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ずじゃ。

　それに審査というのなら、この数時間にわたる面会で、わしらだってしてきた。

　この嬢ちゃん、えたいの知れないところは多いし、やいのやいのと無ぶ礼れいな悪あく態たいをつくのも気に障さわるが……融資審査を中ちゆう途とで切りあげることなく辛しん抱ぼう強づよく付き合った。そしてなによりも──この嬢ちゃんと出逢ったのは、山本会長の墓ぼ碑ひを詣もうでた帰り、墓ぼ苑えんを出たところだったのだ。天の配はい剤ざい、というものに思いを馳はせずにはいられない。〈やえざくら会〉の復讐について話したのも、この風変わりな貸かし金きん業ぎよう者しやがはじめてだった。

「んじゃ。ちょっとつぎの商談、入ったから行かなきゃいけねーから。これ貸たい借しやく契けい約やく書しよな。目ェとおしといて」

〈空車〉のタクシーをめざとくつかまえた嬢ちゃんは、乗りこみしなにふりかえって、

「金は近いうちにもってくるからさ。あとさあ……自力とか探たん偵ていとかってのもいいけど、こっちでも当たってやろうか？」

「なにをじゃ？」

「めぼしい〈振ふり込こめ詐さ欺ぎ〉グループ」

「なぬ。心当たりがあるのか？」

「ヤミ金きん業ぎよう者しやだからな。そっち方面は得意分野だよ。詐欺と高利貸し、両方やってる連中もいるし。なにかと筒つつ抜ぬけ」

　眼まなこを爛ラン、とぎらつかせた万ばん城じようの嬢ちゃんは「ぬははっ。忙しくなるな」とつぶやいてタクシーに乗りこんだ。わしらは詰つめ寄よろうとして、閉まる自動ドアに阻はばまれる。

　タクシーに乗車したとたんに、嬢ちゃんはもうわしらのことなど忘ぼう却きやくしたように、運転手に次の目的地を告げている。
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　スナックやパブがひしめく街路にある、あたしの店──〈ＢＡＲ岬みさき〉。バイトのスズコちゃんに店をまかせると、むらむら暑いもんで営業服のドレスを着替えたくなって、いったん自宅マンションに戻もどった。時計は00：30。待ち合わせの時間までまだちょっとある。あたしはささっとシャワーを浴びた。

　バスタオルを濡ぬれ髪がみに巻きつけ、湯あがりの裸体を姿すがた見みに映うつす。

　われながら、見み惚とれる。

　どう？　三十四にしては奇き蹟せき的てきな、瑕きずのないプロポーション。

　わきの下からウェスト、ヒップにかけての飴あめ細ざい工くをのばしたようなやわらかな曲線。重力に逆らいつづけるＦカップの乳房は、タイトなドレスから解放されてのびのび、揺ゆれている。おへその下から、なだらかなスロープをえがいて降りていく逆三角地帯の下端に、黒い炎のようにたちのぼる、濃いめの陰ヘ毛ア。

　どう？　この肉体美。最近じゃ他人の目にいっさい触れてないけどね。

　持もち腐ぐされかけのボディを、ストレッチ素材のジャージに包む。で、日課のボディメンテナンスをしているうちにまた、なんだか凹へこんできた──メンテナンスなんてして、どうなるのよ？──あたしは百八十度に開いた脚のあいだに上半身をたおして、床に頰ほおをあずけたまま、起きあがれない。肉体をこのまま、美しいままにキープしたって、ほんとうの欲求は、喜き怒ど哀あい楽らくをまるまる支配する火ほ照てりは、満たされることなんてないのに。

　あーもう、だめだめ！

　うじうじするのはやめるって決めたじゃない。

　あたしは前に進む。そのためにこれから、貸かし金きん業ぎよう者しやに会うんでしょ？

　あたしはジャージすがたにすっぴんのままで、待ち合わせ場所に向かった。ポケットティッシュの電話番号にしたがって連ア絡ポをとった〈０９０金きん融ゆう〉業者は、融ゆう資しには審しん査さがあって、面会の必要があるっていった。約束のタイ料理屋についたところで、狭い路地を強引に進んできたタクシーが店の前で停まる。

「よう、待った？」

「いま来たところよ」

　顔じゅうに一週間前のキャットファイトの名残りを残す彼女は、緑、赤、黄色。まだらな光のつぶを明めい滅めつさせる夜を背後にはべらせて、あたしのまえで嬉うれしげに手をひろげた。




「……で、万ばん城じよう小さ夜やさん」

「小夜でいいよ」

「じゃあ小夜。その怪け我が、大丈夫なの？」

「どうってことないよ」

「そう……ならいいけど。ねえ、あなたほんとに貸金業者なの？」

「そうだよ。大おお田た美み佐さ季きちゃんはあいかわらずいい女だな。その悩殺バディに再会できて嬉しいよ」

「はいはい、ありがと」

　あたしはもらった名刺を指でもてあそびながら、讃さん辞じを軽くあしらった。

　小夜はあたしの胸の谷間を屈くつ託たくなく凝ぎよう視しする。初対面のときとおんなじだ。お腹なかがすいていたらしく、注文した料理、薩摩揚げトーマン・プラー、空心菜炒めパツ・パツブン、海老焼蕎麦パツタイ、蟹炒飯カーオ・パツプ、実をくりぬいたパイナップルをまるごと器にした炊込み御飯カーオ・オプ・サパロ、それらを深夜なのにがばがば食べて、ぐびぐびビールを飲んで、何年かぶりのシャバってくらいのいきおいで、その間じゅうひっきりなしにあたしの胸を見る。ほんとに露ろ骨こつ。まあ見るくらいなら。好きなだけ見ればいいけど。

「ねえ、電話でもいったけどさっそく、融資の相談させてもらっていいかしら。このポケットティッシュには〝限度額要よう相そう談だん〟ってあるけど」

「そうそう、要相談。だからたっぷり相談しようぜ」

「おたく金利は？」

「うちはトレイチでやってんだ」

「トレイチ？」

　初耳の用語を、小夜が説明した。十日で〇・一割？　なにそれ……ふざけてるの？　つまらない冗談なら付き合ってる時間はない。あたしはいらだたしい気分でヴァージニア・スリムに火をつけて、紫し煙えんを吐はいた。

「ねえ、まじめな話しましょうよ」

「いや、まじめな話だよ」

「だって、いくらなんでも……」

「うちはさあ、審しん査さにとおった特別な客にしか貸しつけないの。そんかわり低金利でいいし、連帯保証人なんかもいらない、限度額もよそより高い。スペシャルな業者なんだよ」小さ夜やはちいさな顔に、得意げな表情を咲かせた。「まあ貸かし金きん業ぎよう者しやだから、督とく促そくと債さい権けん回収はするけど。返済が滞とどこおればきつい〈追いこみ〉かけちゃうよ」

「五百万でも、貸してくれるの？」

「五百万でも、いいよ」

　なにこの娘こ、セレブ嬢？　どっかの資産家の令嬢が悪ワ党ルの世界にあこがれて、うなるほど遊ばせている資産でヤミ金きんのまねごとをしている、とか？　いまいち真に受けていいものかわからない。もしほんとなら、それはたまらなく魅力的な融ゆう資し条じよう件けんだけど。あたしの胸は昂たかぶってくる。あたしの必要な五百万という額は、一般的な街まち金きん融ゆうの限度額をゆうに超えている。ちっちゃな飲食店経営者の社会的信用じゃ、せいぜい百万～二百万がいいところだった。それがこの一回の商談で、ぽんと目標達成できちゃうの？　手放す覚悟もしはじめていた店への未練も脹ふくらんでくる。

「審査っていうのは？」

「お、のってきたな。うちはね、金のつかいみちをきいてんの。なんにつかうの、金？」

　つかいみち？　またまたヘンな話だ。銀行の融資じゃあるまいし。街金が重視するのは債さい務む者しやの返済能力だけで、使いみちなんて遊興費だろうがビジネス資金だろうが、どうでもいいはずじゃないの？

　あたしは下唇を嚙かんだ。あたしの用途は──だれかれかまわず打ち明けられるようなもんじゃない。だけどこの席では告白するのにそれほど抵抗感をおぼえなかった。この娘このあけすけな人ひと懐なつっこさのせいかしら。

「未来への投資、ってとこかしら」

　小夜を見すえて、あたしはいった。

「わたしはね、男になりたいの」

「は？」

「男よ」

「男？」

「性別の垣かき根ねをこえるには、五百万かかるのよ」

「え、まさか」

「そう。性せい転てん換かんよ」

　小夜はタイ風焼鳥ガイ・ヤーンの串をぽろっと落とした。

「え……ミサキちゃんって」

「あたしは同性愛者よ」

「そうなの？」

「そうなの」

　あなたも？　とききかけたけど、話が脇わき道みちに逸それそうなのでやめておいた。黒くろ瞳めに剝むきだしの興味をうかべた小さ夜やは、好奇心のギアをいっきに何段階も入れて、「え？　え？　え？　性転換って？　なにをどうするの？」と首をくるくる左右に傾かしげ、アグレッシブに卓に身を乗りだしてくる。

「わたしの場合は、ＦＥＭＡＬＥｔｏＭＡＬＥ性せい別べつ適てき合ごう手しゆ術じゆつっていうのになるんだけど。女フイメールから、男メールね。わたしは全身の手術を受けたいの。おっぱいをなくして、おちんちんをくっつけて……ほかにもあちこち」

「おお、すんげえ。本気？」

「日本でも手術は受けられるんだけど、優生保護法ってのが改正されて十年もたってないから、技術的に不安なのよ。手術のメッカはバンコク。日本の仲介業者を介して、最高水準のオペを受けられる。保険適用外の手術、渡と航こう費ひに長期の宿泊費もひっくるめて、五百万こえちゃうのよ」




　移動先は近距離だっていってるのに。小夜はドアｔｏドアでタクシーをひろって、「乗れよ」と親指でちょいちょい車内をさした。

　光の沈ちん殿でんする夏の景けい観かんは、熱にあぶられて、なんだか蜃しん気き楼ろうみたいに揺ゆれている。ネオンサインのアクアリウムのような繁はん華か街がいを、あたしと小夜は流れる。周しゆう遊ゆうはタクシーで、と小夜は決めてるみたいだった。

　繁華街の外はずれ、大型商業施設一階のの24ｈ営業生鮮食品店の前でおりた。小夜を待つあいだ、あたしの胸はガキの群れにじっと見られている。あたしは珍ちん獣じゆう？　見てんじゃないわよ。

「行きなさいよ」

　ガキ団は動かない。

「行きなさい」

　語気を荒げると、ちょっとだけひるむ。

「あんた、はやく電話切りなさいよ」

　小夜はタクシーでかかってきた電話と話しつづけていた。「うん、その線でいいや。こっちはいま融ゆう資し審しん査さ。なんか立てこんできてるよなぁ」

　小夜のまわりにガキ団がつらなり、小夜は電話しながらガキどもと戯たわむれている。この手のガキ団が音速でなつくなんてね、精神年齢が近いから？

　外国人の労働者が多いここら一帯では、アジア系の未み就しゆう学がく児じ童どうがわんさかあふれている。風ふう俗ぞくや水商売、欲望の巣に従事するコリアン、タイ人、ベトナム人、フィリピーナにコロンビアーナにマレーシアン──ジャパンマネーにしぼられて、苦みしか出ないピンクグレープフルーツのようなアジアの商売女たちから、こぼれ落ちた出で涸がらしの粒。それがこの子たちだ。あたしは他の子どもと徒党を組むこともなく、店の階段に座ってぽつんと一人遊びしている四歳ほどの女の子を見つめた。

　そのちいさな体を見るたびに、下腹を火ひ箸ばしで貫つらぬかれるようなギュンとくる痛みをおぼえる。一人寝のさみしさに、昼夜逆転が身に染みついちゃってるのか、よく店の前でお母さんの仕事が終わるのを待っていた。

「あれがモニカ？」

　電話を切った小さ夜やがあたしにきいてきた。

「あれはマリカよ。家にいなさいっていっても来ちゃうみたい。ここらへんああいう子どもが多いのよ。託たく児じ所しよに預けようにも値が張るしね」

　店内に入って、あたしは八方に視線を配らせた。話題にあがった女はこの時間、ここで働いてるはずだといったら、小夜が見に行こう、見なきゃ貸さない！　とごねはじめたので連れてきた。あたしたちは店内片かた隅すみで惣そう菜ざいに値ね引びきの札を貼はっている、一人の女性従業員を見つけた。

　モニカだ。

　モニカ！

　と声をかけたい。でもかけない。あたしたちは棚の陰かげに隠かくれてモニカを見守った。

　出で稼かせぎのコロンビアーナ。あの女こ、また瘦やせたんじゃないかしら？　かいがいしく働くモニカにいたわりの言葉を投げかけて、そのからだを強く抱きしめたい。でも抱きしめない。

「……あいかわらず頑がん張ばってるみたいで、ほっとした」

「あれがモニカ。働きものっぽいな」

「そうね……日本人の旦だん那なさんが死んでから、女手ひとつで子どもを育ててる。昼間はクリーニング店、夜はここで働きづめ」

　抱きしめたい。でも、抱きしめられない。思し慕ぼをおさえつけるのは、体内でおきてる小ボ火ヤを見すごすみたいに、しんどいこと。でもだめ、いきなり抱きしめたりしたらナンデスカ？　とおびえられておしまい。

「面識、あんの？」

「客と店員以上のもんじゃないわ……顔見知りていど」

　モニカは店の責任者らしき男になにか叱しかられ、しょげかえったままラベル貼りに励んでいる。またミスしちゃったのかしら。彼女は日本語も片かた言ことだし、要よう領りようの悪さを帳ちよう消けしにできる器き量りようのもちぬしってわけでもない。だけどひたむきに、異国の生活でもがきつづけるすがたは、あたしのような人間の魂を震ふるわせる。モニカとマリカ、母と娘がとりあった手を、たがいに交かわされる笑顔を見るたび、あたしは震える。

「わかってるのよ。モニカは異性愛者ノンケだし。性せい転てん換かん手しゆ術じゆつなんて受けたって本物の男になれるわけじゃない。それでもいいの。見た目が異性にかわれるだけで勇気がもてる。こんな気持ちははじめてなのよ。モニカのおかげでふっきれた──あたしは生まれかわる。むりやりにでも本来の性別セツクスをとりもどしてやるの」

　そうよ、そのうえで、美しい母娘おやこにぶつかってみたい。いまのあたしにとって手術は、けじめや願かけをこえた重要な通過儀礼イニシエーシヨンだ。

「ミサキちゃん、あんたすでに男おとこ前まえだ」

　小さ夜やが握手を求めてきた。その声はむやみに湿っぽくはない。

「こうなりゃヴァンパイア・ファイナンスは、ミサキちゃんのスケールのでっかいロマンス、全面バックアップしちゃうよ」

「じゃあ、融ゆう資し審しん査さは合格？」

「融資だけじゃ足んない。ミサキちゃんの変身を見守るぜ。手術にも立ち会って」

「立ち会いってあんた……バンコクよ」

「べつに日本でもやれないこともないんだろ」

「そうだけど……普通の病院じゃやってくれないし、大学病院なんかでやるのはいやなのよ、技術力の不安とか、順番待ちで数年とか、いろいろ面めん倒どうなの」

「そういうのがなんとかなれば、国内のほうがいいわけだろ？」

　話が妙みような方向に転がりはじめている。たしかに……デリケートな手術期間、モニカのなるべく近くにいられる実感は、なにより強きよう壮そう剤ざいになってくれそうだ。だけど、国内手術を難しくさせているさまざまな障しよう壁へきをクリアするには、とんでもない手間と費用が必要になるはず。小夜の自信満々の笑みの根底にあるものは、やっぱり財力？　採さい算さん無視の金利といい、どれだけ金をうならせてるんだろう。

　真っ黒けのダークな背景、無限に舞い乱れる札たば。その渦か中ちゆうで小夜は「にしても、それとっちゃうんだな……」とあこがれだか好奇心だかよくわかんない熱が疼うずくまなざしで、露ろ骨こつにあたしの胸を見る。
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　私は五人のメンバーにつづいて、ちいさな洋菓子店パテイスリーに駆けこんだ。

　01：40。営業時間内すべりこみセーフ。深夜の店内にほかの客の姿はない。

「間に合いましたね」

「危ないところでした」

「二時閉店ですか」

「今回も全員集合できてなにより」

「ニトベさんも間に合ってよかった」

「すいません、遅くなりまして」

「しかし前回は大変でしたね」

「ノグチさんが他店のプチショコラを」

「大量にテイクアウトしといてくれて」

「あれがなかったらどうなったか」

「いえいえ、大したことはしてません」

「今回は？」

「ナツメさんの推すい薦せんですね」

「ここのシュークリームは絶品ですよ」

　私たちは和わ気き藹あい々あいと会話をかわしながら、店頭ショーケースまえにたむろする。それぞれ二～三千円分のシュークリーム、ケーキやプリンを買いこんで、イートインできる店内席を占せん拠きよした。

　六つのトレイに数十種のスイーツ。口のなかにひろがる甘い悦えつ楽らくを、六ろく者しや六ろく様ようの表情や嘆息で表現しながら、座談に花を咲かせる。イトウさんがデジカメをぱしゃぱしゃ。胃のなかに消えるまえのスイーツを撮さつ影えいした。スイーツの横でピースはしても、だれも顔は撮とらせない。イトウさんも撮らない。

「へえ……本当ですか？　ノグチさん」

「じゃあ件くだんのコインランドリー爆ばく発はつ事じ件けんは、アングラ・カジノ摘てき発はつが関連してると」

「たしかにこのシュークリームは素す晴ばらしい。フクザワさんおひとつどうぞ」

「では失しつ敬けいして」

「ニトベさんはずいぶん買いこみましたね」

　ニトベさんは無言。シュークリームを頰ほお張ばるのにいそがしい。

「カジノのディーラーが、百円ライターをねえ」

「そうです。ガサ入れで持ちだした裏うら帳ちよう簿ぼをコインランドリーに隠かくした。誤って百円ライターもいっしょにね。この狐きつね色いろの焼色。たまりませんね」

「ヒグチさん、これはナチュラル系の素材ですか？」

「ですね。このつやつやのカスタードクリームは、ジャージー牛乳に自然卵、オーガニック・シュガーを使ってると思います。口のなかで豊かにとろける新鮮なクリームと、シュー皮のパリパリ感のコントラストは抜ばつ群ぐんですね」

　私は解説がてら、もう一個シュークリームを頰張る。カスタードクリームの風呂に浸つかったような、脱力感と恍こう惚こつ感かんがないまぜになったエクスタシーが衝つきあがる。ああ、からだが悦よろこんでいる。

「いかにクリームの詰つめたてがおいしいか実感できますね」

「この洋菓子店はどれもナチュラル系の新鮮素材。出で来きたてをいただくべきですね」

「イートインが正解です」

「イトウさんイトウさん」

「なんですかニトベさん」

「そのシュー、もらってもいいですか」

「どうぞどうぞ。で、なんでしたっけ。ああイートイン」

「テイクアウトするのは〈情報〉だけでよい、ということですな」




　私たち〈情報屋〉だって、つねになんでも知ってるわけではない。

　新しいことはなにも知らない日、とかけっこうある。

　地道な情報収集活動も個人のレベルでは限界もある。情報屋同士でまめに交流をはかり、積極的に意見交換をしなくては時流に乗りつづけるのはむずかしかった。

　参加者全員が無む類るいの甘党、ということがわかり、調べてみればけっこうあった深夜営業の洋菓子店やスイーツカフェで定例交流会がひらかれるようになって、二年がたつ。たがいに本業はきかない。本名も知らない。符ふ牒ちようの呼よび名ながあれば不具合はなかった。会長的存在のフクザワさん、ノグチさん、それにヒグチと呼ばれる私が創立メンバーで、順にイトウさん、ナツメさん、ニトベさん、の三人があとから入会した。

　メンバーはそれぞれ手持ちのカードを切る。その鮮度は折り紙つき。

　広域指定暴力団の動向、インターネットハッキング最前線、高速道路無タ料ダ乗のりの裏うら技わざ、各種業界の黒い噂うわさ……絶品スイーツをつまみつつ、メジャー／マイナー問わない玉ぎよく石せき混こん淆こうの闇やみ情ネ報タの交換。これは病みつきになった。メンバーが囲むテーブルに充みちるダークな話題のただなかでは、スイーツの甘味が倍増する。スイーツが闇情報を、闇情報がスイーツをたがいに擁ようし、浮きたたせる。一同に会した海うみ千せん山やま千せんの情報のプロフェッショナルたちがそろいぶみだ。新発売の食しよく玩がんのラインナップだって、主要繁はん華か街がいの全ラブホテル客室稼働率だって、たいていはだれかしらがフォローしている。情報は犯罪方面や性風俗、都市伝説的な噂の真相から街のトリビアにまでわたり、話題が尽つきることはなかった。

「ヒグチさんヒグチさん」

「なんですかニトベさん」

「このプリン、食べます？」

「ニトベさん食べないの？」

「あげますよ。ヒグチさん」

「ところで、さっき話題にあがった〈振ふり込こめ詐さ欺ぎ〉グループですけど」

「ああ、ここ数年で荒あら稼かせぎしてるって」

「あれっていいだしたの、イトウさんでしたっけ？」

「わたしじゃありませんよ、ナツメさんでしょ？」

「わたしはいいませんよ」

「ノグチさん、心当たりありですか？」

「ここ数年でよく聞こえてくるのは、キサ、という男のひきいるグループですね」

「ああ、それなら聞いたことある」

「警視庁もまだ尻しつ尾ぽをつかみきれてない。かなり若い連中らしいけど、キサってのがそこそこ頭切れるみたいで、けっこう派手にやらかしてる。常識の虚きよをついたかなりトリッキーな手法の〈振り込め詐欺〉を仕し掛かけてるらしいですね。ヒグチさん、この創作菓子はちょっと変わってますね」

「一口、失礼……ホントだ。つぶし餡あん入りのお餅もちを甘さひかえめのパイで包んで、クッキー生地をまぜてある。和のパイシュー、ってところですかね。で、ノグチさん、そのグループのぼりつめそうなんですか？」

「あ、一口もらってもいいすか？」

　ニトベさんがすかさずパイシューに食いつく。

「いや、どうでしょうね」ノグチさんはニトベさんにとられたパイシューをすこし名な残ごり惜おしそうに、「トリッキーなことをすれば必然、リスクはつきまとう。目立ってしまいますからね。ぼちぼちコケるころじゃないかな。しょせん、サークルの延長線でやってる若ガ者キどものたわむれです。スパムやらフィッシングなんかのネット詐欺、ヤフオクなりすまし詐欺と、手広くやってるらしいけど。いずれ警察か競合組織の網あみにかかっておしまいだ」

　無情に吐はきすてて、酷こく薄はくな笑みにゆがんだノグチさんの顔は数秒後、ニトベさんからお返しにもらったジャージー牛乳のプリンで恍こう惚こつにとろけた。
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　暑い。夏がむきになってきやがった。

　暑い、と八月に入ってメディアは連日、平均気温を上回る記録的猛もう暑しよを喧けん伝でんしている。日中の温度計は39度まで目盛りをあげて、じりじりアスファルトを灼やく太陽光線に、あちこちのマンホールはフライパンばりに熱せられて犬猫の肉球を火傷やけどさせた。近隣県で開催されたロックフェスティバルでは、ヘッドライナーのボーカルをふくむ数名が日射病で将しよう棋ぎ倒だおしに卒倒したんだと。密閉されたビルの踊り場では周辺温度が65度に達して、温度感知式の火災報知機が火事でもないのに鳴りだして、消防隊員をきりきり舞いさせたそうだ。

　タクシー内のスクロール式電光掲示版では、あちこちでおこった事件が報じられている。そんなやけっぱちな酷こく暑しよだ。ヘンなやつらがわらわら炙あぶりだされてきても、おかしくないっちゃおかしくない。

　帰路につくクールビズはさらなる涼をもとめて、ランニング一枚にスラックスの裾すそをまくりあげてアベニューを歩いていて、汗でぬめった肌が無む脊せき椎つい動物の群れみたいに見えた。魔ま物ものじみた連中も増えてくる、うだる夜。

　頭は火ほ照てる。むらむら火照る。

　ふざけた酷こく暑しよもなにもかも、いっさいがっさい追おい風かぜになって、俺に吹け！

「何年かぶんの贅ぜい沢たく、一晩でしちゃったみたい」

「ははは、ごめんね、連れ回しちゃって」

「あー、暑いねぇ」

　真ま悠ゆ子こは上じよう機き嫌げんだ。ミシュラン三ツ星レストランで食事して、高級ホテル最上階のラウンジバーで乾杯。真悠子がいま小こ脇わきに抱かかえているのは、プレゼントの高級ハイチ産アロマセットだ。あとあとのことも考えて、俺は余裕たっぷりに21：00にフィニッシュした。男仲間ダチに知られようもんなら赤あかっ恥ぱじ必ひつ至しの、あからさまなほどに張りこんだデート。そのリアクションは抜群だった。

　タイトな生地がうきたたせるボディラインが、汗ばんだ柔やわ肌はだが、これまでとは比べものにならないほど生々しく迫ってくる。シャンパンの酔いで目を潤うるませた真悠子にも、一夜の終わりを惜しむような雰ふん囲い気きがある。

　十四号棟エントランスに到着しても、真悠子はすぐに立ち去らない。微笑をたたえて、俺を見あげている。顔を近づけてみても、焦じらすような身じろぎがあるだけで、からだは離れない。俺は、唇に全神経をそそいで、慎重に、慎重に、悲願の接せつ吻ぷんを果たした。

　ぽってりとした唇の肉感。

　こみあげる官かん能のうのバイブレーション。

　うオオオッ、うオオオオオオオ……頭のなかに、咆ほう哮こうがこだまする。

　いよいよ舌を駆く動どう……しようとしたとき、真悠子が俺の腕からすり抜けた。はにかみながらオートロックの入口へ向かう。俺もぬけぬけとついていこうとしたところで、やさしく指先でつきもどされた。あわてて体てい裁さいをとりつくろうことばをさがしていると、真悠子にずばっと機先を制された。

「散らかってるから。またこんどね」

　真悠子と俺のあいだで、オートロックの扉とびらが閉まる。




　アベニューのａｍｐｍで缶コーヒーを購入する。

　アベニューのベンチでコーヒーを啜すする。ずずず。

　俺は真夏の夜空を見あおいだ。進展はあったんだから、よしとするべきだよな。

　進展？　ほんとうに進展か？

　うーん……どうにもあれは、今夜の散財へのせめてものご褒ほう美びだった気がしてならない。

　今一歩感がどんどん卑ひ屈くつな色いろ味みを帯びてくる。これだけ張りこんだ夜の終わりが、小鳥が囀さえずるようなフレンチキス。今夜はさすがに最後までいきたかった。最終目的に達するには、さらに豪ごう華か絢けん爛らんなデートをしなくちゃいけないのか？　なんて打算的なことまで考えてしまって、自分がいやになる。

　やっぱり真ま悠ゆ子こは、このデザイナーズ公団は、難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいなのか？

　と、携帯電話が鳴りわめいた。かすかな期待を抱いて、電話に出る。聞こえてきたのは、真悠子の声じゃなかった。

　──よお、ひのけん。今日デートの日だったろ。どんな按あん配ばいだ？

「べつに……」

　──そのしょぼくれようだと、今夜も送りオオカミ失敗か。

「……うるせえよ」

　──また半べそかきながら、ベンチで缶コーヒー啜すすってんだろ？　負け犬どころか、樹液みたいに豆の汁しか啜れない虫だな、おまえ虫。

　鴉カラスのくちばしのような無神経さで傷をほじくられる。通話ブツ切りにしてやろうと思ったところで、電話ごしの高笑いがピタッとおさまった。

　缶コーヒーだけじゃわびしいだろ？　おごってやるから来いよ。







　21：30。タクシーで最も寄より駅に着いて、夜遊び人の行軍にまざってクラブまで歩いた。なかは異様な熱気だ。汗みずくで踊る連中はハイになって、眩げん惑わく的てきな照明のなかで狂きよう喜き乱らん舞ぶしている。なんだか関節のひとつやふたつ多いような、おなじ人間が培ばい養ようされていっぱいいるような……いかん、魔ま物ものじみて見える。

　クソ暑いのによくもまあ……、と俺は思う。どこか箍たがの外はずれたような夜だ。

　血のように赤いフロアライトの下で、万ばん城じようはコロナビールを飲んでいた。

　俺がテーブルについても、しきりに席から離れてあっちふらふら、こっちふらふら、落ち着かない。男女見み境さかいなく話しかけてはポケットティッシュを押しつけ、たまに煙たがられて、ぐるぐるフロアをまわってテーブルに戻もどってくる。

「おまえ、おごるんじゃなかったのかよ」

「ひのけん、ひとの財さい布ふあてにしてないで。今夜の相手でもさがせば。送りオオカミ失敗でうぉんうぉん鳴いてるだけじゃ、つまんねぇだろ」

「いいから酒飲ませろ」

「ほら、あの二人組とか、声かけてこいって。二ｖｓ二で飲もうって」

「おまえレズ？　飲みてぇなら自分で行けよ」

「おまえが行けよ、ひのけん」

「やだよ、おまえが行けよ」

「おまえ、そういうこというのかよー。融ゆう資ししてやったろ」

「それとこれとは、関係ねえだろ」

　すると万城が、いきなり横腹を殴なぐりつけてきた。「いてッ！」万城は驚くほど俊しゆん敏びんな動きで俺の髪の毛をひっつかみ、耳たぶをひねりあげてきやがる。札たばを入れてるのか、鈍器じみたセカンドポーチで横腹のおなじ箇所を、えんえんと殴なぐりつけてくる。

「ひのけん、そのいいぐさはないだろ？」万ばん城じようは嗤し笑しようで顔をゆがめる。「だれがテンパった多重債務者ローリングストーンズを、ドブの底からすくってやったんだ？　あ？　だれのおかげであの上じよう玉だまとゴージャスなデートができた？　あ？　あ？　あ？　あ？　関係ねえってことはないだろ」

　俺は身を反そらし、万城から逃れた。くそ、みじめな孤独感に浸ひたるより、だれでもいいからだれかといたほうが自ヤ棄ケ酒ざけも美う味まいかもしれねぇ、そう思った俺が馬鹿だった。

「いい性格してやがる」

　俺は吐はき捨すてた。

「金なら期日までに返せば、文句はねえだろ！」

　帰っちまおう。俺は踵きびすをかえし、出口へ歩き出した。

　そこで突然、視界に異物がよぎった。一いつ瞬しゆん、なにがおきたかわからなかった。俺はその場から一歩も前に進めなくなっている。なんだ？

　俺の首くび根ねっこに、長くて太い腕が巻きついている。小動物をからめとる大だい蛇じやの尾のような、その腕一本の緊きん縛ばく力りよくが、はねのけられないほどに強い。視界の外からニュッと腕をつきだして俺を拿だ捕ほしたのは、長身の男だった。ホールの旋せん回かいするライトに一定の間隔でうかびあがる、男の顔を目にして……俺は血の気はいっきに引いた。

「また会ったな」

　男は凄ド味スの利きいた重低音を放った。

「灰はい原ばら、知り合いか？」と万城。

「この男、あれです。通報したコンビニ店員」

「あのタックルかましてきたってやつ？　あれ、ひのけんか！」

　硬かたい緊張感に俺は圧迫されていた。ダークスーツを着こんだ巨きよ軀く。あばたや細かい傷の散る、茨いばらまみれの修しゆ羅ら場ばを正面きって抜けてきたような凶きよう顔がん。コンビニの商品を凶きよう器きに債さい務む者しやを責めていて、強きよう烈れつな蹴けりの一いち撃げきで俺をＫＯした、取とり立たて屋やだ。

　灰原、とかいうこの男。まさかヴァンパイア・ファイナンスの所属？　非・カタギのオーラぷんぷんの風ふう貌ぼうからして融ゆう資し審しん査さじゃ表に出てこないのかも。きっとそうだ。

「どらぁ、ひのけん」

　万城が突然、タックルというか体当たりをかましてきやがった。

　俺はいきおい仰あお向むけにぶっ倒たおれる。万城の太ふと腿ももが、俺の腹の上で八の字になった。長い黒髪を垂らした顔がにんまりゆがむ。

「返済期日、守るなら文句ねえけど。もし返済が滞とどこおったら大変だよ？　うちはきっちり〈追いこみ〉かけるからな？」

「いい性格してやがる！」と俺は叫んだ。「だれもまだ滞たい納のうしてねぇだろ！　ちゃんと返すッつうんだよ、マウントとられるいわれはねぇ、クソ女あま！」

「んだと！　このやろ」

　びんた、タックルに飽き足らず。万ばん城じようは俺の肩口にンがっ、と咬かみついてきた。

　俺は目をひん剝むいた。それは犬っころが甘あま咬がみで〈じゃれあう〉ようなかわいいもんじゃない、肉を〈引きちぎる〉ことを前提にした咬みかただった。いぎぎああアア……俺は顔を痙けい攣れんさせ大口をあけて、声にならない悲鳴をあげた。

　こいつ、マジかよ？　がちがちがちがち金歯を打ち鳴らしながら、万城は顔をあげる。俺は金歯に皮膚きれが刺さってんじゃないかと恐れて、万城のほうを直視できなかった。

　数秒後、男子トイレに駆けこんでおそるおそる確認すると、肉がずりっと逆さか剝むけて一層下の赤身が見えていた。ひでぇ……

　数分後、俺はフロアを走りまわっていた。ひたすら女に話しかけるも、そう簡単にはひっかからない。万城は自分もフロアをうろつきまわりながら密集する顔・顔・顔を物ぶつ色しよくし、スパルタな鵜う飼かいとなって俺に強制労働を強しいる。さんざんだ。テーブルで悠ゆう然ぜんとバーボンを舐なめる灰はい原ばらが、たまに睨にらみをきかせてくるし。

「あれ行け、ひのけん！」

　いくら萎なえても、がちがちがちがちがちと恐怖の打楽器が打ち鳴るたびに、俺は反射的に飛びあがって、女に向かってダッシュした。

　で、あえなく玉ぎよく砕さいしては、すごすご引き返す。そのくりかえしだった。

　そこで突然、取とり立たて屋やの灰はい原ばらが立ちあがった。俺のほうに猛もう然ぜんとむかってくる。

　げ、やられる？　とっさに両腕で顔を守った俺を、灰原は素通りした。踊り狂う客の隙すき間まをぬって、ダンスフロア奥へ走る。

　ステージでは、男数人のグループがブレイクダンスを披ひ露ろうしていた。そのうちの一人、アフロ頭の男が灰原に気づき、ステージを飛び降りて逃げはじめた。

　わけのわからないまま、俺も追いかけた。混雑した人ごみをがむしゃらにかきわけ全ぜん力りよく疾しつ走そうで逃げるアフロ、隣のフロアへの扉とびらを開けたところへ、

「つおおおおおおおおっ！」

　鷹たかの浮ふ揚ようを思わせる、高いドロップキックがアフロに炸さく裂れつする。万城は着地のときに顔を強打して、鼻血をたらりとしたたらせた。

　逃走を食いとめられたアフロは、ゴミ箱からビールの空あき瓶びんをとって振りまわした。ずんずんやってきた灰原を得え物もので撃げき退たいしようとするも、巨きよ軀くをフルに駆く動どうさせたブルドーザーのような圧力をまえに、あっというまにねじ伏ふせられてしまった。

「よう、あんたひさしぶりだな？」

　万城はしたたる鼻血を舌先でペロッと舐なめすくった。アフロとの再会が嬉うれしいのか、血が美う味まいのか、その顔には笑みが弾けている。

「なんで電話でないの？」

「あが……離しやがれ」

　このアフロ、こいつも踏みたおしの債さい務む者しやか。

「もうどんくらいだっけ？」

「一カ月滞たい納のうですね」

　灰はい原ばらが喉のど輪わの圧迫をゆるめずに答える。

「ふてえやろうだな、行くぞ」

　万ばん城じようのひと言で、アフロはクラブ裏手の暗がりへ連れていかれる。俺はおいとましようとしたけど、灰原に襟えり首くびをつかまれて強制連行された。まさか、またむごたらしいペナルティの立ち会いを強しいられんのか。

「なんで返さないの？」

「うるせえ……」

「正直にいってみ。このまま踏みたおしちゃおうと思ったんだろ」

　反抗的な表情で黙だまっていたアフロは、万城にもみあげをむしられて逆上した。

「そうだよ！　悪いかよ。クソ低金利のおまえらなら、余裕かと思うじゃねえか！」

「ぬっふふ。おい不良債務者。おまえらはそーやって金利〇・一割トレイチなんて好条件出すと、すぐにナメてかかってくるよな？」

　万城の顔に怒りはない。それどころか大たい輪りんの笑顔を咲かせて、アフロの頭や頰ほおをセカンドポーチで何度も張りとばす。

「わかるか？　ナメさせとけば踏みたおしにかかるのは、想定内だ。うちの情報網を甘くみるんじゃねえよ。逃げたってすぐに見つけるぜ」

　それが、本来の目的か？

　万城の──ヴァンパイア・ファイナンスの狙ねらいはそこに？

　倉庫の密集する暗がりで、アフロのペナルティが執しつ行こうされた。「ダンサーなんだろ？」という万城のひと言で、アフロは〝腹踊り＋ブレイクダンス〟〝安やす木き節ぶし＋チャチャチャ〟〝盆踊り＋ひげダンス〟といろんな混成ダンスを強要される。拒否すれば灰原にアイアンクローを食わされる。滑こつ稽けいさが先に立っているようにも見えたけど、いや、方向性も定まらないままに動きまわるアフロは自尊心を切りつけられ、かなり堪こたえてるみたいだ。これはこれでねじまがったサド性が発揮された、こっぴどい重罰ぺナルテイだ。

「ちなみにひのけん」と万城がいった。「こいつよりおまえのほうが融ゆう資し高額だからな。べつに滞たい納のうや踏みたおしなら、それはそれで〈追いこみ〉かけられるからいいけど」

　こいつらはマジで──

　熱帯夜に炙あぶりだされた夜の眷けん属ぞく──バケモノか？

　熱でうだった俺の頭は、本気でそんな馬鹿なことを思った。

　超低金利は撒き餌ってことか？　万ばん城じようが狩りの口実をつくるための。だってこいつらそもそも債さい権けん回かい収しゆうなんて気にもとめてない。低金利の借用書を交かわすその裏で、ナメてかかった債さい務む者しやが踏みたおすのを舌した舐なめずりして待っている？　まさか。ヴァンパイア・ファイナンスは万城小さ夜やに狩場を提供するために存在してる？　そんなまさか。俺は半笑いのまま、顔を引きつらせていた。

「ひのけん、どうした？」

　アフロを踊らせてげらげら笑っていた万城が、俺にいう。

　その黒くろ瞳めは、無数の夜を凝ぎよう縮しゆくしたように、生き生きと黒い。

「もう……そんくらいにしとけよ」

「ひとのこと心配してる場合か？　なあ、ひのけん、うちらはおまえを買ってんだからな？　せいぜい送りオオカミ頑がん張ばれよ。金ならまたいくらでも貸してやっから」

　とんでもない闇やみに嵌はまったのかもしれない。俺の平へい穏おんがぐらぐら揺ゆらぐ。けたたましく響く万城のサディスティックな哄こう笑しように、頭の芯しんをしびれさせながら、俺はおもわず早く朝になれ、と願っていた。
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　夏の夜はひたぶるに長い。

　濃厚な熱気をともなえば、それもひとしおだ。

　融ゆう資し金きんを受けとる約束の夜、23：30。タクシーから降りてきた万ばん城じようの嬢ちゃんはすこぶる上じよう機き嫌げんだった。よほど愉たのしいことでもあったのか、「よう、じいちゃんばあちゃん！」と軽やかな声をあげながらしゅたたたたたと街路を走ってくる。

「ご機嫌じゃな？」

「んー、そうか？」

「なにかいいことでもあったのか？」

「けっこう傑作だったよなあ？　あっと、こいつは灰はい原ばら」

　思い出し笑いをしながらふりかえった背後には、ボディガードふぜいの巨きよ漢かんがひかえている。暗色系の背広を身にまとい、獰どう猛もうな大型番犬のようで、いかにも凶きよう漢かん。わしはしばらく男のほうを正せい視しすることができなかった。

　わしらと万城の嬢ちゃんは、いつものごとく街路を周しゆう遊ゆうする。嬢ちゃんは融資金以上の土産みやげ話ばなしを滔とう々とうと披ひ露ろうしていた。

「……で、そのキサってやつらの手口なんだけど。まあまあ芸が細かくて、バリエーション豊富だな。新聞の死亡記事チェックして、葬そう儀ぎ屋やよそおって遺族に葬儀代金を振り込ませたり、大規模な震しん災さいがあったときは被災者とりまとめて寄付金募つのってる、なんて手口でがっぽりせしめたらしい」

　わしはあんぐり驚嘆する。この小娘……ほとほと底が知れん。前回の面会から一週間しかたっていないのに。いかなる情報源によるものなのか、ぬきんでた迅じん速そくさで〈振ふり込こめ詐さ欺ぎ〉グループの詳細を摑つかんできおった。

「でな、ちょいちょいトリッキーな大おお技わざも繰くり出だすらしい。やつら、夜に電話してくる」

「夜に？」

「普通、〈振り込め詐欺〉電話というのは」灰はい原ばらが説明を補おぎなった。「昼の三時まえに行きかうのが相場だ。銀行が閉まるタイミングを狙ねらって、〝今日じゅうに振り込みが確認できないとまずい〟などといって、冷静な判断力と時間を奪うばうわけだな。これはいまや広く報道されている常識で、そこを逆さか手てにとって、キサたちは夜に詐欺電話をかけてくる。で、朝イチ、窓口で警けい戒かいを呼びかける係員も腑ふ抜ぬけてるあいだに、まんまと振り込ませる。常識の虚きよを突いた奇き策さくが、けっこうな成功率をあげているようだ」

「それは……その手口は」わしは驚きよう愕がくに目を瞠みはる。

「夜にかかる詐欺電話……それは」孟たけさんも同じ表情だ。

「それはあたしらの会長が……」きくさんも唇を震ふるわせる。

「山やま本もと会長が、引っかかった手口ではないか！」

「おお、あんたらのカリスマの会長さん？」万ばん城じようの嬢ちゃんはひゅうと口笛を鳴らすと、「なら、会長さんを詐欺ったのはやつらでビンゴだな。そんな奇策はやつらくらいしか使わねえ。この数年、年間五千万～八千万のハイアベレージでぼろ稼かせぎしてるらしいしな。どうする？　のさばらせといていいのか？」

　嬢ちゃんの煽せん情じよう的てきなことばは薪まきのように、わしらの燃える竃かまどにばちばちと火の粉を爆はぜまわらせた。もし、そやつらなら──手口の一致がそのまま、同一犯であることを示しているとするなら。キサひきいる集団は、山本会長の晩年にとほうもない屈くつ辱じよくの汚点をつけた相手ということになる。

　いわば〈やえざくら会〉の起点に存在する、悪。

　肚はらのそこで、轟ごう然ぜんと嚇かく怒どの炎ほむらが燃えあがる。赦ゆるすまじ。




「あ、もう行かないと」嬢ちゃんがいった。

「そうですね。もう時間です」と灰原が答える。

「なぬ？　いま来たばかりではないか？」

「融ゆう資しがたてこんで、てんやわんやなんだよ」

「なんじゃ……せわしない」

「いろいろ仕込みがあるんだよ。じいちゃんばあちゃん、あんたらの仇かたきの連中は、住所も連絡先もつかんでる。写真も何枚かおさえてきてある」

「なに、ほんとうか？」

「説明してやるから、一いつ緒しよにタクシー乗んな。そのままＵターンで地こ元こに帰してやるから」

　乗車人数の制限上、灰はい原ばらは別のタクシーに分乗した。なんともあわただしいことに、走行するタクシー内で車内灯をつけての密談となった。助手席からふりむいた万ばん城じようの嬢ちゃんが、何枚かの写真をわしらに見せてくる。

　若者数名を撮とった望遠写真だ。だれもがまだ二十代ほどの小こ僧ぞうではないか。テレビゲームやインターネットにうつつを抜かす、量販電器店にでも通っていそうな人種。学はありそうだがどこか軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな印象のぬぐえない、陰いん鬱うつそうな若者たち。「ほれ、こいつがキサだ」嬢ちゃんが指さしたのは、小僧どものなかでもひときわ狡こう猾かつそうな、トカゲじみた爬は虫ちゆう類るい面づらの男だ。あたりを睥へい睨げいする三さん白ぱく眼がんが狡こすっからく神経質そうだ。

　助手席で逆向きに丸まり、後部座席のほうに身を乗りだす嬢ちゃんは、迷惑そうな運転手も意に介さずに、一枚の写真をちょんちょんと指さした。キサが携帯電話を使っている写真だ。

「こいつが使ってんのは、とばしケータイだ」

「とばしケータイ？」

「とばしケータイ？　なんぞ？」

「あ～あ、やっぱな。とばしケータイも知らねえのか。基本的な敵の内情も知らねえようじゃ復ふく讐しゆうなんてできないぞ。耄もう碌ろくしねえで夜も眼めを醒さますんじゃないのか？　勉強不足だ」

「ぬぬぬ、モーロクじゃと」

「そんなもん知らんわ」

「とばしケータイってのは裏で取引されてる、架か空くう名めい義ぎで登録された携帯電話のことだ。これはあらゆる裏業者にとって用意しないとお話にならないツールで、もちろん〈０９０金きん融ゆう〉のヴァンパイア・ファイナンスも使ってる。とばしケータイを数台、ネットや故こ買ばい屋やで入手していくつも併へい用ようする」

「ほう」

「ほほう」

「ふむふむ」

「ほかにもキサたちは、顧こ客きやく名めい簿ぼをかき集めて、個人情報を詐さ欺ぎ内ない容ようにとりこんでる。ホームレスなんかを二に束そく三さん文もんで買いはたいて、振り込み用の口座をつくらせる。とばしケータイ・顧客名簿・使い捨て振込口座のストック。これは裏ビジネスの三大コンテンツね」

　車は繁はん華か街がいのほうへ向かっている。今夜もにじむ人ひと魂だまがごとき光の群ぐん棲せい。流れ移ろうネオンの色彩が、軽けい妙みような口く調ちようで都市の暗部を暴あばく嬢ちゃんの顔をまだらに照らし出した。

　裏うら稼か業ぎようや金きん融ゆう関連のこととなると、この嬢ちゃんやたら博識、小娘に教えを乞こうのは癪しやくにも障さわるが、じっさい知識の装備は必要だ。わしらはたしかになにも知らなすぎるかもしれん。見識を深める必要があるかもしれん。

「キサたち全員のとばしケータイ電話番号も、入手ずみだ」

　嬢ちゃんは一枚の紙切れを出してきた。細かい文字で十から二十の電話番号が並んでいる。わしが勇んで受けとろうとすると、すんででひょいとリストが引っこんだ。

「……なんじゃ！」

「復ふく讐しゆうっていってもさ、なにをどうするかは聞いてないよな」

「それは……これから〈やえざくら会〉の合ごう議ぎで決定すること」

「警察につきだすってわけじゃないんだろ？」

「まさか、官かん憲けんなんぞには頼らん」

　わしらはそろって頭かぶりを振った。まかりまちがってもそれはない。〈振ふり込こめ詐さ欺ぎ〉をろくに検挙できず、そのうえ年金問題などクソたわけな不始末をくりかえす暗あん愚ぐな国家の、脆ぜい弱じやくなる象徴。良識や倫理にとらわれない覚悟を据すえたわしらの復讐の意思は、法の裁きにゆだねられるほど生なま半なかなものではない。

「わしらの目的は、彼奴きやつらに思い知らせること」

「わしらの身を切るような絶望」

「屈くつ辱じよくと、喪そう失しつ感かん」

「わしらの復讐は」

「わしらのかつての痛みを、鏡のようにはねかえす」

「〈意い趣しゆがえし〉でなければならぬのじゃ」

　それは〈やえざくら会〉の全員が、合ごう議ぎをまたずとも理解していること。

　わしらは今一度、キサたちの写真を睨にらみつけた。おぬしらは知るまい。秋しゆう霜そう烈れつ日じつの戦時下の記憶をもつわしらが〈復讐〉を──〈意趣がえし〉を誓うとき、それがどれほどの執しゆう念ねんの炎ほむらに鍛たん錬れんされるかを。待っておれ。この手で引き裂いてやるのはおぬしらの面子メンツじゃ。おぬしらの矜きよう持じじゃ。それらを根こそぎ、ずたぼろの八やつ裂ざきにしてくれる。

「そうこなくっちゃな」

　万ばん城じようの嬢ちゃんは快かい哉さいを叫んだ。

「詐さ欺ぎには詐欺でリベンジってことだろ。連中から逆に大金、かっ剝ぱいでやろうってことだよな？　いいじゃん意趣がえし！　そうなるとますますこのリストはほしいだろ？」

　嬢ちゃんはこれ見よがしに、リストを宙でひらひらさせる。

　おのれ、もったいつけおってからに。この小娘、金を借りる前よりも後のほうが、可憐な容姿につくづくそぐわぬ性しよう根ねのゆがみがあらわになっている。しかるにその情報収集力には端たん倪げいすべからざるものがある。それはわしらの数年におよぶ艱かん難なん辛しん苦くの調査をやすやすと凌りよう駕がし、敵の居場所や電話番号までつかんでいるのだ。〈やえざくら会〉の活動を大きく前進させるリストは、是ぜが非ひでも欲しかった。

「なんでもかんでも、すんなり協力えられると思っちゃダメだよ？」

「どうしろというんじゃ……」

「情報ってのは無タ料ダじゃないの」

「んぬぬぬ、ふっかけるつもりか」

「心配しなくても安くしとくよ。そのかわり……復ふく讐しゆうに嚙かませてもらおっかな。じいちゃんらの枯かれた脳のう味み噌そいくら集めても、連中の鼻をあかすプランはたてらんないだろ？　うちらが参さん謀ぼうやってやるよ」

「そんなもの、いらぬ世話じゃ」

「ここからはわしらの問題じゃ」

「あれ、いいの？　割わり引びきないと、あんたらに買える額じゃなくなるぜえ」

　ぬぬぬぬ、阿漕あこぎ。自分が貸した金で、情報を買わせようというのか？　しかもいうにことかいて復讐に嚙かませろ？

　さては、嬢ちゃんの魂こん胆たんはそこか？　この娘はもてあました退屈を癒いやすべく夜の市街を彷ほう徨こうし、騒そう擾じようの一幕をさがしもとめている？　好条件融ゆう資しや情報提供をエサにして主導権を握り、遊戯ゲーム感覚で無む節せつ操そうに首をつっこんでいるのじゃ。強大すぎる財力が娘むすめっ子このたわむれをことさら厄やつ介かいな域に踏みこませている……厄介じゃ。

　しかるに、これよりさきは部外者に踏みこまれたくない。ここからは〈やえざくら会〉の存在を賭とした戦いなのだ。おいそれと受けられる申し入れではない。

「お、そろそろ着くかな？」

　タクシーは繁はん華か街がいに面した国道から、枝えだ道みちに折れた。

「じゃあ、こうしようか。一週間後にまた会って、あんたらはあんたらで、こっちはこっちでたててきた復讐計画を突きあわせる。で、いいほうのプランでいくってことで」

「嬢ちゃんや、遊びではないのだぞ」

「そうじゃ。興味本位で拘かかわられては困る」

「わーってる、わーってる。復讐の執しゆう念ねんに衝つき動うごかされて、真夜中をふらふらゾンビみたいにさまよい歩く老人たちを、放っておけないんだよ」

「ぬな……」

　ことばも出ない。亡者ゾンビじゃと？

　不ふ埒らち千せん万ばんな暴ぼう言げんを吐はきすてた嬢ちゃんは、停車したタクシーから一足先に飛び降りた。復讐計画の競合などとふざけた申し入れをして、にまにまと嗤し笑しようをこぼす。

　その金歯を見て、実に厄介な人物に咬かみつかれたのでは？　とわしは危き懼くをおぼえずにいられなかった。
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「ちょっとなんなのよ、あんた！」

「ごめんごめんミサキちゃん、いっそがしくてさ」

「知らないわよ、暑いんだから遅刻とかしないでよ」

「みっちりすぎて。やることが」

　遅れてきた万ばん城じよう小さ夜やは、とかなんとかいいながら嬉うれしそうだった。「んじゃま、いこっか」そのままふらっと、住宅街の一角にある建物へあたしをいざなった。

　時計は01：00をすぎている。搬はん入にゆう口ぐちから入った建物内は、物音ひとつせず、電灯も空調もついていなかった。先を進む小夜の懐中電灯だけが、まっくらな廊下の端はし々ばしを照らしだす。黒皮張りのベンチ、公衆電話、水虫アップ写真つきのポスター。鼻び孔こうをひたひたとくすぐる独得の臭しゆう気きは、この建物が医療施設であることを教えている。けど、真夜中の病院という以上に、なにか無ぶ気き味みな、低温の圧迫感のようなものがあった。

「ねえ、まさかここでやるの？」

「しっ！　声がでかいって」

「ここ、ほんとに病院」

「そうだよ、たぶんこっち……」

　小夜は小夜で建物内に不案内で、「あれ？」とかいいながら廊下を進んでは引き返す。あたしは事情を聞かされずに不満たらたらのまま、あとにつづいた。

「あんたら、なにしてる？」

　と、背後から怒ど声せいがきこえた。べつの光線があたしたちをダイレクトにとらえる。

　逆光で声のぬしは見えない。目くらましも狙ねらった威い嚇かく的てきな照射だ。

「やばい、逃げろ！」

「えっ、逃げるの？」

　小夜に手を引っぱられ、あたしも駆け出した。

　怒ど号ごうと光線が追いかけてくる。

「なに、不法侵入なの？」

　暗い建物内をほうぼう逃げまどった。どういうわけ？　なんなのここ？　やっぱりこの病院はなんかヘンだ。医局やナースステーションらしきものはあるのに、人気がまったくない。いくら夜間にしたって、無人ってことはないはず、にしては設備が充実してるし、なんていうか、建物じたいに死んだかんじがしない。

　あたしと小夜は大部屋の病室に逃げこんだ。ここにもやっぱり人気はない。あたしたちはベッドを囲うカーテンを閉め、ベッド脇わきに身をひそめた。

　カーテンのむこうに、懐中電灯の光が揺ゆらめく。

　ちょっとかんべんしてよ。不法侵入で警けい察さつ沙ざ汰たなんて最悪。根掘り葉掘り事情聴取され、手術どころじゃなくなっちゃうかもしれない。

　あたしは息をとめ、乱れる呼吸をおさえつけた。小さ夜やも荒い息づかいを……あたしの胸の谷間へ、吐はきおろしている。「むほっ」とかいいながらむやみに密着してくる。はねつけても面おも白しろがって、押し倒すようにベッドのほうへ体重をかけてくる。

「……ちょっと！」

　あたしは叫んでしまった。

　追跡者の光が止まった。カーテンにむけられた光が、みるみる鮮明になる。逃げだす間もなくカーテンが引き開けられ、至近距離でまぶしい光をあびせられた。警備員らしい服装の男があたしたちを見下ろして、けわしい形ぎよう相そうでなにかいおうとしたとき、その肩にぽんと手が置かれた。

　すぐ背後に、スーツの男が立っていた。暑苦しいほどの巨きよ漢かんだけど、いましがた冷凍庫から出てきたばかりのような冷気をまとっている。大男は警備員の耳元で囁ささやいた。

「不法侵入じゃない、この二人は」

「あれ、あっそうですか？」

　その言葉で、警備員はあっさり相そう好ごうを崩した。天井の蛍けい光こう灯とうがいっきにともされる。親切な警備員は建物の電気と空調をつけて、診療室へと案内してくれた。麦茶も出してくれた。

「なんで普通に入ってこないのよ！」

「スリルじゃんか、スリル」

「そういうのいらないから」

「夜の病院ってどきどきするだろ。適度な運動と刺激は、検査まえのウォームアップにもいいんじゃないかと思って」

　わざわざ肝きも試だめしじみた潜入をはかった小夜は、まるで悪びれない。傍はた迷めい惑わくな遊び心は、真剣勝負の一歩目を踏み出そうとしているあたしにはうっとうしくてたまんない。まったくもう……万事ぬかりなく手配したっていうけど、そっちも不安になってくる。




「ここは数年前まで、本物の病院だった」一足先にやってきて手続きをすませてたらしい灰はい原ばらという男が、この建物について説明した。「いまは映画やドラマの撮影用に貸し出されている、病院スタジオだ。話はついている。あんたは今日からここにこもって、手術を進める。手術に要する期間分、規定料金の倍額を納おさめて、貸かし切きりだ。手術・入院設備は現役でいけるし、不足している医療機器はリースする。あと必要なのは、人材だけだ」

　診療室にいるもう一人の男に、視線が集まった。

　灰原が「こちらドクター・ルワン」と紹介した。

　清潔な身なりの、膚はだの浅黒いアジア系の外国人だ。優生保護法に妨さまたげられて施せ術じゆつ者しやの進歩が遅れた日本とはちがう、バンコク医療の最前線で活躍している形成外科医だという。その専門は──性せい別べつ適てき合ごう手しゆ術じゆつ！

「大変だったぜ、手配するの」小さ夜やが得意満面に顚てん末まつを語る。「とある情報をたどって、灰はい原ばらが日帰りでタイに出向いて、ドクター・ルワンを直接スカウトした。ドクターの親類にうちが融ゆう資ししてな。来日してもらったの」

　うわ……この一週間でかなりの策さく謀ぼう、かけめぐったっぽい。

　ジャパン・マネーの強権力、存分につかったみたい。金銭感覚バカになりそう、ここまでのセッティングでいくらかかってるの？

　かすかに悲ひ愴そうな面おも持もちのドクター・ルワン。後ろ暗さもおぼえたけど、日本語と英語ちゃんぽんで面談してみて、疚やましい感情はすぐに忘れてしまった。ドクター・ルワンはまぎれもなく本物。懇こん切せつていねいな手術説明は豊富な知識に裏付けされ、遊離組織移植法マイクロサージエリーといった専門用語も飛び出した。なによりこんな状況でもブレることのない医師としての誠実性みたいなものが、あたしをするりと包みこんでくれた。




「じゃ検査、はじめちゃうか？」

「そうね。お願いしちゃおうかな」

「次があるから、行かなきゃいけねえ」

　小夜は壁かけの時計を見た。

「あんたいそがしそうね、ほんと」

「モニカのそばでの手術、お膳ぜん立だてしたろ？」小夜は金歯を剝むいて笑った。「これからもサポートつづけるよ。全身に刃メ物ス入れて、人造人間ばりのオペで生まれかわるミサキちゃんの雄ゆう姿しを、ばっちり見届ける」

「人造人間って……ことば選びなさいよ」

　暴ぼう言げんにはかちんと来たけど、あたしにはそれよりも気になることがあった。

「ねえ。これって費用、どんくらいかかってるの」

「ああ、リース代とか貸かし切きりのショバ代とかは、ヴァンパイア・ファイナンスがもつから。ミサキちゃんはかかるはずだった手術費だけ、ドクター・ルワンに払ってくれればいいよ」

「噓うそ、ほんとに？」

「ほんとに。渡と航こう費ひとか宿泊費とか浮いたろ。融ゆう資し金きんは好きなことに使え。いろいろ身の回りの準備にでも」

「いいの？　じゃあ、おことばに甘えて、じっくりやらせてもらうわね」

「じっくり？　そんな悠ゆう長ちようにかまえてられないよ」

　小夜はそこで、やたら意味ありげな口く調ちようになった。

「早いこと生まれかわらないと、モニカが他の男になびいちゃうぞ」

「ちょっと……」あたしはかちんとくる。そればっかりは聞き捨てならなかった。「あの女こはそんなに軽くないわよ」

「甘いな。モニカには男の影がある」

「ちょっと、なにを根こん拠きよに」

「たまに灰はい原ばらに見にいってもらってたんだよ、そしたら、なあ？」

　小さ夜やは灰原と顔を見合わせた。灰原いわく、一、最近やたらと化け粧しようづいてきた。二、仕事の休憩時間にでれでれと長電話している。三、日本人男性と歩いているのを見かけたと同僚が噂うわさしていた……

「うそ……まさか」

　男ッ気ゼロっていうのは、あたしの勝手な先入観？　いや、そんなことない。あの女こは子ども産んでからずっと、男を寄せつけないで寡婦やもめを通してきたじゃない。身持ちは固いはずだ。

「ていうか、あんたたち出ていきなさいよ。脱げないでしょ！」

「あ、気にしないで」

「次あるんでしょ？　早く行きなさいよ」

「全面サポートだぞ？　ビフォアもよく見とかないと」

　そういうことね。結局ああだこうだと会話を引き延ばしたのは、検査見たさで部屋に残りたい野や次じ馬うま根こん性じよう。愚ぐ図ずる小夜を追いだして、あたしはドクター・ルワンと二人きりで向きあった。

　国内手術は常識無視の手配で、渡と航こうや滞在手続きなんかの過程をいっきにはぶいて、ほんとうに実現されそうだ。モニカの話が気になるといえばなるけど、いまは目のまえのことに集中すべきよね。いいわよ。めまぐるしく加速するこのスピードに乗ってやる。あたしはふうううううと長い深呼吸をして、それから服を脱ぐ。




　　　　[image: ]




　深夜営業の和風ダイニング＆カフェにて、私はわらび餅もちに白玉だんご、そして抹まつ茶ちや蜜みつのたっぷりかかった〈抹茶パフェ〉を注文した。ここは宇治茶の老舗しにせ茶さ房ぼうと提てい携けいしていて、夜よ更ふけにでも日本最高級の抹茶スイーツが味わえる。あまりに寝苦しすぎる真夏の夜には甘かん露ろのオアシスのようなところだ。

　抹茶アイスに、白しろ寒かん天てん、こんもり宇う治じ金きん時とき。抹茶ゼリーが何度もちゅるるるんと舌のうえをサーフィンする。甘さも相そう乗じよう効こう果かで奥ゆきをひろげ、祇ぎ園おん遊あそびさながらに贅ぜい沢たくな、和の甘味のアンサンブルを満まん喫きつする。至し福ふくの時間だった。

「ヒグチさんヒグチさん」

「なんですか、ニトベさん」

「このパフェ追加注文しようかと思うんだけど、どう思う？」

「……おなか壊こわしちゃわない？」

「半分こ、しません？　ヒグチさん」

　そろそろ閉店の時間だった。情報屋同士の定例会も、もうすぐ解散。私は名な残ごり惜おしさをおぼえ、追加できた〈抹茶パフェ〉にニトベさんといっしょにさじを入れた。

「このあいだの性せい転てん換かん手しゆ術じゆつの件、フクザワさんとノグチさんはお見事でしたね」

「さすが、ご両人ですよね」

「国内で条件的にも技術的にも執刀可能な医師、となると数が限られてくるし、動かすのも難しい。むしろ国外の医師のほうが手配のしようがあるかもしれない」

　フクザワさんたちはスイーツ狂の餓うえも充みたし、前回もっとも盛りあがった話ネ題タをふりかえっている。

「お二人はアジア系の就しゆう労ろう外がい国こく人じんに、目をつけた」

「ええ。彼らは日本の物価高と母国への仕送りでたいてい、あっぷあっぷしてる。不法就労やオーバースティまではいかずとも、ビザをとって商売してる者だって、首が回らない。多た重じゆう債さい務むのリストに名をつらねてる者も多い」

　フクザワさんが語っている。

　フクザワさんは四～五十歳ほどの最年長者で、会長的な存在のひとだ。その情報網は国内の大型犯罪から、源げん泉せん徴ちよう収しゆうの偽ぎ造ぞうテクニック、都庁職員の家族構成から〈初しよ生せいヒナ鑑かん別べつ師し〉なんて民間資格の取得法まで、とにかく幅広い。じっさいはフクザワさん、裏社会のけっこうな大物なんじゃないか、と私はにらんでいる。

「バンコクで性せい別べつ適てき合ごう手術を生なり業わいにしている医師はおよそ三百人。そのいずれかと、ブラックリストに名のある就労者がつながるラインを見出せれば、国内手術はぐんと実現性を増す。あとはどうとでも招しよう聘へいできますからね」

　ノグチさんも語る。

　金きん融ゆう・賭と博ばく・極ごく道どう・密入国といったアンダーグラウンド方面の情報力に関してはフクザワさんさえ凌りよう駕がする、この会のエースのようなひとだ。その情報の質量には私もいつも驚嘆させられる。ちらほら洩もらす言動からして、暴力団関係者にはまちがいないと思う。携帯用にキャラメルやマシュマロを常備しているほどの過か糖とう主しゆ義ぎ者しやで、この会にだれより厚い愛着を見せる、私も気の置けない存在だ。

「おや、そろそろ……」

「今日は終わりですね」

　落ち着いた和の高級感ただよう店内の一角で、のっぴきならない真っ黒な雰ふん囲い気きをかもす私たちに、ウェイトレスがおそるおそる近寄ってきて、閉店を告げた。

「いやーしかし、外は暑いですな」

「わたしもう、げっそりですよ」

「夏バテのレベルをこえています」

「死ぬほど暑い日に爽そう快かいな抹まつ茶ちやづくし、正解でしたね」

「次回が待ち遠しいですね。担当はイトウさんですよね」

「はい。店を決めたら一いつ斉せい送そう信しんで」

「よろしくお願いします、では」

「それでは」

「それでは」

「さよなら」

　メンバーはいつものように、店のまえで流れ解散した。

　私は最も寄より駅えきまで歩き、地下鉄に乗って乗のり継つぎ駅に出る、地上にあがって最終電車に間に合った。夜を滑るように走っていく電車は、アンニュイな気分に私をさそう。乗降口のわきに立って、外の風景をながめていると、じょじょに現実へ──日々の生活へ還かえっていくことに──一いち抹まつの拒絶感をおぼえる。

　この二年間、電車で出かけるのは、週にいちどのあの会がある日くらいだった。本業や素す性じようは伏ふせたままという会の鉄則は徹てつ頭とう徹てつ尾び、破られていないけど、私はよくメンバーの素性を推理する。風俗や芸能関係のジャンクな裏情報を得意とするナツメさんは、たぶん実話系タブロイド誌のライターかなにかじゃないかな、とか。

　地元駅に着いて、電車を降りた。終電組のサラリーマンにまざって、私もとぼとぼ陸橋下の横断歩道をわたる。大型スーパーに立ち寄って、もっちりスフレロールやミルクレープやきなこよもぎ餅もちを買いだめした。これから一週間はコンビニのスイーツで食いつながなきゃいけない。

　かさかさ貧びん乏ぼう臭くさいビニール袋の音が、さらに私を現実へ、現実へ、引ひき戻もどす。マンションの階段をのぼるころには、私は〈ヒグチ〉の符ふ牒ちようから完全に切り離される。玄関の扉とびらを開けて、濱はま田だしずかの仕事場兼自宅へ、濱田しずかとして帰ってきた。

　帰ってきちゃったなあ……

　室内には、濱田しずかの日常が充満している。




　洗面台で、乱視用の１Ｄａｙアキュビューを外はずした。ジョンソン＆ジョンソンから発売されたこのコンタクトレンズのおかげで、外出時までぶ厚い眼鏡めがねをかけずにすむようになった。あの会がなければ、愛用することもなかったろうけど。だってほかに外出の用事なんてないし。

　作業着の黒ジャージに袖そでを通して、仕事部屋へ。

　髪を頭上でお団だん子ごに結ゆわいて、仕事机のライトをともした。

　そこには、粉末や錠じよう剤ざいの入った無数の分包。漏ろう斗とや試験管、液体のビン、大・小の計量器。そしてSSRIやSNRIや2C‐T‐7、5MeO‐DIPTなどのケミカル物質の名称や、八角形や六角形の分子構造の記号があふれた、何百枚もの紙切れ。それらはすべて薬事法に基づく取とり締しまりの対象になる、ケミカルドラッグの処しよ方ほう箋せんだ。

　これが私の本業。トリプタミン系やフェネチルアミン系の薬物の化学構造を組くみ換かえ、向こう精せい神しん作さ用ようのあるケミカルドラッグを生せい成せいする〈ドラッグ・デザイナー〉として、現在は取引先と独どく占せん契けい約やくを結び、MDMAやエクスタシーにつづくヒット作の創そう出しゆつに日々、はげんでいる。都市の中心部から外れたベッドタウンのどこにでもあるマンションの一室にこもって、黒衣ジヤージをまとって──ここは毒草や蟲むしを呪じゆ詛そといっしょにぐつぐつ煮に詰つめて、秘薬を生みだす魔ま女じよの棲処すみかね、いうなれば。

　私は自じ嘲ちようしながら、数日まえからとりかかっている亜あ硝しよう酸さんエステル系の新作を仕上げにかかるも……あんまり捗はかどらない。うなじのあたりがそわそわする散漫な気分で。4‐acetoxy‐iPTと分子構造を近きん似じ値ちにすることで、多幸感やオーガズム時の快感上昇を狙ねらうつもりの新作に、集中できない。

　それでもどうにかこうにか仕上げて、訪問者を待った。

　約束の01：30ちょうどにインターフォンが鳴る。

「どうもー、こんばんは」

　中年男が快かい活かつなあいさつをして、七～八名の男女を部屋へ招き入れる。

　このマンションの一室は、新作ドラッグの治験に使っていた。

「いやいや暑いですね。できましたか？」

「今回は、いまいちです」

「そんなこといってすごいの作っちゃうから。濱はま田ださんはー」

　取引先の、私の担当者のテシガワラがにっこり笑顔をうかべる。愛あい嬌きようあふれる落語家のような顔で、マイルドな雰ふん囲い気きのおじさんだけど……その半はん袖そでシャツからのぞく両腕には髑どく髏ろや十字架や不ふ動どう明みよう王おうや般はん若にやなど、和わ洋よう折せつ衷ちゆうの刺いれ青ずみが踊っている。テシガワラに治ち験けん室しつへ案内された男女はそれぞれ、テーブルに置かれた吸引や経けい口こう摂せつ取しゆのための器具を、手にとった。彼らは私の新作の臨床実験のためにここに来ている。くわしい経けい緯いを私は知らないし、聞かないようにしていた。

「じゃあ、お願いしまーす」

　テシガワラはいつものように業務連絡をかわすと、すぐに出ていった。ここから治験終了の十二時間後までは戻もどってこない。

　私はというと、数時間おきに服用状態の観察。過か剰じよう摂取の危険もあるため、神経はりつめて監かん督とくしなくちゃいけない。治験者には多幸感から多弁になるひとが多く、いろんな話を聞くことができる。この時間がいわば、私＝ヒグチの情報屋としての収しゆう穫かくの場だった。

　02：00をまわる。

　今夜は有益な情ネ報タは聞けそうになかった。時間がたつにつれ、不健康な空気が室内に満ち満ちる。酩めい酊てい状態でうっとり煙をくゆらせる者、幻げん聴ちようと会話する者、ｉＰＯＤの音楽との相そう乗じよう効こう果かで恍こう惚こつのダンスにふける者……治験室はポップな鴉あ片へん窟くつの様よう相そうを呈ていする。うん、どれもほどよい薬効。新作はまずますの按あん配ばい。だけど……ここ最近では、治験者のトリップのさまを見るにつけ、暗い感情に心が塗りつぶされていくのを感じてしまう。

　私は不毛な時間のなかにいる。身体からだの芯しんが蝕むしばまれ、ふやけていく感覚。アンダーグラウンドの退たい廃はいのただなかで、私は朽くちていく？　太陽の下を歩きたいなんて思ってるわけじゃないけど。この不毛な、心身を瘴しよう気きでふやけさせる仕事から願わくば、日常をきれいさっぱり切り離したい。私はこの仕事場兼自宅へ、願わくば、戻もどってきたくない。しばらくまえからそう思ってる。でも……ああ、私の嵌はまった暗部はおいそれと抜けだせるほど、甘くはない。




　02：30

　あれ？　どんなだったっけ？　と私はふいに思った。

　あれ？　数時間前に食べた抹まつ茶ちやパフェの味が思い出せなくなっている。

　舌がど忘れしている。あの芳ほう醇じゆんで甘かん美びな味わいを。どうして？　泣きだしたくなるほどいとおしい人生の喜びを、容器にぎっしり詰つめこんだような、あの至し福ふくの味が──飽ほう和わする現実の瘴しよう気きに侵おかされてか、私の舌によみがえってこない。




　03：00。




　04：00。




　04：30。

　突然、玄関の扉とびらが叩たたき鳴ならされた。

　テシガワラが戻ってくるには早すぎた。トリップしつづける治ち験けん者しやたちは気にもとめない。私は一人、おそるおそる玄関へ向かい、ドアスコープから外をのぞいた。

　ダークスーツを着こんだ巨きよ漢かんが立っている。凶きよう悪あくな面つら構がまえ、一目で筋スジ者モノとわかる威圧感。魚眼レンズがぎょろ目を肥大させて映うつし、一いつ瞬しゆん、人間には見えなかった。

「……どちらさまですか？」

「夜分にすいません。じつはわたしどもは貸かし金きん業ぎよう者しやで。つねに何人かの多た重じゆう債さい務む者しやをさがしているのですが……そのうちの一人が、ほかの業者さんにこちらへ回されたと聞きまして。わたしたちはわたしたちで〈追いこみ〉をかけないといけませんで……」

　治ち験けん者しやの一人のことだろう。私の取引先とは無関係のヤミ金きん業ぎよう者しやらしい。私はチェーンをかけたまま、わずかにドアをあけた。

「勝手に連れてかれても、困っちゃうんですけど……」

「ご迷惑はおかけしません。この場ですませますので」

「ここでやられても……困ります」

「どうよ～灰はい原ばら、オッケーだって？」

　そこでべつの声が、外廊下に響いた。とっ、とっ、とっ、とっと軽快に近づいてくる足音がドアのむこうで止まる。

「債さい務む者しやと話、させてくんないすかね」

　といってドアのすきまからのぞきこんでくる、その顔。あれ？

　ちいさな顔。さすがにしぱしぱ眠そうな、大きな瞳。

　毎度スイーツにがつがつ突きたてられる、その金歯。

「ニトベさん？」

　ニトベさんだ、後あと入にゆう会かい組ぐみの。紅こう一いつ点てんという私の重圧を打ち消してくれたメンバー。その健けん啖たんぶりじゃ右に出るものがいない、無類の甘党。

「え、あれ、ヒグチさん？」

　ニトベさんは私が眼鏡めがねを外はずして、ようやく気がついた。

　会のメンバーと、会以外で遭そう遇ぐうするのははじめてだった。しかもニトベさんは同性＆同年代。やっぱり本業も素す性じようも知らないけれど、会の最中でも二人で話すことの多い相手だった。

「おおーっ、ヒグチさん。こんなところで会うとは！　今日の〈抹まつ茶ちやパフェ〉うンまかったよねえ」

　共有する秘密を確かめあうように、ニトベさんはにんまり。

　私もにんまり、しかえす。口元が自然とほころんでくるのがわかった。
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　ちくしょう、黒い太陽でも出てんのか？

　まじで、暑すぎる。

　暑さの原因は、地球規模の温暖化。だとかいう。

　温暖化、か。ネーミングがいまいち危機感わかねぇよな。地球規模の窮きゆう地ちってかんじがぜんぜんしない。温暖、ってことばがふわっとやわらかすぎるからだ。もっと凶まが々まがしい名前にすればいいのに。焦しよう土ど化かとか、悶もん熱ねつ地じ獄ごく化とか。俺はそんなことをうだうだ考えていて、ますます暑くなって自じ爆ばくする。

　熱帯夜の底に置き忘れられたようなコンビニで、今夜も俺はせこせこ時間を切り売りする。

　肉体の原形を保たもってないように見えるほど、ぐでぐでに酔った若いの何人かが、店のまえにたむろしていた。そいつらに因いん縁ねんをふっかけ、原付自動車を蹴けり飛とばして追い払っているやつがいるので、どこのおやじかと思って出てみたら、万ばん城じよう小さ夜やだった。

「なんだよ、また来たのかよ」

「なんだ、悪いか？」

「返済日、来週だろ」

「客だよ、客で来てんの」

「じゃあなんか買えよ」

「じゃあビール」

　万ばん城じようはハイネケンを買って、働いている俺にあてつけのようにぐび飲みした。

　さすがにこの酷こく暑しよには耐えかねてるらしく、今夜のいでたちはからだに貼はっついた黒タンクトップにジーンズちぎった短パンと、いつもに増してルーズ。肌の露ろ出しゆつが多い。こいつはわりにスタイルもいいし、黙っててくれりゃあ暑さも忘れそうなもんだけどな。そうはいかない。なぜか一週間に一度、接触してくる万城に、俺の夜はむしろ過熱される。

　00：00、やっとこ交代の時間になって帰ろうとしたところで、店前の道で万城がタクシーを止めた。親指をぶりぶり振って「乗れ」のサインだ。前にクラブで会ったときも、俺は帰りに乗っけられて遠い駅でおろされた。

「送ってってやるよ。ひのけん」

「いや、いいよ。自分で帰るから」

「あー、好意をムゲ？」

　俺は万城に身体からだでぐいぐい後部座席へ押しこまれた。で、案あんの定じよう、タクシーは俺の家とは逆方面に走っていく。「どこ行くんだよ」なんてクレームはいっさい無視だ。俺はもう無駄な抵抗をやめて座席に身を沈めていた。

　タクシーの運賃メーターが五千円、六千円と跳はねあがっても、万城は気にすることなく夜の都市を奔はしりまわる。

　ケータイでメール送ったり電話したりやってたかと思うと、「あっ、ちょっと停まって」繁はん華か街がい外はずれの24ｈ営業スーパーまえで停まり、店内の様よう子すを偵てい察さつしている。おおかた、別件でろくでもないことに関わっているんだろう。結局三十分ばかし、俺はそこで待たされた。タクシーがまた走りだして、万城がようやく俺のことを思い出した。

「あ、そういやひのけん。つぎのデートの約束したのか？」

「まだしてねぇよ」

「もっとぐいぐい行けよ。送りオオカミあきらめたのか？」

　万城はせっつくように言って、俺のほうにぐいっと寄ってくる。

「さんざん金かけてもだめなんだから、あとは攻めかた変えていくしないぞ」

「攻めかた。なんだよ指南してくれんのか？」

「ああいう女は、意外とがつんとビンタかましてやるくらいがいいんだよ。ごちゃごちゃいったらひっぱたけ！」

　とかいいながらひとりで興こう奮ふんして、俺の横よこ面つらをはたいてくる。こいつに攻略法なんて期待するだけ無駄だ。

　ぐいぐい、行けか。

　こいつみたいに本能剝むきだしで行けりゃあ、苦労はねぇけどな。こざかしい話術や高価な食事なんて抜きで扉とびらを蹴け破やぶるような、豪快さが自分にも欲しい。とりあえず帰ったら誘いの電話を入れてみるかな、ともやもや考えていると、

「あ、そこで停まって」

　万ばん城じようのひと言で、こんどは国道沿いの公園で停まった。

　浄じよう水すい場じようと隣りん接せつしていて緑豊かな、都市計画の推進されてるジャンボ公園だ。そのかたわらにブルーシートとダンボールで形成された集落がある。のっぴきならない事情の色、ブルーシート・ブルーとでもいえそうな独得の水色がひろがる界かい隈わいで、いくつか人影がうごめいている。

「なんだあれ、ホームレス狩り？」

「もうちょい前、進んで……」

　タクシーがつつつ……と観察しやすい場所に徐じよ行こう移動する。

　何人かの若いのが集落の住人を見下ろして、なにか高圧的に迫っている。万城はケータイのカメラでそれを撮影したりして、じっくり観察している。また別件か？　ずいぶんややこしい事態にも関わっているらしい。

　万城は公園を見ながら、舌先で唇ごと金歯をひと舐なめした。

　おれは肩に残った咬かみ跡あとを思い出して、ぶるるっと寒気がした。こいつは無む節せつ操そうすぎる。いったい、どれだけのトラブルに首をつっこんでるんだか。俺もその牙きばにロックオンされた獲え物ものの一人……なんだろうな。どうにもこっちはそのペースにのまれて、ぐいぐい首つっこまれるのを許しちまう。

「ひのけん、おまえの〈追いこみ〉もちゃんと考えてるからな？」

　万城がいきなり話題を俺に戻もどして、俺はどきっとした。

「だから……返すっていってんだろ」

「へえ、返すの？」

「返すよ。初回十万きっちり耳そろえて」

「ま、いちおう考えとくだけ損はねえ。ひのけんは額がでかいから。効果覿てき面めんの〈追いこみ〉かけねえとさ……ひひ」

　いやなプレッシャーだ……まさか俺のほうでも、なにか仕込んでやがるのか？

　滞納するつもりなんてさらさらない。借かり受うけ金きんの一回目の返済分は、期限どおりに返す準備をしている。なのに、えたいの知れない不安が胸に萌きざした。




　で、帰って真ま悠ゆ子こと電話で話していて、俺の不安はいっきに膨ぼう張ちようした。

　──ほら、いつも歩くアベニュー。あそこのショップで今日、声かけられて。

「ほんとにあったの？」

　──あったよ。すごくカワイイ女こだった。

「ほんとにあった？」

　──あったよ？　金色の差し歯。

「……なんのつもりだ？　あいつ」

　──どしたの、ひのけん。

「いや、なんでもない。それでけっこう話したの？」

　──うん、そう。彼女もアロマに凝こってるんだって。ちょっとお茶して、珍しいアロマ分けてもらって。あと、こんどゴハン食べる約束もしちゃった。

　どういうつもりだ？

　さっぱりわからん。

　真ま悠ゆ子ことの電話を切ったあとも、俺は落ち着かない心地で室内を歩きまわった。

　さっき俺を連れまわしたときには、そんなこと一言もいってなかったじゃねえか？

〈追いこみ〉……その言葉が脳のう裏りでエコーする。

　まさかな。

　真悠子への接触はその仕込み？　なんてことはないよな。

　なんべんか踏みたおし債さい務む者しやへのペナルティを見たけど、そのときだってあくまで、債務者本人を責めてた。家族だの、友人だの、恋人だの、周囲の人間に危害をくわえるような、そんな陰いん険けんな真ま似ねしねぇよな。

　と自分に言い聞かせつつも、落ち着かない。

　布団ふとんにもぐりこんでも、まるで寝つけない。

　頭冷ましに散歩にでもいくか、と思って屋外に出たら熱帯夜でよけいにうだった。俺の足はふらふら、街まち金きん融ゆうのひしめく繁はん華か街がいに向いていた。

　足取りもやたら落ち着かない。かといってどうしたら落ち着くかもわからずにうろうろしていると、音楽教室や雀ジヤン荘そうや学習塾の入った雑居ビルに、消費者相談センターの看板を見つけた。

　債務者と消費者相談センターは切っても切れない関係だ。首が回らなくなった多重債務者の駆けこみ寺は消費者相談センターってのが相場だ。たとえば、センター職員にヴァンパイア・ファイナンスのこと聞いてみるとか……そうか、俺はなんとなしに予防線を張りたいんだな、とそこでようやく気づいた。

　どうしたもんか。どっちにしたってこんな深夜じゃやってないけど……俺は不ふ審しん人じん物ぶつとなって消費者センターのビルのまわりをうろついていた。

「なにしてる？」

　声のした背後をふりむいて、俺は凍こおりついた。

　数メートル先に、灰はい原ばらが立っている。

　なんでこの男に、こんなにしょっちゅう出くわすんだ？　灰原は頭上を見あげ、消費者センターの看板を確認した。俺はかちこちに緊張する。

「なんのマネだ、こんなところで」

　一度、ＫＯされた経験があるからか？　俺はこの男に生理的なレベルで苦手意識をおぼえしまう。向きあっていられない。「な、なんでもねぇ！」と叫びながら駆けだし、猛ダッシュで逃走をはかった。

　しばらく逃げまわるも、横丁の隙すき間まの細い袋ふくろ小こう路じに追いつめられる。露ろ出しゆつしたダクト、ポリバケツやダストボックス、室外機の排はい熱ねつで熱帯の魔ま窟くつ。俺はどんつきの壁に追いこまれ、迫りくる壁のような灰はい原ばらの圧力で、プレス機で潰つぶされる缶カラの気分になる。

「踏みたおしの算段でも練っていたのか？」

　灰原は俺の鼻はな面づら数センチの距離で立ち止まった。

「そ、そういうわけじゃ……」

「なら、どういうわけだ」

「そ、それはこっちが聞きてぇよ」

「なに？」

　よせばいいのに、俺は挑発的な言葉を放ってしまう。

「万ばん城じようが、真ま悠ゆ子こに近づいたらしいじゃねえか」

「まゆこ？　ああ、あんたの意い中ちゆうの相手か」

「どういうつもりだ？」

「あのデザイナーズ公団の女だな……さて、どういうつもりか。俺の口からは言えない。そのうちわかるだろう」

「なにかするつもりか、真悠子に」

「それを恐れて、消費者センターに救きゆう援えん要よう請せいか？　それとも彼女と一いつ緒しよに逃走をはかるか？　どっちみち無駄だ。俺たちはあらゆる方面に網あみを張っている。おまえに逃げ場はない」

　灰原に迫られて、俺は思い知る。万城はミョーに人ひと懐なつっこいところがあるし、一緒にいるとたまに忘れそうになるけど。この灰原はけして忘れさせない。こいつらはあくまでヤミ金きんなんだ、なにをしでかすかわからないやつなんだ。灰原の口から、借金のカタに真悠子をむりやり働かせる、なんていわれたら現実味ひしひし感じられるはずだ。俺の背せ筋すじは凍こおりついていた。

「返済期日は近いぞ、無駄なことしてないで。働け」

　視線だけで喉のど輪わをされてるみたいな強迫力が、ゆるんだ。

　解放された俺はよろめきながら、袋小路を転げ出た。

　みっともなく、走って逃げた。ふりかえると灰原が俺のほうをじっと睨にらんでやがる。獣けものの舌に背筋を舐なめられてるみたいなイヤなかんじが、どれだけ距離をとっても消えてくれなかった。
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　おとついの晩のことじゃ。




　03：00をまわっても眠れずに、わしは枕もとの灯りをつけた。

　現代犯罪に関する新書、実録物の雑誌類のコピーなどが、畳の上に積まれている。事情に暗いままでは復ふく讐しゆうはたちゆかない。ほぼ半世紀ぶりに知を探究する学徒となったわしは、氾はん濫らんする情報を必死に脳に詰つめこんでいた。

　そのかたわらに紙たば。万ばん城じよう小さ夜やより入手した、キサたち詐さ欺ぎ集しゆう団だんの──わしらが目下、復讐の標的にすえた連中の──電話番号リスト。それを見ているうちに、胸が疼うずきだす、鼓こ動どうは熱をもって早鳴る。わしはなんとなくじっとしていられなくなって、寝間着のうえに背広を羽は織おると、リストをもったまま外に出た。

　夜空はベタ塗りしたような墨すみ色いろに染まっている。愛用の杖つえを突き、地元の街をひとまわり。

　細い交差点にさしかかったところで、四よ辻つじを左方からやってくる、見慣れた顔。「おや、徳と井くさん」街路に現れたのは孟たけさんだ。すると右方からはなんたる偶然か、きくさんまでやってきて、「あら、ふたりも？」わしと孟さんのもとへ小走りに駆けてくる。三人そろって、おなじような胸の疼きにさいなまれ、不眠をかこっていたらしい。

　わしらはほとんど会話という会話もせず、車通りのない四辻のまんなかで、わしがもってきたリストをじっと覗きこんだ。

「やれやれ、どうにもねえ」

「いかにも。わしももう」

「そうじゃ。我慢ならん」

　言葉少なに、たがいの意思を確認しあった。

　独り暮らしのアパートで眠れずに、心臓の鼓動が体内に反響するのをきいていると、そう遠くないある日におとずれる、鼓動の最後のひと拍うちについて考えてしまい、ぼんやりとした恐怖にさいなまれる。最後のひと拍ち、それはいつおとずれるともしれない。そのまえに──屈くつ辱じよくの意い趣しゆがえしを。「しかり」わしらはうなずきあった。




　そして昨日の晩のこと。

　わしらは動きだした。昼間のうちに街の携帯屋から、高齢者層を対象とするディスプレイや文字サイズの大きな携帯電話をいくつも仕入れて、〈やえざくら会〉の全員へ支給する。かくして会の全員が、復ふく讐しゆう用ようの携帯電話を装備する。




「わしだよ。わしわし……」

「あたしだよ、わからないかい？」

「おまえかい？　ひさしぶりだなあ」

「わしわし。じつは交通事故をおこしてしまって、示じ談だん金きんがいるんだが……」

「社会保険庁ちゅうところが、消えた年金を回復させる手数料をって……」

「んあぁ、わしわし」

「元気かい、おじいちゃんだよ」

「おばあちゃんだけどねえ……」

「でな、健康保険証が無効になるというんだよ」

「ばあさんが危き篤とくでな、大至急送金を……」

「わしわし」

「あたしあたし……」

　それぞれの自宅から。街路から。

　馴な染じみの甘かん味み処どころの、いつもの席から。

　商店街のアーケード下から。図書館から。

　習慣的に参さん詣けいしている寺社から。バスの停留所から。

　電話、電話、電話、電話の集中砲火。〈やえざくら会〉は場所をえらばず怒ど濤とうの電話攻勢をしかけた。わしらなりにあれこれ策さくを弄ろうして、コピーして配布したキサひきいる詐さ欺ぎ集しゆう団だんのリストを見ながら、連中のとばしケータイにひたぶるに電話をかける。一語一句に怨おん念ねんをこめ、振り込みをさそう言葉をつむぐ。しわがれ声をさらに嗄からして、困こん窮きゆうにおちいった声、惑わく乱らん、悲ひ哀あいにみちた哀願をしぼりだす。

　──わしわしって、だれだよ。

　──ばばあ。てめえナメてんのか？　ばればれだぞ？

　──じじい。だれにかけてるかわかって、やってるのか？

　──こんどかけてきたら、ころス。

　ことごとく会話にならない。嘲ちよう笑しようされる。怒りにまかせて凄すごまれる。たいてい用意したシナリオの数行も消化しきらないうちに看かん破ぱされ、電話を切られた。すぐ着信拒否にされても、めげずに他のとばしケータイにかける。〈やえざくら会〉メンバー総そう出でで──一いつ心しん不ふ乱らんに携帯電話にかじりついた。




「それ、ただのイタ電じゃねぇか！」

　この二日間の夜についてきかせてやっていると、万ばん城じようの嬢ちゃんがヒステリックにわめきだした。

「大声を出すでない。留とめ蔵ぞうさんがびっくりする」

「落ち着かんか」

〈やえざくら会〉最年長、当節八十九歳を迎える留蔵さんの独居宅に、わしらはお邪魔していた。〈やえざくら会〉は交代で留蔵さんの様よう子すを見にきている。わしらのいる居間の隣、奥おく座ざ敷しきで万年床に臥ふした留蔵さんは、腕をふるふる痙けい攣れんさせながらも携帯電話に「わしわし……」とつぶやいていた。

「〈やえざくら会〉総勢十八名による人海戦術じゃ。呉ご服ふく屋やのご隠いん居きよも、そのはすむかいのよねさんも、寝たきりの留蔵さんだってほれ見ろ、こうして頑がん張ばってくれとる。連中のお株かぶを奪うばってこそ、屈くつ辱じよくを与えられるというものじゃ」

「布ふ団とん圧あつ縮しゆく機きって知ってるか？」

「なんじゃ？　知っとるわい」

「あれでぺしゃんこにして〈やえざくら会〉全員、押おし入いれに収納したい」

「なんじゃと」

「やめれ」

「約束破やぶりやがって、勝手にろくでもないまねするなよ。〈振ふり込こめ詐さ欺ぎ〉グループに〈振り込め詐欺〉が通用するわけないだろ、ぼけ！　イタ電攻勢でむやみに警けい戒かいされちゃ一流の詐欺師しだって騙だますのはむずかしい、復ふく讐しゆうはおじゃんだ！」

「ふん、好きにわめけ」

　なんといわれようが、かまいやせん。いかにむずかしかろうが〈振り込め〉電話にこだわることに意味はある。それはわしらにとって、かぎりなく純化された意い趣しゆがえしなのじゃ。

「そんなの復讐とはいわない、ただの自己満足ないやがらせじゃねーか、あ～あ、せっかく仕込みはじめてたのに。台無しだ」

　騒そう擾じようが尻しり切きれトンボになる気け配はいに、万城の嬢ちゃんはぶうたれるだけぶうたれると、椅い子すに落とした尻をすぐにまた浮かした。「つきあってらんない」

「なんじゃ、もう帰るのか？」

「いま来たばかりじゃろうに」

「せっかく来たんだから、ゆっくりしてけ」

「ほれ、茶でも飲んで気を静めい」

「饅まん頭じゆうもあるよ」

「もう行く！　行かなきゃいけねぇところがあるんだよ」

「嬢ちゃん、たまには一ひと所ところに腰を据すえたらどうじゃ？」

「どうしてそうやって、いつもあわただしい？」

「うっさい、じいちゃんらにいったってどうにもならねー。ったく……期待はずれだ。この耄もう碌ろくゾンビ」

「むぬ、またそうやって乱暴な口を！」

「もともと嬢ちゃんの復ふく讐しゆうじゃない。わしらの復讐じゃ」

「そうじゃ、嬢ちゃんには危険すぎる」

「むやみに騒そう擾じように首をつっこむでない。そもそも〈０９０金きん融ゆう〉なんてやってる時点で、剣けん吞のんこのうえないのに」

「そうじゃ、そこに座れ。おぬしにはいちど、とくといいきかせねばならんと思うとった。女だてらになぜにそのような仕事を……」

「居い直なおり説せつ教きようかよ。おまえら怪物どもが生き生きうごめけるように、活動してんだよ」

　わしらの老ろう婆ば心しんをしりぞけて、嬢ちゃんはあわただしく留とめ蔵ぞうさん宅を出ていった。

　怒らせたか？　しかしこれでよいのじゃ。これでまちがってはいない。わしは孟たけさん・きくさんとうなずきあった。〈やえざくら会〉は着々と、地じ獄ごくの亡もう者じやがごとき嘆たん声せいで、怨えん嗟さにみちた声こわ色いろで、彼奴きやつらの神経を削けずりとっている。彼奴らはそろそろ骨ほね身みに染みている、困惑や動揺、いらだちは日に日に募つのっている。

「かならずや、彼奴らは引っかかる。いずれかならず」

　わしは独ひとりごちた。〈やえざくら会〉の攻せめは奏そう功こうしている。

　いずれは、いつかいちどくらいは、彼奴らは引っかかる。

　万ばん城じようの嬢ちゃんが帰ってからも、わしらの意思はたゆまない。「わしわし……」「あたしあたし……」プリペイド携帯をなおも繰くって、呪じゆ詛そのようなささやきを受話器に吹きかける。夜に伸び拡がる電波の網に、眠らないシニアの怨おん念ねんを這はいまわらせる。
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　あたしは夢を見ている。




　視界一面、乳白色の靄もやがひろがる空間にいる。

　そこには天地もなくて、あたしは空間に浮ふ遊ゆうするように存在してる。

　あたしの隣には、万城小さ夜やがいる。あんたなによ、その衣い裳しよう？　洗剤のコマーシャルにでも出てきそうな純白の布きれでからだを螺ら旋せん状じようにラッピングして、警察署の門もん衛えいみたいな長い棒っきれをもっている。

「あんた白、似合わないね」

「いいからミサキちゃん、早く決めないと」

　小夜が「ほれ」と指す前方に、何十人、何百人もの男女がいて。

　大きく〈♂〉と〈♀〉とに区分けされたエリアに、それぞれきちんと男女に分かれて密集している。クイズ番組の回答者が移動する○×クイズみたいに。あたしは二つの領土の境きよう界かい線せん上に立っていて、小さ夜やに「ほれ。どっちにすんの」と急せかされて、棒ぼうっ杭くいでつっつかれて。ちょっと押さないでよ、もう決まってるから。ちゃんと！

　そんな夢。




「──では、セカンド・ステップはじめますね」

　気づくと、麻ま酔すいでまどろむ意識にドクター・ルワンの声がきこえてくる。

「……お願いします」

「ほんとうにいいんですね？」

「お願いします」

「身体からだにちょっとでも支障、出たらすぐストップ。ＯＫですか？」

「オーケーだから。はやくやってよドクター」

　ああ、とうとう身体にメスが入る……あたしは麻酔でぼんやりした意識のなかで、しみじみと嚙かみしめる。

　病院スタジオの手術室へ入るのに、五日もかかった。検査結果を見て、性せい別べつ適てき合ごう手しゆ術じゆつの決行に難なん色しよくを示したドクター・ルワンを口く説どき落おとすのに丸三日。メンタル面のおおきな障しよう壁へきを乗り越えてきたのに、身体の負担なんかで引き下がれない。しつこくしつこく説得して、ようやく懐かい柔じゆうしてから投薬に二日。ホルモン剤の外部投与でホルモンバランスをならすウォームアップ期間はかなりきつかった。体調は崩れ、食欲は減げん退たい。初期段階でかなりヘビーだったけど、体調の管理に全力を注いで、やっと手術のＧＯが出た。

　麻ま酔すいの効力で、喉のどもとに痛みはない。なにかフェルトペンのさきっちょで撫なぜくられているような、くすぐったさがある。どろんとぼやける視界に手術室の天井を映うつしながら、あたしは女から男へＦＥＭＡＬＥｔｏＭＡＬＥの性別適合手術の過程をくりかえし、思い描いた。




　あたしはまずファースト・ステップ〈①下か顎がく部ぶ形けい成せい手術〉を終わらせていた。これはシリコンによる骨格の水増しね。性せい転てん換かんに必ひつ須すってわけでもないけど、たくましく割れた顎あごに、力づよく張った鰓えら、いかにも男性的なルックスを獲かく得とくすることはあたしの場合、重要なポイントだからね。

　それから今夜のセカンド・ステップ〈②喉のど仏ぼとけ形成手術〉。喉仏は性別識別のキーポイント。咽いん喉こう部ぶに球状のインプラントを埋めこむ。

　そしたらこのあとにサード・ステップ〈③乳にゆう房ぼう切せつ除じよ手術〉が待っている。ここでＦカップのおっぱいとはバイバイ。

　で、いよいよメイン・イベント。その全ぜん貌ぼうをあらわす、遊離組織移植法マイクロサージエリー。最新鋭のレーザー技術を駆く使しした、一連の核かく心しん的てき段階〈④性せい器き転換形成手術〉に突入する。使用される医療機器も病院スタジオに搬はん入にゆうされている。とにかく肉体の〈越境〉にいどむハードな外科手術が、これから数日間で怒ど濤とうのように押し寄せる。この異常な暑さでバテやすくもなっている。うー武む者しや震ぶるい。とにかく、体調不良で手術が先延ばしになるような事態は避けなくちゃ。




「魔ま法ほうだな！」

「魔法よね。二の腕から皮膚やら神経やら血管やらを移植して、感覚もあればおしっこもできる人工の陰いん茎けいを形成しちゃうのよ。それが最新鋭の遊離組織移植法マイクロサージエリー。で、くるんって囊ふくろ状じように巻きこんだ股こ間かんの皮膚のなかに、シリコンの玉ボールを二個入れて……」

「そこまで、やるかー」

「やるなら徹底的によ」

「やっぱりミサキちゃんはすげぇ。うんうん。ほんとにすげぇ。しみったれたじいちゃんばあちゃんたちとは大ちがいだ！」

〈②喉のど仏ぼとけ形けい成せい手しゆ術じゆつ〉から帰還したベッドルームにて、万ばん城じよう小さ夜やに今後のディテールを聞かせてやった。ふらっとやってきたときには不ふ機き嫌げんそうだった小夜は、話を聞いたとたんに目に星ほし屑くずきらきらで、ストレートな讃さん辞じを口にした。

「すげぇよな。化物バケモノみたいな段階を経てまで生まれかわろうってんだから、好きな女にぶつかってくために。ちょっと感動的だよな」

「化物バケモノってあんた……ことば選びなさいよ」

　油断するとすぐに飛んでくる暴ぼう言げんにも、えらいものでそれほど腹が立たない。ホルモンバランスの変化で男性的な豪ごう胆たんさ、具そなわってきてるのかもね。

　化物ね。たしかにいまのあたし、かなり化物じみてるかも。アンドロゲン投与で体毛濃くなって、手術できもちイカつくなった顎あごには髭ひげも生えてきてるし。入院してからは化粧もせずに素すつ顔ぴんのままで、鏡をのぞきこむとそこには深夜の肉体労働から帰ったばかりの中年おやじみたいなご面めん相そうがこんばんは。そのうえでいまだにおっぱいくっついてるんだから、いまのあたしはちょうど性別の境界線上に立つモンスターだ。べつになんといわれようがかまいやしないわよ。手術期間に入ってから心配がつきないらしいドクターの緊きん迫ぱくしたケアはありがたい反面、ちょっと肩が凝こる。小夜とくっちゃべってると、それなりの気き分ぶん転てん換かんにはなるしね。

　そもそもあたしは、このヤミ金きん業ぎよう者しやに感謝しなきゃいけない。高こう額がく融ゆう資しに全面サポート、国内手術まで実現させてもらって、いくら金がかかってるかわかったもんじゃない。ほとんど無む尽じん蔵ぞうな資金力の源泉がどこに？　なんて興味がむくむく膨ふくらんでくる。

「ねぇ、あんたってパトロンでもいるの？」

　この数夜でうちたてたあたしの新説。愛人説。

「ほら、金持ちおやじなんかの」

「あーなんだよそれ、そんなもんいねぇ」

　小夜は顔を真っ赤にして否定した。むきになるあたりちょっとあやしい。

「だってその金、どっから出てくるのよ？　利益なんてほとんど出ないでしょ」

「パトロンなんていねぇ。資金の流れは企業秘密だよ」

「どうやってまわってんのよ」

「まわってるんだよ、ちゃんと。もっとおっきなところで。夜のどっかで」

「またそうやって。あんたはむやみにミステリアスきどるんじゃないわよ」

　小さ夜やも灰はい原ばらも自分たちの出しゆつ自じや素す性じようは口にしない。つっこんでみても暖の簾れんに腕押しだ。週一ペースで顔合わせてみれば、知りたくなるのが人情ってもんじゃない。

「まわってるからこそ、ミサキちゃんだって国内手術できたんだろ」

「まあそうだけど。つぎはついにこの重たいの、いくわよ」

「ああ、やっぱりそれはもったいない」

　話題がおっぱいに移ったとたん、小さ夜やの視線が斜めに落ちる。なに、顔を埋めたいの？　それとも移植してほしいの？　どっちなの？　小夜はあたしのＦカップの胸をまっすぐ熟じゆく視しする視線に、卒業式で在校生が見せるようなおセンチさを載のせてくる。

「あんた、記念にさわっとく？」

　あたしは軽い餞せん別べつのようなつもりでいった。いまいちその心性はつかみきれないけど、ここまで胸に好意を寄せられるとね。ちょっとほだされるようなところもある。

「お、いいの」

「いいわよ、べつに」

「直ちよくで？」

「……直でもいいわよ」

　すでに空気で練習しはじめている小夜は、あたしのガウンの胸元をはだけさせると、まろびでたおっぱいを汗ばむ両手で包みこんだ。

「おおお……おお……手におさまりきらねえ。中身ぎっしり詰つまってる」

　ゆっくり、ゆっくり揉もみしだき、たわわん、たわわんと揺ゆらす。

「たわわ……たわわ……」

「……そんくらいにしてよ、もう」

　あたしがいいだしたにせよ、きっかいな状況だった。病室の窓に映うつる光景はやたらまぬけ。胸元をはだけさせ、女に乳ち房ぶさをゆさゆさ揺すぶられているあたし。なにこれ？

「なんか、ちょっとコーフンしてくるな」

　小夜は頰ほおを赤らめながらも、夢中になって揉んでいる。手の動きには無用なはずの力がこもってきて、ほっとくといつまでも揉んでそうだ。あげくのはてに「ちょっと、咬かんでもいい？」なんていってきたので、あたしからつきはなした。

「なにやってんですか？」

　そのときいきなり灰原が入ってきて、あたしはあわててガウンの胸元をたくしあわせた。

「おわかれの挨あい拶さつ」と小さ夜やが鼻息荒めにいった。「さわってると、ずっとさわってたくなる。やっぱりオタカラだ……」

「そんなものよりも」

「ちょっと、そんなものってなによ」

「続報です。モニカの」

「モニカの？　なに灰はい原ばらさん、なんの話よ」

「男がらみだろ」と小夜がいって、ベッドにぴょんと飛び乗る。

「男がらみって」あたしは灰原に詰つめ寄よった。

「あれからも継続的に監かん視ししてたんだが、最近どうも羽は振ぶりがよさそうだ。マリカの洋服や玩具を買ったり、高価なオードブルや牛ヒレ肉を勤務先で買って帰ったり。で、調べさせてみたんだが、どうやらまとまった額の現金が、書留でモニカのもとに届けられたらしい」

「現金？　それってパトロンってことか？」と小夜がいった。

「どうも、援助の線が強そうですね」灰原はそう答える。

「援助って、それは国からの助成金とかとはちがうの」

「ちがうだろうな」

「まあ、ちがうだろ」

　ヴァンパイア・ファイナンスの二人は顔をつきあわせてうなずいた。

「ていうか監視って、なんでそんなストーカーまがいのことしてんのよ！」

「男のにおいがするからだろ」と小夜がいいかえしてくる。「なんせ全面サポートだからさ、ミサキちゃんが手術にうちこめるように、モニカまわりはおさえとかないとさ」

「勝手なことしないでよ、根掘り葉掘り調べて。いろいろ金出してもらっていうのもなんだけど、あんたらちょっと勘かん繰ぐりすぎるところあるわよ。そんなことくらいで、男がいる理由にはならないでしょ」

「いや、男はいる、現についさっき、モニカの職場にあらわれた」

「お、マジで？」

「噓うそ……」

　モニカに……モニカに男。まさか。まさか。まさか。あたしは頭がくらくらする。

「これがまた、考えられるかぎり最悪の男だ。あんたが性別の越境に臨のぞんでいる合間に、モニカは毒どく蛇へびに嚙かまれた──」

　こめかみのあたりがずきずき疼うずく。手術で血の気の減ったあたしは、灰原の話を聞いているうちにその場に卒そつ倒とうしそうになった。
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「ああ、ニトベさんニトベさん」

「あーすんません、すんません」

「お忙しそうで」

「すんません。ちょっと仕事で、問題が」

「おやおや、解決したんですか」

「こんどばっちり解決します。で、今夜はなんか雰ふん囲い気きちがいますね」

　いつものようにニトベさんが遅れてやってきて、メンバー全員が集合するのを待っていたノグチさんが口を開いた。

「いやいや、みなさん今夜はわたしからちょっと話がありまして……フクザワさんには話したんですが、じつはですね、お気づきの向きもあるかと思いますがわたしは普段、さるメジャーな暴力団に所属していまして」

「の、ノグチさん？」

「ノグチさん、いきなりなにを──」

　メンバーに神経質な緊張感が走った。

　深夜営業のケーキカフェに緊きん急きゆう招しよう集しゆうをかけたノグチさんが、本業や素す性じようは伏ふせたままという会の鉄則を破は毀きした。それがまわりまわってどういうことになるのか、ノグチさんが自覚していないわけはない。

「まあ、よくある話なんですが……家内が身ごもりまして。それで悩んだんですけど、足を洗うことにしたんです。なんというか、わたしの組はかなり悪あく辣らつなこともやってましたから。わたしがこんな状態では、あたらしい命は迎えられない、そう思ったんですね」

「そうですか……」

「それは……」

「いわゆる臆おく病びよう風かぜですけどね。いま組お長やを説得してるところで、指の一本や二本はくれてやるつもりです。ただですね、わたしは組織のなかで警察関係やマスコミ、総会屋に営業右翼などとの渉しよう外がいをとりしきる立場にいたので、新鮮な情ネ報タに事こと欠かかなかったわけでして。引退するとなると、そうもいかなくなります……」

「なるほど……そういうことですか」

「わたしはこの会に参加する資格をもたなくなる。引退するうえで残念なのは唯一、それだけです。今日はみなさんに、これまでの感謝を……」

　ノグチさんはそこで語尾を震ふるわせ、押おし黙だまった。

　メンバーも全員、つられて黙りこむ。

　ノグチさん洗うんだ、足。この二年間、おなじ皿のスイーツを食してきたノグチさん。いつも頭ず抜ぬけた情報力でメンバーを驚かせ、この会にだれより愛着を寄せていたノグチさん。引退はきっと並なみ大たい抵ていの覚悟じゃなかったはず。あたらしい門かど出でを祝福したい気持ちと、相反する引き止めたいような──なにか置いていかれてしまうようなネガティブな心情のはざまで、私は宙ぶらりんに揺ゆれていた。

　だれも、なにもいわない。

　だれも、なにもいえない。顔を突きあわせればスイーツの寸評をしているか、闇やみ情ネ報タを饒じよう舌ぜつに交換しているかのメンバーたちが、沈ちん黙もくをつらぬいているのははじめてかもしれなかった。

「……だめなんですか？」

　沈黙を破やぶったのは、ニトベさんだった。

「この会までやめなくちゃ、だめなんですか？」

「まあ……そういう決まりがあるわけではないですが」

「だってノグチさん、これまでさんざん情報、提供してきたじゃないすか」

「ですから、これからそうもいかなくなるので……それではフェアじゃない。この会合の均きん衡こうというものが失われてしまう。危険な情報をあつかうことだってある会合です、わたしだけリスクなしで参加するわけにはいきません。」

「だって食べるでしょ？」

「なんですか？」

「極道ヤクザやめたって、スイーツからも足洗うわけじゃないでしょ？」

「まあ……それは」

「じゃあ一いつ緒しよに食べればいいじゃないすか」

「私も……ニトベさんに賛成です」

「お、でしょでしょヒグチさん」

「いてもらわないと、ノグチさんには。情報の収しゆう穫かくはなくなっても、ほら、情報をどう転がすかとか、情報処理能力においてだってノグチさんの右に出るひとはいないじゃないですか？」

「そうですね……わたしも賛成です」

「わたしも」

「しかし……みなさん」ノグチさんの硬かたい表情にも、ひびが入っていた。

　むずかしい表情で押おし黙だまっていたフクザワさんが、一同の反応を見て、おもむろに相そう好ごうを崩した。「みなさん、こうおっしゃってることですし。ノグチさんほどのかたともなれば情報収集の一線を退ひかれても、名誉会員のような形で残ってもらうことに、わが会としてはやぶさかではない。どうです？　本日はノグチさんの奥おく方がたのご懐かい妊にんを祝って、店の全商品を頼んで盛大にやりませんか？」

「それいいですね！」

　ノグチさんは号ごう泣きゆうしていた。




　散会後、私はニトベさんのタクシーに同乗させてもらった。

　くいくいっと親指を動かして「乗れよ」とニトベさん。

「え、これから？　また仕事に戻もどるの」

「仕事っていうか、いろいろ仕込んだり、さがしたりね」

「忙しそうだもんね」

〈０９０金きん融ゆう〉業者だったニトベさんとは、一週間前に私の家で遭そう遇ぐうしたときにゆっくりおたがいのことを打ち明けあった。私はニトベさん＝万ばん城じよう小さ夜やさんとのオフ会のようなものに興こう奮ふんし、本業をカミングアウトして、部屋にあがってもらって作品もいくつか見せた。万城さんは感嘆しきり、〈ドラッグ・デザイナー〉という稀け有うな仕事に興きよう味み津しん々しんで質問してきて、私は調子に乗っていろいろとしゃべって、いろいろと質問がえしした。

　万城さんのヴァンパイア・ファイナンスの名前は、私の情報網にもまだ引っかかってなかった。だいぶちいさな規模でやってるらしいけど、万城さんは会にもよく遅刻・欠席するし、商売繁はん盛じようしてるみたいだ。

　私はまっすぐ帰宅する気になれなくて、万城さんのタクシーにそのまま乗せてもらった。万城さんは車内でつねにケータイを操作している。自分からかけたり、かかってきたり。電波が頭のうえから逆ぎやく稲いな妻づま状じように、三十二方位にひろがっているようなかんじだ。

　都市をあちこち走りまわるタクシーは、繁はん華か街がいの二十四時間営業のスーパーや、おおきな公園や、あやしげな雑居ビルのまえで停まり、そのたびに万城さんは降りていって、しばらくたって戻ってきてまたタクシーを発車させる。ほんと忙しそうだ。

「ねえ、ニトベさんって……」私は電話のすきを見はからって聞いた。「ノグチさんみたく、足洗いたいって思ったことある？」

「足？　ないね」

「天てん職しよく？」

「どうだろうねぇ」

「それだけ忙しくやれるんだから。天職なんじゃない？」

「まあ貸したあとに、いろいろ面おも白しろいことあるからね」

「面白いこと？」

「あちこちの怪物たちと、いろいろね。そろそろ取り立てもはじまるし」

　万城さんは私とおなじ、都市のもろダークサイドに生きる女ひ性となのに。一箇所にじっとり根を生はやした私とちがって、暗部をするするするっと流れ抜けるような不ふ思し議ぎな勁つよさと軽やかさがある。

　万ばん城じようさんといっしょに夜から夜へ、移動するタクシーに私はずっと乗っていたかった。車の振動でじんわりとまどろんでくる、心地よい時間。まだどこにも還かえっていない、属してもいない時間を茫ぼう然ぜんと過ごしていたかった。

「ヒグチさんは洗いたいみたいね、足」

　万城さんが見み透すかすように言った。

　私は「ん～ん……」とあいまいな返事をして、窓の外に視線を逸そらした。

「もったいないなあ。〈ドラッグ・デザイナー〉なんてだれにでもできるもんじゃないのに。ヒグチさん家ちに散乱してた化学記号の紙キレ、見てもさっぱりだったよ？　やりがいありそうじゃん。クリエイティブだし」

　まだ数年前なら──薬物の化学構造をいじくりたおす日々に没入し、絶ぜつ妙みような薬やつ効こうをもったケミカルドラッグを生みだせたときは、クリエイティビティに快感をおぼえることもできた。現在では、そんな瞬しゆん間かんはおとずれない。私の作品はなにか前進的な、前向きなものを服用者ユーザーにあたえるものじゃない、もちろん製作者デザイナーにだって。そんなあたりまえのことを再認識したときから、作業は鬱うつ屈くつしたものになった。

「だって、やめたらどうすンの？」

　万城さんは私の顔をのぞきこんだ。

「まさかフツーのお嫁さんになりたいなんてフツーのこと、いうんじゃねえだろうな」

「そんなの考えたこともないよ。相手もいないし」

　ほかになにが、あるわけでもないけど。私には、たとえばノグチさんの奥さんの妊にん娠しんみたいに、自身を暗部から引っぱりあげられるだけの動機になるものがない。

「私はね、十年前からなんにも成長してないの──」

　万城さんの眼力？　不ふ思し議ぎな吸引力のある瞳にあてられて、私は〈濱はま田だしずか〉のことを語った。友だちに便びん乗じようして郷里を出てきて、パチンコ屋に住みこみで働いたり、ドラッグの売人の手伝いをしたり……どんどん流る転てんして、ドラッグ・デザイナーの元カレと同どう棲せいしながらその仕事を手伝うようになっていた。単独で売うれ筋すじの作品をたてつづけに生みだして、なし崩しに独立。はっきりした意思も志向もなく、なし崩しに二十八歳。ぜんぶ、なし崩し。気づけば、からっぽ。

「ヒグチさんには、女ドラッグ・デザイナーとして活躍してほしい気もするけどな。まぁいいや、足洗ってもあの会を除じよ籍せきされないってわかったし」

「私まで、ノグチさんみたいにはいかないでしょ」

「いやあ、みんなヒグチさんは絶対、引き止めるだろ。アイドルだもん」

「ニトベさんでしょ、それは」

「惜しむらくはペチャパイだけど。ヒグチさんはぶ厚い眼鏡めがねにもっさいジャージすがたで、あの部屋に閉じこもらせておくのはもったいない」

　胸のことはちょっと癇かんに障さわったけど、でも万ばん城じようさんはなにか急展開で会話の舵かじをとりはじめていた。車内の時計はもう04：00を指している。さすがに目がしょぼしょぼして、タクシーにはマンションのほうにむかってもらっていた。

「なんかほかにないの？　やりたいこと」

「……ないの。私の生活って結局、ぜんぶあの部屋に収まっちゃってるの」

「ぜんぶ？」

「ぜんぶ。だって外出することなんて、あの会のときくらいだもん」

「じゃあ、それは？」

「え、それって」

「スイーツは？」

「スイーツ？」

「スイーツ狂でしょ、ヒグチさん」

「そうだけど……」

「じゃあ、スイーツ関係でなんかやってみれば？」

「……ニトベさん、安直だよ。食べるのと自分がやるんじゃ違うでしょ」

「いや、そんなことないでしょ」

「そんなことあるよ」

「そんなことないよ。〈狂〉がつくほど好きなものだろ？　志望動機はシンプルなほど勁つよいんだよ」

「そんなの、考えたことない」

「じゃあ考えてみれば？　ヒグチさん、会の全員が信頼置いてる精せい妙みような舌もってるじゃん。一口食べただけで材料から製法までザッと見み抜ぬいちゃう特あ技れ。ドラッグの処方レシピをスイーツの処方レシピに変えればいいだけだろ？」

　単純な思考回路、とはじめは思ったけど。万城さんのことばはやたら胸に響いた。正反対にあるものを強引に結びつけただけ。いや、そんなことないかもしれない。ドラッグとスイーツはまるで相あい容いれないものでもない。どちらも人間の内部に入って、じかに体に働きかけるもの。人間を内部からトリップさせるもの。中毒の危険性をつねにはらんだ、凶きよう器きと紙一重の嗜し好こう品ひん。どちらも。なら、私にもいけるかもしれない。でも、ね──

「ヒグチさん作のスイーツなんて、いくら払ったって食べてみたいけどな」

「なんにしたって、ね……」

　わずかに萌きざしかけた思いを、私は心の奥底へ圧おしかえした。

「あっさり転身なんてできない。わたしはニトベさんと違って、所属先があるから」

「ああ、しがらみ？」

「そう、重たすぎるしがらみ」

　ドラッグ流通を経営の柱にしている取引先が、辞表ひとつでハイそうですか、と転身を許すわけなかった。腰かけＯＬのようにはいかない。十年という長すぎる歳月で、私は業界にあごまで浸つかりきっている。ノグチさんみたく指を差しだしてそれですむと思えないし、そもそもそんな度胸もないし。強引に関係を断とうとした応報で、パスポートなしでいける海外へ飛ばされたり、オフロでの強制労働を強しいられた女も数人、知っていた。

「いくらだよ？」と万ばん城じようさんがいった。

「え、なにが？」

「取引先ってドラッグの密売組織だろ？　あいつらのしがらみなんて所しよ詮せん、金で買えるだろ」

「お金で？　それはまあ……そうだけど」

　金勘かん定じようを生なり業わいとする貸かし金きん業ぎよう者しやらしい発想だ。身み請うけ金を払って、それで拘しが束らみを解消しようというのだ。

「それは、法外な額を要求されると思う……数年分のドラッグでの水みず揚あげを見越して、私にはとても捻ねん出しゆつしきれない額」

「ヒグチさんヒグチさん、ほらそこは」

　万城さんはそこで、金歯を剝むいた自分自身をほれほれと指差していた。

「え……融ゆう資し？　でも桁けたが」

「あ、見くびってる？　失礼しちゃうぜヒグチさん。いくらでも対応すンよ」

「ちょっと待って……話が急すぎて」

「ヒグチさん。雇やとわれだろうがなんだろうが、転身なんていつでもできるよ。ヒグチさんはスイーツ仲間だし。変わりたいってンなら、協力しないわけがない」

　タクシーが私のマンションの前に停車した。私は一足先に降りて、車内から見あげてくる万城さんと黙だまったまま対面した。「閉めますよ？」と運転手さんがいう。万城さんは答えない。私の背後には、濱はま田だしずかの仕事場兼自宅が──失意にまみれた魔ま女じよの棲処すみかが、私の遅い帰りをとがめるように佇ちよ立りつしている。

「高額融資なんて受けたら受けたで、返済のめどが……」

「だいじょうぶ。うちの金利はね……」

　万城さんも結局、タクシーから降りた。

　ああそうか、こうやって、万城さんはどの夜にも降りるんだ、と私は思った。だからいつもばたばたと、忙しそうなのかな。
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　灼しやく熱ねつに炙あぶられる数夜がすぎて。

　熱波の奔ほん流りゆうは、日々を怒ど涛とうのように押し流す。

　どどどどどどどどっと日は流れ、八月中旬、その日の暑さは日中から不快指数の高いものになった。夕暮れの空に見ていてきもちのいい、あざやかな蒼あおと橙だいだいのグラデーションはない。どんより暗あん鬱うつな灰あ汁く色いろの雲が黒ずみ、スコールみたいな雨が降ったり、あがったりだ。マリワナ諸島海域で発生した熱帯低気圧が、勢力を膨ふくらませながら近海に急接近しているらしい。最大風速云うん十ノットだの、中心気圧云百ヘクトパスカルだの、テレビやラジオで気象予報士が今夏最大規模の台風来らい襲しゆうに警けい戒かいを呼びかけている。ビルのはざまで鳴る風音が凶きよう兆ちようを帯びて、不ふ穏おんな夜の鳴き声のようにも聞こえた。

　台風が混こん沌とんを連れてくる？

　俺はそわそわしている。

　焦こげた空気が肌にチリチリする、胸騒ぎをあおる気温だ。

　万ばん城じように呼びだされて、俺は最初に会ったカフェに出向いた。ヴァンパイア・ファイナンスの返済期日は明日なのに、灰はい原ばらを連れてあらわれた万城は、「よう、ひのけん」会うなりセカンドポーチで俺を殴なぐってくる。むかっときて軽くつきとばすと、また殴る。しばらく不毛な小こ競ぜりあいがつづいた。

「え、返せるのかよ」

「返すって。明日だろ」

「えー、返せちゃうの」

「おまえそれ、おかしいだろ」

「ひのけん、おまえはちょっと特殊な債さい務む者しやだからな、なあ灰はい原ばら」

「まあ、そうですね」

「追いこみかけるなら、やっぱり……」

「追いこみって……だから返すって」

「あれだよな」

「あれですね」

　万ばん城じようはひひひと金歯を舌先でせせり、灰原と顔をあわせて笑った。

　混こん沌とんは、こいつが連れてくる。と俺は思った。ヴァンパイア・ファイナンスは今夜もどれだけの密みつ謀ぼうを抱かかえているのか、わかったもんじゃない。

「今夜、あの女に会わないのか？」

「……べつにその予定はない」

「えーなんでだよ、イベントだろ？」

「イベント？　ああ……台風で中止だろ」

「まだわかんないだろ。お祭り気分でガードもゆるくなりそうだし、送りオオカミいけるかもだぞ。ゼッタイ誘えよ」




　まるで絨じゆう毯たん爆ばく撃げきのようなゲリラ豪ごう雨う。略してゲリ雨。路面に飛沫しぶきを散らすゲリ雨の襲しゆう撃げきをうけて、人びとは避難できる屋内へ急ぐ。俺も急いだ。

　時計は18：00をまわっている。万城たちと別れた俺は、その足でショッピングモールのラウンジに出向き、真ま悠ゆ子こと落ち合った。ほんとうは会う約束はしていた。すでに今夜のデートはとりつけていたけど、やつらには伏ふせておいた。

「あれ、どこいくの？」

　予約していた夜景の見えるフレンチレストランへはむかわない。戸と惑まどう真悠子を尻しり目めにタクシーは、真悠子のデザイナーズ公団に直行した。

「え？　なんで」

　真悠子の手を引いて、人であふれかえるアベニューをひた進む。

　アベニューの壁面では剝はがれかけた張り紙がゲリ雨になぶられている。今夜、この付近は近郊湾の納涼華火大会で沸わくはずだった。大規模な台風が接近してるとなると、さすがに中止っぽいけど。このデザイナーズ公団は花火の眺ちよう望ぼうには最適の立地で、毎年この日には人口密度がはねあがる。咲き乱れる夏の風物詩を楽しみにしていただれもが、台風の進路変更をひたぶるに祈ってるんだろうけど。なかなか厳しそうだ。

「ひのけん、どうしたの？」

「今夜は、家から出ちゃだめだ」

「……なんで？　台風だから」

「……まあ、そんなようなもんだ」

　いつものエントランスで俺は真ま悠ゆ子こを説とき伏ふせた。

　万一、のことを俺はこの一週間ずっと考えていた。イベントの夜に照準をあわせて、万城ばんじようはなにかしでかすつもりかもしれない。頭のなかで、万城はがちがちがちがち打ち鳴らす金歯を俺に剝むきつけ、灰はい原ばらは撲ぼく殺さつ力りよくのある視線で睨にらみつけてくる。あいつらはヤミ金きん。〈追いこみ〉に血ち道みちをあげるイカれた貸かし金きん業ぎよう者しやだ。万一、のことを考えて、真悠子を避難させる必要がある。この公団住宅のセキュリティーは厳重だ。

「今夜は、外出しないで」

「……わかったけど。ひのけんは？」

「できれば俺も、きみの部屋に行きたい」

　いきおいでいって、俺は真悠子にオートロックの開かい錠じようを急せきたてた。

「俺も行く。今夜は一晩じゅう、いっしょにいる」

「ちょっと……待ってよ」

　いきおいに圧おされて、真悠子はいつもの愛シ嬌ナもつくれずに口ごもった。

　万城に感化されたわけじゃないが、俺はもう小こ細ざい工くはやめにした。いきおいだけで突進してみて、拒否の色合いがうかんだ真悠子の表情を前にすると、やっぱり凹へこむけど……凹んだぶんだけまた再さい奮ふん起きする。

　万が一の可能性が、万が一じゃなかったら。真悠子が常識無視のヤミ金に狙ねらわれてるんだとしたら、それは俺のせいだ。独ひとり相撲ずもうでも、土ど俵ひよう際ぎわいっぱいまでねばれ。

「俺に守らせてくれ」

「大げさだよ……台風くらいで」

「台風だけじゃない、危ないのは。きみになにかあったら俺は、借金苦で強制労働させられるよりも、自己破産するよりも、みじめなことになる。だから俺に守らせてくれ」

　俺の声はみっともなく裏返った。たとえひとりよがりでも、このエントランスで口実じゃない本心を口にしたのは、初めてだった。

　真悠子は押おし黙だまった。激しい雨音があたりを席せつ巻けんし、強風が真悠子の顔に髪の毛を貼はりつかせる。髪を払った真悠子は、人目を気にしてか、うつむきがちに周囲をうかがって、おずおずと俺を見つめた。

「よくわかんないけど、ありがとう」

　そうつぶやいて、間を置いて、それからいたたまれなさそうな表情で、

「でも、やっぱり帰って」

　俺はどっと落らく胆たんした。本心をぶつけてみたところで結局、この扉とびらは俺を内がわに受うけ容いれてはくれなかった。

　真ま悠ゆ子こが背伸びして、スッと唇を寄せてきた。すぐに離れる小鳥キス。「ありがとう」と「ごめんね」がそのあとにつづく。すりきりいっぱいまで満たされていた感情が、キスのひと揺ゆらしで決けつ壊かいしそうになった。

「ひのけん、今夜は帰って。ね？」

　俺は足が根を生はやしたように、動けない。

「……帰って」

　俺は動けない。真悠子のそばから離れられない。

　唇の余よ韻いん、産うぶ毛げのわかる距離からただよう芳ほう香こうと、息づかい。それらがよってたかって俺の頭のなかで混ぜかえり、わけがわからなくなってくる。沸ふつ騰とうした血に心臓がボイルされ、ばくばくと早い鼓こ動どうをうちはじめる。

　そのときだ。

　きゃっ、と真悠子がちいさな悲鳴をあげた。

　同時に、俺は背中をちょんちょんとつつかれる。ふりむいた瞬しゆん間かん、視界の一部に閃せん光こうが瞬またたいて、とたんに硬かたく鋭い衝しよう撃げきが俺の全身を走り抜けた。

　俺は横に倒れる。視界に見える、男物のスニーカー。俺の腹をついた硬いものは、スタンガン？　まさか、万ばん城じようか？　マジか？　あのやろう、まさかほんとに、とんでもない、まねを……風景が横倒しに揺れ、ぐにゃりとゆがむ。
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　刹せつ那な。露ろ地じのむこうの夜空に亀き裂れつが入った。

　そのままべろんと空が剝むけかえりそうな、稲いな妻ずまが落ちた。

　ただならぬ悪あく天てん候こうになってきた。夜の帳とばりはそぼ濡ぬれて、癇かん癪しやくをおこしたようにほうぼうで喧けん騒そうが渦巻いておる。この天候では人びとは用事をとりやめ、あちこちで祝宴や祭事は中止になるだろう。だが、わしらの計画だけは止まない。

　わしらはアーケードで雨あめ露つゆをしのぐべく、灰色のシャッターに囲い繞にようされた地元商店街のまんなかで集合した。

　たてつづけに銅ど鑼らのようになる雷。夜を席せつ巻けんする落雷を背に、笑みをうかべた万城の嬢ちゃんがタクシーから下りてきた。

「おっほう。すんげえ雷」

　むやみに上じよう機き嫌げんで、にまにま口の端はしを吊つりあげている。この悪天候のなか傘ももたずに、いつもの夜回りじみたことを始めているらしい。「へそあるか、へそ見ろ！」ぺろんと服をめくり、つるっぺたのお腹を見せてくる。へそはある。

「こんな台風の夜くらい、おとなしくしとったらどうじゃ？」

「復ふく讐しゆうのプラン、立て直しにきたんだろ！　じいちゃんらのくだらねぇイタ電でポシャっちゃったんだから」

「そんなもん必要ない」

「地道な復讐つづけとる、わしら」

「まだやってんのか、もうやめろっての」

　万ばん城じようの嬢ちゃんは今夜も懲こりもしないでキイキイわめきながら、わしら〈やえざくら会〉の復讐に首をつっこむ、むやみにひっかきまわしたがる。雷が鳴るたびにへそを見る。

「あれ、ケータイ鳴ってない？」

　ふいに嬢ちゃんがいった。鳴りはじめは雷の轟ごう音おんに消されて聞こえなかったが、たしかに鳴っている。嬢ちゃんの携帯電話ではない。わしのじゃ。液晶画面を見て、すかさずわしは孟たけさん・きくさんに視線で合図を送った。

　ついに来おった。嬢ちゃんがいるときに鳴ったのだから、これは勿もつ怪けの幸いといえる。膠こう着ちやくしていた戦況を瓦が解かいさせる音。その音源を、わしらは憤ふん然ぜんと凝ぎよう視しした。




　──ああ、よかった！　ようやくお出になられた。タナカさんですね。何度か電話させていただいてたんです。こちらデンマーク大使館よりかけています。突然のことで驚かれてるでしょうが、落ち着いて聞いてください。わたくしは国際間の民みん事じ訴そ訟しようを専門に弁護士をしています。タナカさん、現在コペンハーゲンに旅行中の娘さんがいらっしゃいますよね？　タナカカズコさん四十五歳、あなたはお父さんですね？　はい。じつはカズコさんがですね、現地で交通事故をおこされたようで。はい。車をバックさせる際に後方確認を怠おこたったようで、路上で遊んでた三歳の幼児を巻きこみ死亡させました。落ち着いてください、いいですか、お父さん、過失はカズコさんにあり、彼女は現在コペンハーゲンの留置所に拘こう留りゆうされてます。早急に対応しなければこのまま収しゆう監かんされて厳げん罰ばつに処されます。相当期間、日本に帰れません。どうすればいいかって？　事件が公になれば国際的な心証も害する。なによりまず、死亡した幼児の家族への迅じん速そくな対応が必要です。それに大使館としては、カズコさんをひとまず帰国させるのが最善策と考えてますので、それにも手数料がかかってしまいます。はい。電話？　カズコさんとですか。カズコさんは拘留中ですので、今夜いっぱいは電話つながらないんですよ。お父さん、時間的余裕がないことをわかっていただきたい。すぐに対応していただけないと、大使館としても動きようがないんです。はい。わかっていただければいいんです。ではよろしいですか、被害者遺族へのケアと帰国手数料で、九十五万円ほど費用をみていただいて。はいはい、たしかに帰国させます。明日の朝、一いつ括かつでの振込みは可能ですか？　それはよかった。ではメモのご用意を、指定口座は──

　だいたい、そんなような電話だった。

　いけしゃあしゃあと、噓うそ八はつ百ぴやくを並べおってからに。

　振込口座番号まで書き留めてから、わしは深く吸いこんだ息を鼻から抜いた。

「待っとったよ、この電話が来るのを」声こわ色いろを一変させ、電話ごしに告つげる。

　──はい？　タナカさん？

「わしタナカさんじゃないよ」

　──あれ？

「タナカさんに何度か、電話していたようじゃの。そのときは出なかったんじゃろ？　そしていま、ようやく出たと思ったわけじゃな。ところがどっこい、いま話してるわしはタナカさんじゃない。タナカさんのふりをした別人じゃ。これはどういうわけか？　あんたは間ま違ちがい電話をしとるんじゃ。いずれは、いつかいちどくらい間違えると思っておった」

　わしの携帯電話まわりで、聞き耳をたてている孟たけさん・きくさん。万ばん城じようの嬢ちゃんなどはさすがに吃驚びつくりして目を丸くしている。商店街の中央に固まっていたわしらは自転車の進路を妨害してしまい、団だん子ご状じよう態たいに密着したままどたどたと道の端はしに移動した。

「おぬしらのだれかひとりくらいは、いずれかならず、やらかすと信じておった。振り込め電話攻こう勢せいで神経すり減らして、凡ミスを。おぬしは着ちやく信しん履り歴れきと発信履歴を間違えて押したんじゃ」

　──てめえ……ここ最近かけてきやがってた、じじばばどもか。

「そうじゃ。おぬしがいった口座番号はしっかり書き留めた。今夜じゅうに金きん融ゆう機き関かんの夜間窓口や警察、各方面へ〈振ふり込こめ詐さ欺ぎ〉に使われている口座だと報告する。それがいやなら、三百万ほどで手打ちじゃ。いまからわしがいう口座へ耳をそろえて──振り込め！」

　臍せい下か丹たん田でんより衝つきあがる熱情、威い風ふう堂どう々どうの宣告に落雷の音がつらなった。

「徳とくさん、つ、ついに」

「徳さん、いってやった！」

　孟さんときくさんが隣で快かい哉さいを叫んだ。

　──てめえ、脅おどしてるつもりかコラァ！

「つもり、じゃなくて脅してるんじゃよ」

　冷酷非情なわしの声こわ音ね。このすこぶる老ろう獪かいな駆け引きはどうじゃ？　首くび筋すじにはぞわぞわ鳥肌が粟あわ立だった。万城の嬢ちゃんの驚嘆も小こ気き味みいい、携帯電話にぴとっと耳をあてたまま愕がく然ぜんとつぶやく。

「はじめから……これが狙ねらいか？　これが復ふく讐しゆう計けい画かく？」

　そうじゃ。ここまではわしらの描いた青写真どおりに事は進んでおる。振ふり込こめ詐さ欺ぎの〈意い趣しゆがえし〉。資料や新書をよみあさり、関連情報を我が利り我が利りと詰つめこんだうえで、ぶちあげた賭かけが見事に的中した。

　電話のむこうも騒ぎになってるのがわかる。ばたばたと騒音がつらなったあとに、通話者が交代する。どうやらキサのようだ。

　──おまえら、ナニモンだ？

「おぬしらが食いものにした数百、数千人のシニアを代表する、復讐の徒とじゃ」

　──復讐だ？　おもしれえジジイだな。詐欺電話のなかで逆に「振り込め」なんていいかえしてくるやつ初めてだ。

　さすがにキサは前のやつとはちがう、むやみにわめいたりしない沈着な声だが、確実に動揺の震ふるえも感じられる。敵の首しゆ魁かいとの直接対決に、わしも背せ筋すじを硬かたくする。

　すわ、これは電波に乗っての戦争じゃ。この荒れ狂う夜に、知識の甲かつ冑ちゆうをまとったわしらは、伸び拡がる電波の網に飛び乗った。空間を超越する光の騎き馬ばにまたがって、口こう舌ぜつの刀かたなをふるう。敵は詐欺に長たけた一大勢力じゃ。ゆめゆめ、ぬかるな！

　電波による屍し山ざん血けつ河がの悲劇に報むくいるべく。

　凶きよう暴ぼうな時代の、切せつ歯し扼やく腕わんの涙を拭ぬぐうべく。

　わしらは電波の虚こ空くうで、格闘をくりひろげる。

　高齢者の魂を音響信号にかえて、ざくざく斬きれ、薙なぎ払はらえ！　裂れつ帛ぱくの意思を受話口にしぶかせて、わしは電波戦を制しにかかる。

「三百万じゃ！　二十四時間振り込みのできるＡＴＭへ、いますぐ走れ！」

　──ＡＴＭの振り込み限度額は五十万だぜ。

「それはいったん現金を引き出して、振り込む場合じゃろう、機械間の移動なら限度額はもっとあがる」

　──それでも百五十万だ。

「知っとるぞ。おぬしらは複数の振り込み用口座をもってるはずじゃ。いくらずつ蓄積プールしてるかは知らんが、そこから小分けにして合計三百万、振り込めばいいじゃろう。入金の額に限度はない」

　──ジジイとは思えねえな、そこまでばっちり知識武装してると……

「どうするんじゃ、口座番号を報告されて、口座利用停止処置がとられてもいいのか？　金の移動は記録されるから、自分らの口座に金を逃がすこともできん。アシがつくからの！　一日の引き出し限度額があるから、手出しで持ち去ることもできまい。詰みじゃ」

　──おまえ、どっかの組織とつながってんのか？

「わしらは独立組織。さあ、どうするんじゃ？　口座をひとつ凍とう結けつさせるだけじゃすまん。警察もスッ飛んでくる。徹てつ底てい捜そう査さで芋いもづる式しきに一いつ斉せい検けん挙きよってことにもなりかねん。それに忘れるでないぞ、わしらはおぬしらのとばしケータイ番号もおさえておるんじゃ。ほかにもいろいろ知ってるかもの」

　一いつ気き呵か成せいにまくしたて、はったりもばんばん織おり交まぜる。彼奴きやつらの最大の恐きよう懼くは、わしらの圧倒的なえたいの知れなさ。想像力を負に転じさせてやればよい。あおれ、あおれ、なんでもいうだけ、いってやれ。

「今夜じゅうに入金して連絡せい。おぬしらは八はつ方ぽう塞ふさがりじゃ。無駄にあがくな！」

　キサがぐむうぅ、と低くうなるのが聞こえる。




　痛つう快かい無む比ひ！

　宿しゆく願がん成じよう就じゆ！

　してやったりじゃ。数時間での振り込みを約束して、キサは電話を切った。

　さて、虚コ仮ケにしくさってくれた嬢ちゃんの、ぎゃふんという顔をとくと見てやろうと思ったが、その顔はふてぶてしい笑みをうかべたまま、いっこうに変化しない。

「間ま違ちがい電話をさそって、現役でつかわれてる口座番号をおさえる。これがじいちゃんらのたてた作戦か？」

「そうじゃよ」

「魂たま消げたか？」

「うーん。にわか知識にしちゃまあまあだけど。詰つめが甘いな」

「なにをいうか。やつら現に振り込みを約束したではないか」

「あいつらが、素直に振り込むと思うのか？　いまごろなるべく安全に金を緊きん急きゆう避ひ難なんさせる算さん段だん、練ってるだろうな……」

　勝利の陶とう酔すい感かんに水をさされて憤ふん慨がいするわしらを尻しり目めに、黒い瞳を右上左上と踊らせて、嬢ちゃんはなにか策さく謀ぼうをめぐらせはじめる。

「まあいいか、これはこれで……いい前ふりになったって考えりゃ……」

　嬢ちゃんはつぶやきながら、車道にむけてスッと手をあげた。間かん髪はつ入いれずにタクシーが停車する。後部座席に飛び乗ると、わしらのほうをふりむいて、

「じいちゃんらも乗れよ、ついてきな」

「どこへ行くんじゃ？　こんな天気のなか」

　にやにや泰たい然ぜん自じ若じやく、車中でも嬢ちゃんはその本意をろくに説明しない。

　風雨はなおも強まる。間かん歇けつ的てきに雷は鳴る。車中のラジオ放送が鬼き気き迫せまった声で、台風上陸間違いなし、間違いなし、とくりかえしている。天候の悪化するなかをタクシーは泳ぐように走りぬけ、三十分ほど走ったところで路肩に停車した。

　これといって、なにがあるでもない。

　なんの変哲もない、ケヤキやモミジの植樹がざあざあと雨に繁し吹ぶかれているだけじゃ。

　ここが目的地？　わざわざなんでこんなところに？　嬢ちゃんを見み遣やると、その顔に驚きよう愕がくをうかべて瞠どう目もくしている。

「んな、バカな……」

　窓に鼻面をむぎゅと押おし潰つぶし、当惑に声をうわずらせる。

「いない……一人も？」

「説明せんか、なにがどうしたんじゃ？」

「やばいぞ……」嬢ちゃんの表情には焦しよう燥そうが滲にじみはじめていた。「リミットは、今夜じゅうか……くっそー時間ねえな……今夜は立てこんでるのに」

「説明せんなら、帰るぞ！」孟たけさんが痺しびれを切らして怒ど鳴なった。「わしらは早いこと、祝杯をあげたいんじゃ」

「まだ勝ちじゃないぞ。このまんまじゃキサたちの金はかっ剝ぱげない。勝ちたいなら……最後の詰つめが必要だ」

　万ばん城じよう小さ夜やはタクシー運転手に、あと数台のタクシーを無線で呼ぶように頼んだ。

「手分けしないと無理だ。こっちはこっちでさがす。じいちゃんらもさがせ。今夜じゅうに見つけないと負ける！」

「だからなにをさがすんじゃ！」
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　雷の音が轟とどろいて、あたしは反射的に身をすくめる。

　レインコートをたくしよせ、身をこごめてビル陰かげに隠かくれてスーパーの通用口を見張った。数分後、モニカがマリカの手を引いて出てくる。ああ……数週間ぶりに見る母娘おやこ。

「いまはゼッタイ安静です！」と強きよう硬こうに反対するドクターを押しきって一時外出してきたので、あたしはろくな恰かつ好こうじゃない。①下か顎がく形けい成せい手しゆ術じゆつ、②喉のど仏ぼとけ形成手術までで中座してる状態は、モニカとマリカには絶対に見せられない。繁はん華か街がいの喧けん騒そうが豪ごう雨うに搔かき混まぜられて、アスファルトには極ごく彩さい色しきの水みず溜たまりがばちばち飛沫しぶきをあげている。暗雲に覆おおわれて視界最悪のなか、あたしはあたしの唯一の光こう明みようを見つめた。

「来たな、あのベンツだ」

　付き添いで隣にいる灰はい原ばらがつぶやいた。

　だれかを待っていた母娘のまえに、ベンツＡＭＧが停まる。

　降りてきた中年男が母娘に傘をさしかけ、車内へエスコートした。清潔感あふれるいでたち、ざっと櫛くしを入れただけの波打つ長髪がソフトなおくれ毛を垂らしている。灰原が「あれがウオヌマだ」とあたしにつぶやいた。

　あれが、あれがあたしの怨おん敵てき。

　というか女の敵。

　ざっと話は聞いていた。あのウオヌマって男、外国人を対象としたタレント事務所の代表取締役、ってのは表向きの顔で、裏では不ふ法ほう就しゆう労ろう者しやの水商売斡あつ旋せんやポルノマネジメントなんかにも手を染めているらしい。外国人女性を搾しぼりつくしてあぶく銭ぜにを稼かせぐ、ジャパン・マネーの汚らわしさやいやらしさを煎せんじ詰つめたようなやつ、黒とピンクの二色で斑まだら模も様ようの卑いやしい蝮まむし。できれば一生関わりあいをもちたくない、反へ吐どをもよおさせる人種だ。

「ウオヌマのメイン収入は、ホストはだしの斡旋業だ。はじめはあの見栄えのいい外見を利用して、相手に交際をもとめる。付き合いはじめはまっすぐ真しん摯しに尽つくして、金をかけてたっぷりいい思いをさせて、獲え物ものを籠ろう絡らくしたらてのひらを返す。かかった予算の倍額は貢みつがせて、風俗やアダルトビデオに沈めてしまう」

　あたしと灰はい原ばらはベンツＡＭＧをタクシーで追いかけた。ベンツＡＭＧは高級焼肉店の駐車場に入っていく。ウオヌマと母娘おやこは、繁はん華か街がいのネオンを眺ちよう望ぼうするリザーブ・シートに着席する。あたしと灰原も離れた席に陣じん取どった。

　あたしからよく見える位置に、ウオヌマの顔がある。まるで雑味を感じさせないピュアな笑顔。たしかにさみしい思いをしている外国人女性がまいっちゃいそう、だけどその内面はとんでもなく真っ黒でギトギト。悪あく辣らつ非ひ道どうな蝮の毒どく牙がは、いままさにモニカとマリカに剝むきつけられている。風俗？　アダルトビデオ？　ふざけるんじゃないわよ。ホルモンバランス変化のたまものか、あたしの内部ではひたすら攻撃的な敵意が昂たかぶっている。

「あの女こ、すっかりだまされてるのね……」

　モニカの表情に警けい戒かい心しんはなかった。生活の重力から解放されて、軽やかで華やかな翼つばさを生はやして数センチほど舞いあがってるみたいに見える。いつもよりずっと女っぽくて、焼肉を口にはこぶ瞬しゆん間かんのかすかな嬌きよう羞しゆうが、ウオヌマへの特別な感情をあらわしているようで──あたしは嫉しつ妬との炎に焼け焦こがされる。さらにウオヌマは、ぬいぐるみをマリカのひざのうえにやさしく載のせた。マリカが黄色い声をあげる。

「嬉うれしそうだな、マリカ」

　と、いつのまにか隣席に万ばん城じよう小さ夜やが座っていた。

「あんた、いつ来たの」

「ふう、いまだよ。あんなふうに笑うんだなマリカ」

　そこにあるのは宝石。とっても無邪気な笑顔。店の前でさみしげに母親をまつすがたしか知らないあたしは、ほっとするような、くやしいような、複雑な心境だった。将しようを射いんと欲すれば、ってこと？　いやらしいくらいに懇こん切せつなもてなしは、あたしの視界でとぐろを巻く狡こう猾かつな蝮のサイズを肥大化させる。

「ああ、気づいて！　気づいてよモニカ！　今すぐ手を打たないと……」

「あんた、どうしたい？」と灰はい原ばらがきいてくる。

「どうって、あの毒どく蝮まむしをぶちのめしたい。ああ、でも……」

　ウオヌマのもとへ突進していって、そのつるつるした顔を焼き肉の網にねじりつけ、チヂミみたいにしてやりたい。けど、窓ガラスに映る自分のすがたが……待ったをかけてくる。手術も途中だし、メンタル的にもまだ母娘おやこの前には出たくない。

　そのとき、ウオヌマが席を立った。店の奥のほうへとむかう。

「行っとく？」

　と小さ夜やがつぶやく前に、あたしは憤ふん然ぜんと席を立っていた。

　男性トイレの扉とびらを蹴け開あけるのも、なんのためらいもなかった。




「来い、最低ゲス野郎」

　ウオヌマのベンツＡＭＧが灰原の運転で、駐車場を出る。

　後部座席にあたしと小夜で、後ろ手に手首を拘こう束そくされたウオヌマをはさんで座る。

「さんざん外国女食いものにしてきた金で、こんないい車乗ってやがんのか、このやろう」

「なんなんだ……ぎっ、おまえらは……ぶっ」

　小夜は興奮し、ひっきりなしにウオヌマをひっぱたいている。

　急用のできたウオヌマは先に帰ったと店員に伝言をあずけて、灰原の剛ごう腕わんでそのまま車までひったてた。今夜はひとまず蝮の毒どく牙がから逃せたモニカとマリカ、ごめんね、こんな台風のなかだけど自分たちで家まで帰ってね。

「病院スタジオか、あたしの店にでも連れていく？」あたしはいった。

「このまま車走らせながら、話そうぜ」小夜が答えた。

「なに、このまま？」

「ちょっと急きゆう遽きよ、さがさなきゃいけないやつらがいるんだよ」

「あんた、他の用ならこんどにしなさいよ！」

「ちょっと急ぎなんだよ。大丈夫、こっちはこっちでちゃんとやっから」

　そういって小夜はウオヌマの横よこ面づらをはりたおす。メールや電話をしながらも、凶きよう暴ぼうな嗜し虐ぎやくのベクトルはきっちりウオヌマに向けている。小夜じゃないけど、あたしの頭にも大量の血がのぼっていた。アドレナリンがどばどば放出して、怒りの自家中毒で焦こげそうだ。

　ワイパーがフロントガラスを掃いていた。窓にぬらぬらできる水の膜がちょっとした目め隠かくしにもなって、移動する取調室もしくは拷ごう問もん部べ屋やとなった車には、都合がいい。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうにいうわ」

　あたしがいうと、小夜がむんずとウオヌマの胸むな倉ぐらを引き寄せた。

「今夜、あなたが一いつ緒しよに食事してた女。彼女に金こん輪りん際ざい近づかないで」

「モニカ？　おまえたちモニカのなんだ？　そんなこと強制される筋すじ合あいはない」

　小さ夜やがフルスイングでびんたを浴びせた。とがらせた爪をウオヌマの頰ほおに突きたて力をこめて横に裂さいた。

「やややめろ！」

「やめねぇよ！」

「あんたには獲カ物モの一匹かもしれないけどね……あたしはあの母娘おやこに人生かけてんのよ！」

　小夜はウオヌマの耳や鼻をひねりあげ、指輪の塡はまった拳こぶしで頸けい椎ついをごりごり圧迫する。あたしはあたしで湯あたりでもおこしたみたいに頭がくらくらして、血のにじんだウオヌマの頰に平手のラッシュを見舞った。

「近寄らないって！　約束しなさい！」

「おまえら……こんなことしてただですむと思うな」

「おっと灰はい原ばら、ちょっと停まって」

　と、小夜がいきなり車を停まらせて、傘もささずに外へ駆けだした。いってたとおり、なにかさがしてるみたい。すぐにズブ濡ぬれで戻もどってきて、車は再発進する。

「約束しないと、とりかえしのつかない顔になるわよ」

「そんな約束……できるか！」

「おっと灰原、ちょっと停まって」

　……んもう！　いちいち中断するのがじれったい。今夜の小夜はかなり切せつ羽ぱ詰つまってるらしく、くりかえし車を停まらせては降りる。「だめだ、いない」戻ってきては濡れ髪をぶるぶるっと震ふるわせるので、車内がびちょびちょになる。

　なんどもくりかえし、くりかえし、公園や歩道橋の階段裏、地下道の入口なんかで停まる。どんな用なのかは知らないけど、なんにしても懸けん命めいさはつたわる。ばしゃばしゃと浅瀬のようなアスファルトを蹴けって、ひたむきになにかをさがしてる。泥どろ臭くさく這はいずりまわるそのすがたは、あたしの胸に沁しみた。小夜の乗降のたびにくりかえし流れこむ外気も、逆の上ぼせあがったあたしの頭を醒さまさない。

「約束しなさい！　モニカに近づくな！」

　あたしは一いつ喝かつした。スケコマシのプライドが邪魔してるのか、ウオヌマはウオヌマでしぶといから始末に負えない。

「そんな約束できない！　モニカは俺のものだ」

「小夜！」

「あい！」

「このゲス野郎、爪でも剝はいでやる。こんど降りたらペンチかなんか買ってきてよ！」

「や、やめろ！　ふざけるな！」

「あねご！　ひとつ言っていいか！」

「なによ！」

「胡桃くるみ割わり人形って知ってるか！」

「それがなによ！」

「あれで睾こう丸がんつぶしちゃおうぜ、外国人女性を守るため」

「やややめろやめろ、い、いいかたが悪かった。俺はモニカと一いつ緒しよになりたいんだ。ほんとなんだ、おれは引退する、いまの仕事もやめるつもりだ」

「そんなたわごと、信じられると思うの！」

「おれはモニカに人生をささげるんだ」

　ウオヌマはほんとにしぶとかった。どれだけ小さ夜やと責めさいなんでも、強情に意思を曲げようとしない。モニカから手を引く、それだけでいいのに。獲カ物モは一匹でも逃したくないっていうの？　このがめつい毒どく蛇へびめ。

「スケコマシの二枚舌だな」また車が停まって、運転席の灰はい原ばらがふりかえった。「はじめは尽つくしておいて、てのひら返すのがおまえの手口だろう。タレントの仕出しなどといって企画もののアダルトビデオに出演させる……今回は生活の援助金まで送って、周しゆう到とうだな」

「援助？　なんの話だ」

「しらばっくれるのか」

「なんだよ、知らないぞ」

「モニカに金を送っていただろう」

「そんなことしてない。食事をおごったり、プレゼントしたくらいで……」

「ふい～っ、ダメだ、いねぇや」小夜が戻もどってきて、車はまた走りだす。「で、こっちはなに？　なんの話」

「こいつがモニカに援助していた話です」

「そんなの知らない！」ウオヌマは主張を曲げない。「金なんか送ってない！」

「じゃあほかにだれが生活援助なんかするんだ」灰原は前方を見たまま、声をすごませる。

「あねご、ピザ切るときのコロコロするやつ、あれなんていうんだ？」

「知らないわよ」

「あれのぐりぐりで切れるか試そうぜ、こいつの二枚舌」

「知らない、知らない！　なあ頼むから信じてくれ。これまでとはちがうんだ。モニカとマリカは、おれを生まれかわらせてくれた、ひとを一いち途ずに想おもうってことが、どういうことなのか……教えてくれた！」

　ウオヌマの言葉であたしの昂こう揚ようが一いつ瞬しゆん、スウッと引いた。

　あたしの胸むな底ぞこに、なにか微び弱じやくに震ふるえるものがあった。

「あの母娘おやこと出逢っておれは、人生をやりなおす気になれた。あのふたりほど純粋な、美しい母娘は、アジアのどこをさがしたっていない！」

　ちょっと、やめてよ。なんでこんな鬼き畜ちく毒どく蝮まむしの科白せりふに揺ゆさぶられてるのよ、あたし。なんでからだの芯しんが震ふるえてるのよ。

　美しい母娘おやこの──純じゆん真しん無む垢くな存在のそばにいたいっていう祈りにも似た思し慕ぼを、このウオヌマも抱いてる？　冗談じゃない、こんなゲス野郎と一いつ緒しよだなんて。だけど、母娘のまぶしい光に追いすがって、自分自身もよみがえりたいと願う切実な心情は、あたしと一緒だ。そう思ったとたん、不覚にもあたしはウオヌマという男とシンクロ感をおぼえてしまう。

　あたしと小さ夜やの暴ぼう虐ぎやくラッシュに慄おののき、その表情を激痛でゆがめながらも、ウオヌマは強情なまでに意思を曲げようとしない。その強情さも、あたしと同種のもの？　悪名高きスケコマシなら、代わりはいくらでもいそうなもんじゃない。口から出まかせで、ここまで強情になれるものかしら。

　こいつに噓うそがないなら。はりつめていた怒ど気きがやにわに萎なえしぼむ。

　こいつに噓がないなら。あたしは……なにをやってるの？　そう思ったとたんに急に全身の力が抜ける。なんとなくぼうっと、意識の焦点がぼやける感覚があった。

「ミサキちゃん、どうしたんだよ」

「ん……あ、ごめん」

「もっとがっつり懲こらしめねえと」

「ああ……そうね」

「なに気ィ抜けてんの、こいつのいうこと真に受けたんじゃねぇだろうな」

　小夜は窓の外に視線をおくると、灰はい原ばらにまた停車をうながした。ドアをあけて、降りる寸前にあたしにいいはなつ。

「ばっちりやんねぇと、蝮まむしに丸まる吞のみにされちゃうウウウウウウウウウウウウウウウ……」

　あれ？

　なにこれ？

「ちょっと待っとけエエェェェェェェ、すぐ戻もどってくるからアアアアァァァァァァ……」

　なによこれ？

　小夜の声が、ぐわんぐわん反響の尾を引きずった。

　はなせエエエエェェェェェェ……噓じゃなイイイイイイィィィィィィ……わめきたてるウオヌマの声もおんなじだ。興こう奮ふんして車酔いしちゃったのか、胸がむかむか灼やける、気持ち悪い。ぼやける意識のなかに、虫むし眼鏡めがねの集光で焦こがしたみたいな黒い穴がひろがる。なにこれ？　やだ、こわい！

「ち、ちょっとあたしも……」

　した降りるのかアァァァ……でもわるいのかアアァァァ……とぎれとぎれで聞きとれない灰原の声、じりじりとひろがる黒い穴が感覚をぜんぶ吸いとるみたい。興奮しすぎたのかしら、アドレナリン出すぎた？　外の空気を吸いたくて、開いたドアから身を乗りだしたとたん、あたしのからだは傾かしぐ、え、やだ。濡ぬれた地面がごろんと迫ってくる。

　小さ夜やが声を荒げて、駆かけ戻もどってくる気け配はいがあって。

　顔に雨がふりかかる。あたしは闇やみに、溶け落ちる──
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「外はえらいことになってますねェ」

「はい、そうですね……」

「おっ、ピカッ」

「すごい雷」

「…………」

「…………」

「ドォオオオン！　と、こりゃけっこう近いなァ」

「みたいですね……」

　間延びした時間に私は針のむしろ、四し肢しが縮ちぢこまるような緊張感と闘たたかっている。

　横よこ殴なぐりの雨に落雷が交差して、私の部屋も台風に揺ゆすぶられているみたいだ。ソファーにはかれこれ三十分、テシガワラが座っている。私と視線があうたび、にっこり笑顔を浮かべる。愛あい想そうはいいけど、頸くび筋すじや手の甲に色いろ鮮あざやかに彫ほられた般はん若にやや不ふ動どう明みよう王おうの刺青いれずみはもちろん、少しも笑っていない。

「来ませんねェ」

「すいません……」

「なにしてるんですかねェ」

「なにしてるんでしょうか」

　居たたまれない時間。私は気き詰づまりになって、テシガワラのコーヒーを注ぎ足した。雷をカウントするのにも飽きたみたいで、テシガワラはしばらく黙ってコーヒーを啜すすった。

「ほんとに来るんですカァ？　そのお友だち」

「来ます。もうちょっとだけ待ってください」

「どちらのひと？」

「それはちょっと……」

「三千万円もどうやって？」

「彼女に、借りるんです」

　ドラッグ・デザイナーを辞やめたい、とゆうべ電話で切りだした私を、テシガワラはあれやこれやと懐かい柔じゆうしようとしてきたけど、そちらの言い値を支払う準備がある、という切り札でようやく納得した。三千万円、という貸かし金きん業ぎようのキャパシティをゆうに上回るような額を、万ばん城じようさんはすんなりＯＫしてくれた。かならずもってくから待っててな。電話でそういった。

　一週間前に万ばん城じようさんにいわれるまで、本当に考えてもみなかったことだけど。

　洋菓子職人パテイシエール。

　悪くない。いや、むしろすごくいい。日に日に私はそう思うようになっていった。

　編むレシピがスイーツに変わっただけで、なんだろう？　目のまえに凝こごっていた闇やみが解きほぐれるかんじがある。口にした者に豊ほう饒じような悦えつ楽らくを──至し福ふくの記憶をあたえるスイーツ。ドラッグを調合する魔ま女じよの黒衣ジヤージを脱ぎ去って、真白な作業着で厨ちゆう房ぼうに立っている自分のイメージは、私の胸を躍おどらせた。

　もうすぐ20：30。

　約束の時間は三十分もすぎている。

　なんどか万城さんに電話していたけど、連絡はつかなかった。

　大量に発汗しているのか、室内用の眼鏡めがねが拭ふいても拭いてもすぐ曇くもる。

　なにかあったのかな……万城さんはいつも複数の案件を抱かかえて忙しそうで、いつも会にも必ず遅れてやってくる。それでも来る、といったらかならず来た。遅れてでもかならず。だから大丈夫、ゼッタイ大丈夫。私は万城さんを信じて待つ。

「あ、もう結構です」

　テシガワラはコーヒーを断ことわった。何本めかわからない煙草タバコに火を点つけるしぐさは、さすがにいらだちはじめてるようにもみえる。部屋のなかのあらゆる物が、私といっしょにじっと身を凝こらしているような沈黙の時間を、ケータイの着信音が破った。

　万城さんだ。私はすがるような気持ちで電話に出た。

　──ごめん、ヒグチさん！

　万城さんは開口一番、あやまってくる。いつもの飄ひよう然ぜんとした様よう子すはなく、その口く調ちようには焦しよう燥そう感かんがひりついている。移動中みたいで、かなりあわただしい雰ふん囲い気きだ。

　──もー、トラブル続発で。

「トラブル？」

　──今夜じゅうにさがさなきゃいけない連中がいて、あといきなりツレが倒れちゃったり。

「うそ、来られるの？」

　──ぜったい行くから、もうちょい待ってて。

「こっちもけっこう、まずいかんじなんだけど……」

　すぐそばでテシガワラが聞き耳をたてている。私は手のひらで口元をおおって通話をつづけた。

「どのくらいかかりそう？」

　──少しでも早く行く。でさ、ヒグチさんに協力してもらいたいことがあるんだけど。

「協力？　なに？」

　──さがさなきゃいけない連中がいてさ。

「情報？」

　──あの会以外での情報交換は禁止だって、わかってんだけど。緊きん急きゆう事じ態たいだから見逃してくれる？　あのさあ、ホームレス関係にくわしいのってメンバーのなかじゃだれ？

「ホームレス……それならフクザワさんか、私だと思う」

　私は眼鏡めがねの曇くもりを拭ふいた。テシガワラは路上生活経験のある人間を治ち験けん者しやとしてよく連れてきた。彼らと話す治験の監かん視し時じ間かんに、私は広範にわたる野の宿じゆく者しやの裏話や動向、分布図などを情報として拾うことができた。万ばん城じようさんに事情を聞いて、現在位置を確認してから、私は持っている情報をあまさず開かい陳ちんした。

「……そう、たぶんあの公園の人たちが流れるなら、そのあたり」

　──ふんふん、オッケー。

「あとはＪＣＢの支店とブリジストンの看板を左折したとこ、高こう架か新しん設せつ工こう事じで緩かん衝しよう地ち帯たいに死角ができてるのわかる？」

　──うん、なんとなく。

「普段は駅前で中古雑誌、売ってるひとなんだけど……今夜はこの天気だからそこにいると思う。最悪、そのひとに聞いて。一帯の野宿者の総そう元もと締じめみたいなひとだから」

　──ありがと！

「万城さん、こっちはこっちで走れメロス的なことになってるから」

　──うはっ、そうなの？　大丈夫？

「待ってるからね、早く来てね！」

　万城さんとの電話を切ると、また重たい沈黙がおりる。

　四方の壁が迫ってきて、部屋が縮ちぢみそうな沈黙。

「おっ」

「えっ？」

「こんどは遠くなりましたね、雷」

「…………」

「で、こちらには？」

「あ、すぐに……来ます」
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　そして、二度目が来る。

　雨と風がなおも混こん沌とんをきわめるなかで、キサからの再連絡が来る。地元商店街に戻もどってきていたわしは電話に出る。いまいちど光の騎き馬ばにまたがって、電波戦へと打って出る。

　──結論からいうとだな。金は振り込まねえ。

　キサの口く調ちようは最さい前ぜんより威い丈たけ高だか、わしをねじ伏ふせようとする強気の姿勢がうかがえる。

「なんじゃと……自や棄けっぱちになったのか？」

　──ジジイ。おまえらにおさえられた口座はとりあえず捨てだ。そこに蓄積プールしてる金は新規の口座に移動させた。そこを防災シェルターにつかう。

「ぼ、ぼ防災シェルター？」

　──口座番号まだ出回ってねえ、だれも知らねえピッカピカの新規振り込み用口座だ。もちろんおれら個人の口座じゃねえから、身元はたどれねえ。いったんそこへ避難させて、明日の朝にハンドキャリーで引き出す。

「そんな……各方面に連絡を……」

　──してえならしろ！　そこに入れちまえば安全なんだよ。口座番号が出回ってねぇんだからおまえらには今この瞬間、チクりようがねえ！　シェルター口座をたどって凍とう結けつするにも時間はかかる、移動が発覚するころには全額、引き出してパパッと雲くも隠がくれだ。

「お、おのれ」

　──夜間の緊きん急きゆう避ひ難なんだ。口座凍結で金額の損失もねえ、ジジイ、おまえらの手札はあとは警察の捜査を急がせるくらいか？　けっこういいとこまでいったほうじゃねえか？　おれらのフィールドで喧けん嘩かふっかけてきやがったんだからな。とりあえずおれらの財さい布ふは痛んでねぇ。おまえらの〝逆〟振り込め電話は、失敗だ。

「ぐぬう……わしらの口座ではなく……シェルター口座に」

　──そうだ、そっちに振り込んだ。

「おぬしらの口座に？」

　──そうだよ、ジジイ。おまえらの負けだ。

「おぬしらの口座に？」

　──そうだよ。

「おぬしらの口座に、振り込んだのか？」

　──そうだっつってんだよ、ボケジジイ！

「それは本当におぬしらの……」

　傲ごう岸がん不ふ遜そんな饒じよう舌ぜつにあおられ、つい口を滑らせそうになったわしは電話を横からかっさらわれる。きくさんが電話を切って、わしを窘たしなめる。

「だめじゃ徳とくさん、それはいっちゃいかんのだろ？」

「そこまでいっちゃ警けい戒かいされる」

「むぐう、そうじゃった、すまん」

　わしらはキサどもの慢まん心しんを衝つかねばならん。いまは敗北感に打ちひしがれ電話をぶつ切りにしたと思わせておけばよかった。

「これで……いいのじゃな？」

「オッケー、オッケー」

　指でマルをつくった万ばん城じようの嬢ちゃんが、わしに近寄ってくる。悪天候のなかを駆けずりまわったらしくずぶ濡ぬれで、タオルをひっかけた濡れ髪はまだ乾いていない。夜行性の双そう眸ぼうが不ふ敵てきに滾たぎる。濡れた黒髪をぶるんと回転させて、飛沫しぶきを八方に撒まき散ちらした。

　そうじゃ。今回は、わしの後こう背はいには万城の嬢ちゃんがいた。二度目の電波大戦において、その智ち略りやくとともにわしの騎き馬ばに乗じていた。

　そしてさらにさらに、その背後には──嬢ちゃんとわしらで手分けして、ほうぼうさがしまわった十数名の路上生活者。本来の棲処すみかである公園から忽こつ然ぜんと消え、都市のそこかしこに散っていた彼らのほとんどを、嬢ちゃんが短時間でかき集めてきていた。

「あの公園から、ブルーシート・ヴィレッジがいきなり消えてんだもんな」万城の嬢ちゃんは金歯を剝むいた。「強制退去されてんだもん。ビビったよ」

「役所のやつらがいきなり来て！」

「出ていけなんて抜かしやがって！　おれたち散りぢりだよ」

　路上生活者たちが口々に答える。

「彼らが……」

「彼らが……キサどもの」

「口座を開いた名義人か」

　わしらはしみじみ感嘆した。

「そうそう。ここにいるのは最近の数ヶ月で強制的に口座をつくらされた連中な」

　路上生活者たちが、そうだ、おれだ、おれもだ、と怒りをあらわにした。

　彼らに接触するのは──万城の嬢ちゃんがあらたに仕込んでいた復ふく讐しゆう計けい画かくだった。

　キサたちが振り込み用口座をつくる餌えさ場ばにしている公園へ灰はい原ばらが出向き、餌え食じきになったホームレス本人に、名めい義ぎ契けい約やくした銀行へ出向かせ、通帳を紛ふん失しつしたといってもうひとつ通帳を作らせていた。そうして控えさせていた路上生活者たちが、都市再生計画による強制撤てつ去きよで散りぢりになってしまっていたところを、嬢ちゃんは執しゆう念ねんで再集結させていた。

「いいか、じいちゃんら。こっからが重要だ。明日の朝イチの引き出し勝負だ。この人たちを連れて一いつ斉せいに残ざん高だか記き帳ちよう、あいつらが避難したシェルター口座がわかったら、ずばっと引き出せ。キサたちは名義契約人の存在なんて忘れて、完ぺきに口座を自分のものと思ってるからな、営業開始時間とともに行動すりゃ勝てる」

「あいつらが振り込んだ金を」

「奪うばえるんじゃな」

　さがしだしたホームレスたちは、キサたちからうけた暴行や罵ば倒とうに憤ふん慨がいしていて、嬢ちゃんの計画にすすんで協力したという。裏ビジネスや金きん融ゆうごととなると滅めつ法ぽう、慧けい眼がん。さらにおそるべくはその求心力じゃ。この嬢ちゃん、やはり底が知れん。

「口座振り込みを利用した〈意い趣しゆがえし〉はそれで完成だ。じいちゃんら、勝かち名な乗のりは明日の朝まで、我慢だ」




「んじゃ、報ほう酬しゆうはのちのちってことで」

　勝ち名乗りの予行練習をしているわしらの横で、嬢ちゃんが路上生活者たちに快かい活かつな愛あい想そうをふりまいている。

「ねえちゃんはやさしいな」

「ねえちゃんは幸運の女神だな」

　ホームレスたちはやいのやいのと笑いあう。

「なんの話じゃ？」

「ん、いってなかったっけ。復ふく讐しゆうに協力してもらった報酬、〈やえざくら会〉もちだからね。一人頭五十万だから」

「五十万？　そんなに払うのか？」

「十何人おるじゃないか……ご、五百万以上じゃ」

「じいちゃんたちさ、勝てるかどうかは彼らにかかってんだぜ？　無理やり働かせたらキサたちと変わらねぇだろ」

「むぬう……それはそうじゃが」

「明日、キサたちから奪うばいとった金で払えばいいだろ」

「むぬう……」

「あ。それと明日はヴァンパイア・ファイナンスの返済日でもあるから」

「そんな、無む体たいな」

「報酬を払ったら、手元には残らんだろ？」

「とばしケータイ番号リストにも、二百万払ったんじゃぞ？」

「むふふ、払えないじゃ困るだろ」

　嬢ちゃんが、貸かし金きん業ぎよう者しやの牙きばを剝むく。さんざっぱら騒そう擾じように首をつっこんでおいて、貸金業者らしくすごむところはすごむ。返済予定日はたしかに明日、しかし融ゆう資しを受けた金はほぼ手元に残ってない。年金暮らしのわしらの先細りする経済では、補ほ塡てんできる額でもない。どうしろというんじゃ。

「払えないなら、それなりの〈追いこみ〉はかけなきゃいけないけどな。そのまえに……確認しとくと、じいちゃんらは明日の朝、勝ち名乗りをあげたあとはどうするんだ？」

「それは……決まっておる」

「いかにも」

「しかり」

「わしらは夜こそ眼めを醒さます」

　孟たけさん・きくさんとわしの声は重なった。

　わしらはたがいに首しゆ肯こうする。最後の一人の、鼓こ動どうの最後のひと拍うちまで──卑ひ劣れつ漢かんの跋ばつ扈こする電波の無限空間にて、戦せん意い昂こう揚ようの雄お叫たけびをあげ、暗あん躍やくする覚悟。

「ぬっはは。復讐リベンジの妄もう念ねんにとっ憑つかれて集団で夜を徘はい徊かいするゾンビ、そうなると、いつもどおりの〈追いこみ〉ってわけにもいかないな」

　嬢ちゃんはまたもやわしらを亡者ゾンビよばわりし、上じよう機き嫌げんに笑わらった。依え怙こ贔ひい屓きして取とり立たてを加か減げんしてくれるというのか？　そんな殊しゆ勝しような柄がらでもなかろうに。

「そうなると、やっぱりあれだ」

　嬢ちゃんはセカンドポーチをあさると、なにやらちいさな包みをわしらに預けた。

　車道にタクシーの光をさがして首をつきだす。なんじゃ、まだどこかへ行くのか？

「急いでるから、ざっと説明するからよく聞きな──」

　雨がぼちぼち、あがりはじめていた。
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「ねえ、やめてどうするんです、濱はま田ださん」

　黙りこくっていたテシガワラが口をひらいた。

「あたらドラッグ・デザイナーの才能を捨ててまで、なにを？」

「料理関係に就つきたいと……思ってます」

「料理？　へえ、いかにも足を洗うってかんじの再就職ですね。堅カタ気ギの仕事について人生を再始動リ・スタートですか、いいなあ、憧あこがれますねえ」

　テシガワラは相そう好ごうを崩して、なごやかなムードを醸かもしてきた。

　刻一刻と時間は過ぎていた。万ばん城じようさんは別件に手こずっているのか、あれから連絡もとれない。もう長いこと待たされているのに、口く調ちようのやわらかさを失わないテシガワラが素晴らしい人格者に見えてくる。沈黙に胃を圧迫されエズいていた私は、テシガワラが向けてきた話題に乗っかった。

「テシガワラさんもそんなふうに思ったりするんですか」

「だれでも思いますよ、そんなの。現状に満足できてる人間なんて、ごくひと握りでしょ？　でもリスキーですからね。人生をチップにしたギャンブルには、なかなか手を出せない。濱田さんはそこを、賭かけるわけだ」

「はい……」

「そうですカァ。個人的には応援したいところですが、しかしね。我々の業界ではそういう場合、筋スジというものを通さないことは、どうにもね？　デリケートな商品を流通させているもので、簡単に足を洗えてしまうゆるさがあると、なにかと不具合が生じちゃうもんで」

「はい……わかってます」

　テシガワラに脅きよう迫はく的てきな含みはない。私が密接に関わってきた世界の、ごくごくあたりまえの慣習を再確認しているだけだ。

「それとネェ……いちど通しかけた筋を、通しきれなかった場合、それはそれでまずいことになります。幹部連中は中ちゆう途と半はん端ぱな浮気心を毛嫌いしますからね。風当たりが強くなる。辞やめたいなんて意思は二度と受けつけないだろうし」

「それも……わかります」

　取引先にしたって、秘ひ密みつ漏ろう洩えいなんかのリスクを負うのだ。そもそも転向の意思が面おも白しろいわけもないし。そんな機会をそう何度もあたえてはくれない。ひょっとしたら今日がこの部屋を脱け出す、最後のチャンスかもしれない。

「わかってもらえてるなら、話は早いですね」

　するとテシガワラは、とうとう空っぽになった煙草タバコのケースを握りつぶして、ソファーから腰をあげた。

「じゃあ……いいですよね。わたしそろそろ帰りますね」

「あの、もうちょっと待ってくれませんか」

「一時間半、待ちましたからね。コーヒー、ごちそうさまでした」

　一時間半はさすがに、約束の反ほ故ごととられてもしかたない時間だった。ことにこの世界の金の受け渡しなんて重要な席では。テシガワラはすたすた玄関へ向かう。この部屋から抜け出したいのは私なのに、ドアノブにかかるのは、テシガワラの無情な手。

「ねえ、待ってください！」

「待ちましたヨォ、濱はま田ださん。残念ですけど」

　あっさりマンションの廊下へ出たテシガワラの背中に、私は追いすがった。

「また来週、予定どおり治ち験けん者しや、連れてきますね」

　テシガワラはぺこりと会え釈しやくをして、昇ってきたエレベーターに乗りこんだ。だめ、いまこのひとを帰しちゃだめだ！　エレベーター内部にまで入っていこうとする私を、テシガワラはやさしく押しかえして、扉とびらのしまりしなに笑顔でつぶやいた。

「濱田さん、これからもよろしく」

「ヒグチさあん！　もってきたよ」

　そこで声が聞こえた。

　来てくれた？　私はとっさにエレベーターのボタンを連打した。

　来てくれた、万ばん城じようさんだ。万城さんはエレベーター前の踊り場から離れた、非常階段のほうから汗だくで走ってきた。四階まで駆け登ってきたみたい。その手には大きな紙袋を提さげている。

「ヒグチさん、悪い！　ほんとにいろいろ立てこんじゃって」

　万城さんは「ほいっ」とテシガワラに紙袋を渡した。私も一いつ緒しよにのぞきこむと、そこには現ゲン金ナマ。札束がぎっしり詰つまっている。

「なるほど、三千万円ありそうですね」ざっと目視して、テシガワラはエレベーターから出てきた。踊り場で私たちに笑顔をふりまいた。

「たしかに頂ちよう戴だいしました、お金は」

「じゃあ、これで？」

「さて、あとは、どうしましょうかネェ？」

「あとは、って……まだダメなんですか？　約束したお金はお渡ししたのに」

「ヒグチさんヒグチさん」万城さんがたしなめるようにいう。「こいつらが、これっぽっちの金だけで納得するわけねぇって。金は最低条件。話し合いするためのエントリー料金みたいなもんだろ？」

「おー、よくわかってらっしゃる」テシガワラはうなずいて、「じゃあ……こうしましょ」おもむろにポケットからビニールの分パ包ケを二つ、取りだした。分包から一錠ずつ白い錠じよう剤ざいを出してそれぞれ両手に載のせる。

「これ、かたほうはわたしの風か邪ぜ薬ぐすり。もうかたほうは濱はま田だしずかが昨年冬に作った、ドラッグです。足を洗うときめた、その覚悟を見せてください。新しい人生に、賭かけるというのなら。ここでどちらか一錠、やってくれますカァ？」

「え……5M‐i？」私はおそるおそる訊たずねた。

「そうです」

「くすねたんですか」

「くすねましたネエ」

「なにそれ、ヤバいの？」と万城さん。

　5M‐iは昨冬、煮に詰つまってヤケぎみに作業する過程で、偶然生まれたα─トリプタミン系のドラッグ。SSRIやSNRIの成分を含がん有ゆうしていて、モノアミン酸さん化か酵こう素そ阻そ害がいの効果が発生していると判断し、組織への納品をぎりぎりで取り止めた。一錠、服用しただけでも人体に甚じん大だいな被害をあたえる危険性がある。へたをすれば一生、病院暮らしということにもなりかねない、とても出回らせることはできない代しろ物ものだった。たしか、ちらっとテシガワラに話したこともあった。仕事部屋からいつのまにか、テシガワラがくすねたんだ。

「人様の作品くすねるなんて、最悪だな！」

　唾つばを吐はくようないきおいで、万城さんはテシガワラをなじった。

「ヤバそうだな、ヒグチさん。そーゆう殺さつ傷しよう能のう力りよく高いのばっか、作ってない？」

「だって、できちゃうんだもん……」

「ここからが、筋スジです。濱はま田ださん。どちらか飲んでくれれば、わたしもその覚悟を幹部に納得させやすくなる。風か邪ぜ薬ぐすりなら……わたしはこの紙袋をもって帰る。濱田さんは部屋へ戻もどって、荷造りをはじめればいい。5M‐iなら……どうなるかはわたしより製作者のあなたのほうが、よく御ご存ぞん知じなんじゃないですカァ」テシガワラは酔すい狂きように嗤わらった。マイルドさはもう、そこにはなかった。猛もう禽きんの鉤かぎ爪つめのような酷こく薄はくさで、たわむれに危険な選択をせまってくる。「どうしますか、やめときますカァ？」

　眼鏡めがねを前後させて焦点をあわせ、二に錠じようを見比べても、見た目じゃ区別はつかない。やめといたほうがいい、１／２の危険なロシアン・ルーレットなんて。無む謀ぼうすぎる。テシガワラの目的も私の意思をひっこめさせることなんだろう、それで、テシガワラはこれまでの日常に戻れるのだから。だけど、わたしは──戻りたくない。

「万ばん城じようさん……」と私はつぶやいた。「いろいろホントにありがとう。背中、押してもらっちゃって」

「え、ヒグチさんやるの？」

「私、洋菓子職人パテイシエール、本気でやってみたいかも。万城さんにいわれて気づくなんてね」

　私はひとおもいに眼鏡を外はずした。直感一〇〇％で、テシガワラの右手の錠じよう剤ざいを奪とった。

「お、いきますカア？」テシガワラの声が跳ねあがる。

「ヒグチさん」

「万城さん……ありがとね」

「ヒグチさん、もっかいいって」

「え？……ありがとう」

「そのまえの。もっかい聞かせて、さっきの宣言」

「……洋菓子職人になりたい」

「もっとちゃんといって！」

「なりたい！　私、なりたい！」

　その瞬しゆん間かん、私の手のひらから万城さんが錠剤をさらった。テシガワラにむかって「もう充分だろ、覚悟は見たろ？」

　そういうと、あっ！

　飲んじゃった。

　止めるまもなく万城さんが舌に載のせた錠剤を、うンぐっと嚥えん下げした。

「あれぇ、お友だちがやっちゃったの？」とテシガワラも目を白黒させる。

「結局、おまえがどう報告すッかだろ！」と万城さん。「あんまりねちねち虐いじめんなよ、もと仕事仲間を」

「万城さん！　どっか苦しくない？」

「だいじょぶだよ、ヒグチさん」万城さんはケロッとして、腕時計を見た。「あ、悪いヒグチさん。今夜まだ用事あンだよ。行かなきゃいけないの」

「え、でも……」

「だいじょぶだって、ヒグチさんの引きの強さ信じてるから」

「でも……」

　ちょっと目を潤うる々うるさせている私に、万ばん城じようさんは笑いかけた。

「それよりさあ、三千万円も返済きついっしょ？」

「え、それはまあ……」

「あのさ。ヒグチさんにはもうこれ渡しとく……スイーツ修しゆ行ぎようのついでによろしく」

　ちいさな包みをわたしてきた万城さんは、二、三の説明を簡かん潔けつにすますと、呆ぼう然ぜんとする私とテシガワラを尻しり目めに、飄ひよう然ぜんとエレベーターにのりこんだ。ニッと金歯を剝むきはなった顔が、眼下に消える。

　私は心配で、踊り場の手すりから身を乗りだして、万城さんの行方を追った。マンションの下でタクシーがハザードランプを点灯させて待っていた。エレベーターから出てきた万城さんは私のほうを見あげると、ぶんぶん手をふる。

「じゃあまたな！　ヒグチさん」金色の粒が口元に光るのが見えた。「それにしても雷、どっかんどっかんうるさいね」

　私は硬こう直ちよくした。

　雷は、ずいぶん前に止やんでいた。

　万城さんはタクシーに駆けこもうとして、そのままべちゃっと地面にぶったおれた。

「ば、ばばば万城さん！」
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　小さ夜や、どういうことよ、これ？

　あたしは途と方ほうに暮くれて、泣きそうになっている。

　乳白色の靄もやに包まれた空間で、白しろ装しよう束ぞくの小夜にすがりついた。

「ねえ、どうしようどうしよう」

「どうしようねぇ」

「なんでよ？　どうなってるの」

「早く、決めないからじゃない？」

　境界線の上で、小夜もおかしいなあ、どうしよっかなんていってるから、小夜をあてにしていたあたしは不安で不安で、しょうがない。

　境界線で分かれた〈♂〉と〈♀〉のスペースに、鮨すし詰づめにひしめきあっている男女があたしを白い目で見ている。あたしが〈♂〉のほうに駆けこむと、屈くつ強きようなマッチョ男たちがスペースの前ぜん衛えいに立って、あたしを力づくではじきとばす。

　あたしはよろめきながら、逃げるように〈♀〉のスペースに駆けこむ。だけど、女たちもあたしを軽けい蔑べつと嘲ちよう笑しようで追いかえす。

　そうやって、あたしはどちらのスペースにも入れてもらえずに、焦しよう燥そう感かんに衝つかれて境界線上を右う往おう左さ往おうしていた。

「決めないからだよ、いつまでも」

「そんな……」

　小さ夜やは唇を突きだして、純白の布が巻きついた身体からだをあたしに寄せてくる。

「だってこの期ごに及んで、まだ決まってないだろ？」

「そんな……そんなことない」

　あたしはとうとう女の子みたいに泣きだして。ねぇお願い、ねぇお願い、ねぇお願いと哀あい願がんをくりかえしながら〈♂〉と〈♀〉を行ったり来たりして、ねぇお願い、と男女にすがり寄るんだけど。願いはかなわない。どちらにも入れてもらえない。あたしは涙に暮くれる。えんえんと往ゆき還かえりする。えんえんと──




　とにかく手術はもう無理です──

　浮かんでは沈む意識のはざまで、あたしはそんな言葉を聞いた気がした。

　病院スタジオの治療室で気がつくと、あたしは点滴とか医療機器に囲まれていて、部屋の外はやたら騒そう々ぞうしかった。

　まもなくドクター・ルワンと灰はい原ばらが治療室に入ってくるのが見えて、あたしはとっさに意識が戻もどってないふりをした。

「で？　こっちはやっぱりストップか」と灰原がいう。

「そうです。ストップです」ドクター・ルワンが毅き然ぜんと答える。

「体力的にきついということか？」

「免めん疫えき疾しつ患かんの可能性があります。投薬でホルモン分ぶん泌ぴつの免疫機き構こうをむりやりスウィッチするんだから、だれだってフィジカル・トラブルをまねきます。アンドロゲンは副作用も多く、目め眩まいや頭痛障害ほか、さまざまな合がつ併ぺい症しようをひきおこす」

「これから安静にしていてもだめなのか？」

　あたしは薄目を開いてやりとりを見守る。ドクターは首をふった。手術のスポンサーを説得し、すべてを中止にしようとしているのがわかった。

「そのうえ外科手術で、健康な部位を切せつ除じよしたりするのだから、からだに変調をきたさないほうがおかしいんです、わかりますか？」

「しかし前例はあるんだろう？　なら彼女だって」

　ドクターは首をふった。

「ミサキさんは特に、無理があるんです」

「どういうことだ？」

「それはミサキさんに口止めされていて……」

「ドクター、いいわよ」

　あたしは寝たふりをやめて、ベッドから話に割りこんだ。

　灰はい原ばらとドクターが驚いて、あたしのほうを見る。

「いいわよ、もう。話しても」

　しばらく黙っていたドクターが、おずおずと口を開いた。

「……ミサキさんは二回めなんです」

「二回め？」

　灰原は呆あつ気けにとられる。

「ミサキさんはもともと、男なんです」




　………………

　…………数十秒？　数分間だったかもしれない。




　はっきりしないけどだいぶ長いこと。

　病室を包む時間が、ぐにゃりとねじくれたまま静止した。

「わたしには理解できない」

　ドクター・ルワンが鬱うつ積せきしていたものを吐はき出だすようにしゃべりだす。

「性せい別べつ適てき合ごう手しゆ術じゆつで、いちどはパーフェクトな女性の外見を得たのに。こんどは男性に戻もどろうだなんて。性別はリバーシブルジャケットじゃありません。なんべんも簡単にひっくりかえせるもんじゃありません。心配したとおり、免めん疫えき機き構こうに疾しつ患かんも見られます。わたしはこれ以上、手術も投薬もつづけられません。このまましばらく経けい過かは見ますが、それは免疫疾患を回復させるためのもので、手術にそなえるものではありません」

　問題発生したらすぐにストップ。手術はもともと条件付きだった。下か顎がく部ぶと喉のど仏ぼとけ形けい成せい手しゆ術じゆつまでは漕こぎつけて、このまま乳にゆう房ぼう切せつ除じよ……遊離組織移植法マイクロサージエリーにまでなだれこめると期待してたんだけど……あたしは病室の天井を見あげた。なんだかセミの脱ぬけ殻がらみたいに、からっぽに乾燥した心地だった。

「生物学上は男で、女になる手術を受けた」灰原が口を開いた。「そこから今、男に戻る手術を？　わけがわからん。結局、あんたは男と女のどっちが好きなんだ？」

「男よ」

「ということは今回の……二回めの性せい別べつ適てき合ごう手しゆ術じゆつは必要ない。そのまま、女性の身体からだでいればすむことだ」

「あー……わかった……」

　そこで声が聞こえた。

　小さ夜やみたいだけど。声はすれどすがたは見えず。

　隣の部屋、というかパーティションで仕切られた向こうがわだ。「はいばらぁ……」異様にはりのない声で呼ばれた灰はい原ばらが、隣に移動し、小夜を載のせたストレッチャーを押してきた。

「なに……あんた。どうしたの!?　ひどいことになってるわよ」

「うー……ひとのこといえるのかぁ……」

　小夜は雨にさんざん打たれたまま髪の毛ぼっさぼさ。口のまわりには白い吐と瀉しや物ぶつの残ざん骸がいのようなものがこびりついている。血の気は失うせて目はモーロー。ひどい顔だ。

「だめです。まだどんな症状が出るかもわからないのに」

　あたしのベッドの隣に並ぼうとするストレッチャーを、ドクターがおしとどめた。

「胃い洗せん浄じようしたばかりなのに。戻もどってください」

「だいじょぶ……だぁいじょぶだよ」

「ねぇ、なにがあったのよ？」

「まーちょっと……それより……わかったよ？」

「わかったって、あたしのこと？」

「あれでしょー……パパに戻りたくなった元オトコ……？」

「あたり」

　そのひと言で、いっさいがっさい正解。小夜は灰原に命じて、あたしのポーチをあさらせる。身体に力も入らないし、あたしはもうされるがままに放っておいた。

「なに、前から勘かんづいてたとか？」

「あー……おっぱい触ったりしたからな、なんとなく。あれ豊ほう胸きようだろー……」

「本名は関せき和かず夫おですね」

　灰原は運転免許証のあたしの本名を読みあげた。

「関和夫……モニカは戸籍上、関モニカだ。なるほど。籍は抜いてないんだな。国内手術で浮いた融ゆう資し金きんを元奥さんに送金していたわけか」

　あたしは窓の外を見た。

　いつのまにか雨はあがっている。

　窓に映る自分のすがたに、溜ため息いきをついた。

　浮む腫くみに隈くま、肌荒れもひどい。思えば数日間、ずっと素すつ顔ぴんだ。小夜みたいに素肌勝負できる年齢じゃないのよね。無性にメイクがしたくなり、あたしはポーチからファンデーションを出して、顔にはたきつけた。

　これ以上センチになりたくもないし、過去を語るのは避けたいけど。じっと射しつけられる小さ夜やの黒くろ瞳めが、そうはさせてくれなそうだった。




　あたしはメイクしながら語った。

　イヴ・サンローランの新色が、浮む腫くみを目立たなくさせる。

「ずっと性せい転てん換かんはあきらめてたからね。なんとか自分をごまかして生きていくために、モニカとの結婚をだしにしたのよ、関わ和た夫しは──」

　モニカを大切にしようと思ったのは、うそじゃない。性別の垣かき根ねをこえて、愛せる女性だったから。けど、本来の性向を告白できないままの仮面生活はときおり、むやみにあたしをゾッとさせた。妄もう想そうを駆く動どうさせてもセックスはできなくて、子どもを欲しがったモニカにも本当の理由を話すことができずに、人工授精の手続きをしていた。

　睫毛まつげをカールして。

　たっぷりマスカラを盛る。

　モニカが妊にん娠しんしたとき、あたしはこわいって思った。子どもが産まれたら、もう逃げられない。一生、偽いつわりの愛を、偽りの父性を演じるの？　あたしは逃げだして、そのまま〈越境〉の旅に出る。大気圏よりも、戦時下の国境よりも、越えがたい境界線を越えるため。あたしはすべてを捨てて、離陸した。飛んでいたのは成田─バンコク便の飛行機？　ううん、あたし自身。あたしは翼つばさをひろげて大空を飛ひ翔しようして、遊ゆう覧らん飛ひ行こうした。ゆるゆる雲に身をゆだねながら、宙に男から女へＭＡＬＥｔｏＦＥＭＡＬＥの境界を見つけて、線ラインを突破する──バンコクに一年半滞在して女性ホルモン投与、喉のど仏ぼとけ除じよ去きよ、豊ほう胸きよう、そして遊離組織移植法マイクロサージエリーによる人じん工こう造ぞう膣ちつ。プラス美容整形を徹底した。

　新しい大田美佐季あたしとして帰国してゲイバーを開いて、何人かの男と付き合ったけど。現実の重力があたしに圧のしかかった。あたしの身体からだはしょせん、贋にせ物もの。失恋つづきで失意の底にいたときに、たまたまモニカと再会した。

　マリカの成長を見ちゃうと、やっぱりね……モニカはその身を削けずるように娘を育てていた。母娘おやこの苦労はぜんぶあたしの身み勝がつ手てのせい。そして──その身勝手は治ってなかった。マリカの親として受うけ容いれられたい──そんな衝動が脹ふくらむのを、止められなかった。モニカなら許してくれるかも。あたしはレジに並んだ。至近距離で向きあって、「アノ、ナンデスか？」といわれる──モニカはあたしに気づかなかった。そりゃそうよね。性せい別べつ適てき合ごう手しゆ術じゆつ＆美容整形は完ぺきだったから。

　唇をんぱっ、口紅をなじませる。

　無ぶ精しよう髭ひげの間の、血のようなルージュは我ながら無ぶ気き味み。

　めそめそしたってとりかえしつかないんだから、とことん身勝手を貫いたら？　自分の身体にも身勝手を尽つくしたら？　そう思うようになって。モニカがわかるように顔を元に戻もどすのは不可能じゃない。なら、性別も……性別適合手術の往復も、やってやれないことはない？　まさかね、いくらなんでもと自じ嘲ちようしながら、あたしは翌日から金きん策さくをはじめていた。




「重い！」

　と小さ夜やが声をあげた。

「重いよ過去が。あと……泣くなよ」

「だから……過去を語るのは嫌いやなのよ。あー、顔ぐちゃぐちゃ」

　マスカラは塗ったさきからにじみ、黒い涙がファンデーションに汚い轍わだちをなぞりつける。

「気持ち悪い、そうでなくでも化物じみてるのに！」

　業界で磨きあげた自じ虐ぎやくも、むなしく空回る。さすがにウッときて、あたしはベッドに突つっ伏ぷした。小さ夜やのいうとおり、あたしは人工の化物バケモノ、さんざんメスで切きり貼ばりして、なんべんも都つ合ごうよく生まれかわろうとしたあげく、髭ひげに喉のど仏ぼとけに巨乳の、境界線の上で立ちつくしちゃった、つぎはぎだらけのモンスター。

　気がつくと、小夜が隣から手をのばして、あたしの肩を撫なぜていた。

「泣くなよ……うちらからも、ちゃんと、もっかいドクターに頼んでやるから……」

「……は？」

「無理を承知で……なんとか、もっかい手術お願いしますって」

　小夜の声は張りがなく、手からかすかな震ふるえがつたわってくるほどだけど、その黒くろ瞳めの熱はまだ絶えてない。

「こんな不完全燃焼で、終われねぇもんなー……」

　あたしにまた翔とべって？　もう無理。現実の重力がべっとり覆おおいかぶさって、全身で地面に伏せってるのに。もう無理。

「だってぇ……あの鬼き畜ちく、ウオヌマ、五体満足で帰しちゃったよ……？」

「あの男が真剣なら、もう勝負にならないわよ」

　あそこまで脅きよう迫はくに屈しなかったんだから、ウオヌマの言葉はきっと偽いつわりじゃない。だとしたら、つぎはぎの怪物に勝ち目はない。モニカもマリカもウオヌマを受うけ容いれてたし。ここでまだ横よこ槍やりなんて入れたら、あんまりにも自分本位すぎるじゃない。

「なんで決めつけんの？」

「だって……」

「ミサキさんはもう、身体からだがもたないんです」

　ドクター・ルワンが私を擁よう護ごしてくれた。

「知ってるよ……だって無茶は、最初から覚悟の上だろ？」

「そうだけど……」

「往おう復ふく性せい転てん換かんなんてしてまで、女か房みさんと娘に会いに行こうとしてたんだろ。なのに……やめちゃうの？」

　か細かった小さ夜やの声が、興こう奮ふんしてだんだん太く、強くなっていく。

　だけどもう無理。どれだけあおられたって、張りつめていたものがぽっきり折れていた。

「えー……こんな中ちゆう途と半はん端ぱで終わらすの」

「ごめんね、小夜……」

「なんだよー……」

「ごめん、もう無理」

「なんだよー……なんだよ。ああ、もうクソッ！」小夜はいきなり上半身を起こした。

「ちょっと……あんた大丈夫なの、身体からだ？」

「大丈夫じゃないです、応急処置したばっかりなのに……」

　血けつ相そう変えてふたたび寝かせようとするドクターの手を、小夜はふりはらう。

「なんだよ！」と大声で叫ぶ。「ここ最近の怪物モンスターどものなかでも一番、ビックサイズだったのに。もう全面サポートも解除だ！　ここの入院費も機材のリース代も、自分で払え！」

「なにそれ、いきなり手のひら返して、なんなのよ」

「うるさい、払えよ」

「そんな金ないわよ」

「だから、寝てないと……」

「もう大丈夫だよ、まだ用事残ってるから行く！　灰はい原ばら、おんぶ！」

　小夜はまだふらふらなのに、ドクターをふりはらい、灰原におんぶされた。なに、そんなぼろぼろの身体で、まだどこか行くの？

「きっちり全額、返してもらうからな！　返済日は明日！」

「明日なんて無理に決まってるじゃない。手持ちないのに！」

「知るか！」

　小夜は憤ふん慨がいを散らしたあげく、なにかちいさな紙袋に入った物体をあたしにおもいきり投げつけてくる。「……ちょっと！」あたしの声なんて聞かず、灰原におぶわれて病室を立ち去った。
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　嗅かいだことのない、においがした。

　バターと、麝じや香こうをまぜたようなにおい。甘いにおい。

　これはアロマ？




　アロマだ。俺はまず嗅きゆう覚かくから覚かく醒せいする。

　香りを居場所の手がかりにするなら、ここは俺の知らない場所だ。

　真っ暗な部屋。どこだ？　俺はしばらくこの場で気絶していたらしい。

　だれかいる。

　俺のすぐ真横でぶつくさと独ひとりごちている。

「日ひ野の健けん一いち……派手にはりこむから期待したのに……派は遣けん社しや員いんだ？　しょっぱいなあ」

　痛いでえっ……激しい頭痛がする……おれを襲おそったのはスタンガンだよな。万城あいつらのしわざ？　聞こえてくるのは知らない男の声だ。

　真ま悠ゆ子こは？　彼女はどうした？

「真悠子は？」俺ははとっさに声を出した。

　男がもぞっと身じろいで、俺にいった。「気づいたか？　見せてもらってるぞ」

　俺はそこで自分がシャツをはだけられ、手足をガムテープでぐるぐる巻きにされてることに気がついた。だんだん闇やみになれてきた目が、男の風ふう貌ぼうをとらえる。でっぷりと肥こえ太ふとったオヤジ──こいつ、だれだ？　周囲に投げ散らかしているのは、俺の財さい布ふから物ぶつ色しよくしている免許証やカードだ。

「真悠子なら、そこにいるよ」

　オヤジが指した部屋の片かた隅すみに、ふてくされたように両ひざを抱いている真悠子がいた。

　わけのわからない状況を問いただそうとしたところで、がやがやと隣室から声がする。

「お～い、さっさとすませろよ！」

　隣はリビングらしい。俺がいるのは寝室らしき部屋。襖ふすま一枚で隔へだてられている。リビングにも数人の男がいるらしかった。

「おう、ちゃっちゃとやる」

　オヤジは真悠子のひざをピシャッと叩たたいて、「ほれ、おまえがいつもみたくあっさり連れこんでりゃ話は早かったのに。おれだって電流ビリビリなんてやりたくなかったっての。早いこと準備しろ！」

「……やだ」真悠子がつぶやいて、俺をちらっと見た。

「日野さん、あんたもひとのオンナにさんざんまとわりついたんだから、観かん念ねんしてな？　これから何枚か写真撮とるから。ほれ真悠子！」

「わたし、やっぱりやだ。このひとには」

「愚グ図ズってんな、早くしろ！」

　オヤジは真悠子の腕をひっぱり、その身体からだを俺のほうへ押しやった。ぬおっ、真悠子のブラウスを強引にはだけさせ、俺の顔に押し当てようとしてきやがる。オヤジは真悠子を急せきたてながら、薄暗い部屋にカメラのフラッシュをまたたかせる。「ほれ！　あんたもどうせなら、それなりにやっときな。どうせ〝無理やり襲おそわれた〟って真こ悠い子つは証言すんだから」

　マジかよ。

　これはまさか、〈美人局つつもたせ〉か？　おいおい、うそだろ今日きようび。

　このオヤジは真ま悠ゆ子このパトロンか？　情婦をけしかけて、古典的すぎる策ワ略ナにかかるまぬけを待ちかまえてたってのか？

　ちょっと待てよ。そうなってくると、話はあべこべだ。真悠子がずっとこの部屋に俺をあげようとしなかったことの、意味が反転する。

「ねえ、やっぱりやだ、わたしヤだぁ」

　半泣きの声がする。

　真悠子の声がする。いつも気まぐれで、俺を翻ほん弄ろうする声。獲え物ものをおびきよせながら、土ど壇たん場ばでいつも乗らなくなっただけか？　でも……それでもほんのちょっぴりでも、俺に好意をよせてたってことになるか？　わかんねぇ。とにかく肝かん心じんなのは、こんなかたちでくんずほぐれつしたって意味ねぇってことだ！

「真悠子さあ、しっかりやんないとここにも住んでられなくなるんだぞ。あんたもジタバタすんな。あのなあ、じっさいに強ゆ請すりを担当するのは、あっちの部屋にいる大おお久く保ぼ会かい系けい志し田だ組ぐみのみなさんだぞ？」

　ヤクザ？　なんでそんな連中が？

「おい、何もたついてんだ、手ぇ貸すかー」隣から濁ダミ声ゴエ。

「いや、だいじょぶだいじょぶ、ほれもう、真悠子ぉ！」

「ぃや、痛い！」

　オヤジが目の色をかえ、真悠子の頭をおもいきり殴なぐりつけた。間かん髪はついれずにもう一いち撃げき。真悠子の口元に痛つう烈れつにめりこむ。真悠子が俺のほうに吹っ飛ばされてきて、その髪からただよう香りが俺の鼻び孔こうをくすぐった。

　これだ、真悠子の香り。これだ。

　なにしてんだ、オヤジ。俺はギリッと奥歯を嚙かんだ。

　真悠子の香りをふかふか鼻孔に入れながら、腹の底から衝つきあがる感情に身をゆだねる。

　吠ほえろよ、俺。真悠子を守る、その宣せん誓せいはまだ生きてるだろ？　最後の最後まで送りオオカミになれなくて、この窮きゆう地ちでも黙ってたらいつ吠える？　ここで黙ってたら本物の負け犬だ、いいからとにかく吠えろ！

「うがあああ、がっらあああああアアアアアアア……！」

　いきみすぎて裏声になった。肝心なときにバシッと太い声出せねぇ、とそんなことはどうでもいい、俺は身をしならせて跳びあがる。身体からだごとオヤジにぶち当たって、もつれあってたおれこむ。肩や手足をむりやり暴れまわらせた。

「ななななんだ、このやろォ！」

　オヤジの腹に頭突きをかます。じたばた足をふって蹴ける、吠える、蹴る。

　そこでがらっと襖ふすまが開いて、十数人のヤクザ屋さんたちが乱入する。

「あらら～」

「おまえ、バカ？」

　すぐさまオヤジから引っぺがされて、さすがに年ねん季きの入った袋ふくろ叩だたきにあった。殴おう打だ殴打蹴けり殴打殴打蹴り蹴り殴打殴打殴打蹴り蹴り蹴り蹴り踏みつけ踏みつけ……と一いち撃げきずつ確認していられたのも途と中ちゆうまで、すぐに大激痛の渦巻にのみこまれて、焼けつく血の味と、目の前で散る光の粒々しか意識できなくなる。

　ずどおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんんん……




　そこで突然、轟ごう音おんがとどろいた。身体からだのどこか、砕くだけ散ちった？　と思ったけどちがう。

　空にきらびやかな炎の輪がひろがっていた。花火だ。

　台風で花火大会、中止になったんじゃないのか？　台風が逸それたのか、遅れて打ち上げが始まったのかもしれない。たてつづけに上がる色いろ鮮あざやかな花火のなか、暴行はつづく。マジで殺される、殺されたくないけど、でもただ暗いだけの夜よりは、七色のあだ花と景気のいい音に送られる、こんな夜のほうがマシか？

　と、そこでべつの物音がする。屋内からだ。なにやらばたばた騒そう々ぞうしい声、足音、怒ど声せい。「なんじゃあ！」とか「てめえら、なんだそのつら！」とか聞こえた。

　で、寝室にぬっと顔を出したのは、とびきり異様な風ふう貌ぼうの二人組だった。

「ふう。ギリ？　間にあったか、まだ生きてッかー」

　そういったのは、背中のやつのほう。

「強盗？」とデブオヤジがきいた。

「強盗じゃねえよ。おまえら志し田だ組ぐみだろ？」

　疲れてんのか、生気のないヘロヘロの声だけど……たしかに万ばん城じようの声だ。背中におんぶされたやつは万城、てことは当然、おぶっている巨きよ漢かんは灰はい原ばらだ。パッと見ではっきり判別できなかったのは、二人が虫の口こう吻ふんみたいな濾ろ過か装そう置ちがついたあの──戦争映画なんかでよく見るガスマスクを装着していたからだった。

　そんな恰かつ好こうで乱入されて、ヤクザ者たちが歓待するわけない。威い喝かつ、怒ど号ごう、殺さつ気きの包囲網がたちまち二人をとりかこんだ。

「半殺しじゃねぇか、ひのけん。こりゃあ入院費しこたまかかりそうだな」

　床に這はいつくばった俺に、万城がいう。

「明日の返済は、無理そうですね」

「そうなると、おまちかね。〈追いこみ〉か」

「おまえら……なにがしたいんだ？」俺はかすれる声でいった。

「ひのけんは特殊な債さい務む者しやのひとりだ。なあ灰原」

「そうですね、通常どおりというわけには」

「んじゃあ、あれだな」

「てめえらなんの話してんだコラ？」

　しごく真まっ当とうな罵ば声せいがあがった。

「仕事の話だ、すぐすむから待っとけよ」

　ガスマスクごしの万ばん城じようの声は、やたら浮き足立っている。火に油を注いでいるのが嬉うれしくてならない様よう子すで、すこしずつ生気を帯びてくる。

　いきなり乱入したヴァンパイア・ファイナンスは俺に〈追いこみ〉を宣告しにきたのか、助すけ太だ刀ちしにきたのか？　助太刀だとして、この状況はどうすんだ、暴力が商売道具のヤクザ者×二十人弱。灰はい原ばらがいたって、処理しきれる人数じゃない。

「おまえには特別に、働いて借金かえすチャンスあたえてやる」

　と万城は場にそぐわない言葉をつらねる。

「働いて……？」

「ほれ」

　なにかを俺に放り投げてくる。

　なんだ？　携帯電話じゃねえか。

「それは、とばしケータイだ。うちら〈０９０金きん融ゆう〉の必ひつ須すツール。ひのけん、おまえにはそれで０９０金融をやってもらう。ポケットティッシュを配布して、融ゆう資し審しん査さして、金を融資して、取り立てる。おなじ仕事をするんだよ」

「はあ？　仕事ならもうしてるぞ」

「そっちは副業にしろ。こっちが本業。明日からおまえはヴァンパイア・ファイナンスのフランチャイズだ」

「フランチャイズ？」
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　わしらは雨のあがった夜空の下にたたずみ、万城の嬢ちゃんが預けていったとばしケータイを見つめた。

　嬢ちゃんが去りぎわに残していったのは、〈０９０金融〉のヴァンパイア・ファイナンスの傘さん下かに入り、顧こ客きやくをつかまえて融資しろという要求だった。闇やみ夜よの街を彷ほう徨こうする者同士の、共存という解釈で、わしらは溜りゆう飲いんを下げたが……

　それにしてもフランチャイズじゃと？

　まったくまるで……
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　フランチャイズ……

　私は仕事部屋の片づけをはじめながら、万ばん城じようさんの渡してくれたとばしケータイの重量をポケットに感じている。動機を見つけてもらって。高額の身み請うけ金きんまで貸してもらって、あのひとには百ひやく万まん遍べん、お礼をいっても足りない。

　フランチャイズかあ。恩返しになってくれるなら、それもいいけど。

　それにしてもまるで……
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　あたしは自じ暴ぼう自じ棄きになってるところで、とばしケータイなんてわたされて、すっかり思考停止していた。

　所持金はほとんどモニカに送金してしまっていて、返済分には足りない。連中とおなじ〈０９０金きん融ゆう〉を副業で営むことで、債さい務むを清算する特とく別べつ措そ置ちをとる──そんな内容がさっき、灰はい原ばらからメールで伝えられた。

　あたしの強きよう烈れつな衝しよう動どうをあおるだけあおって、その背中をぐいぐい押しこんだあげく。

「フランチャイズ？」

　むちゃくちゃだ。それじゃあまるで……
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「ヴァンパイアじゃねえか」俺はつぶやいた。

　金を貸した人間を、金貸しにする？　ふざけてやがる。

　借金は給料から天引き、出で来き高だかでボーナス考こう慮りよ……有う無むをいわせず口頭で雇こ用よう事じ項こうのようなものを並べていた万城は、ぴょんと灰原の背中から飛びおりると、ネコ科の肉にく食しよく獣じゆうのように細い、しなやかな四し肢しのストレッチのようなものをはじめる。伸びをして、屈伸しながら、凶きよう暴ぼうな哄こう笑しようをだんだん強めていく。

「ぬはッ、はっ、ぬは、ぬはははははははははははははははははははッ、おまえら都市の怪物どもはぐるぐる溶けて混ざってバターになれ。ひしめきあってぶつかりあって、もっともっと無限に殖ふえろ！」

　ほったらかしにされたヤクザ者たちは殺さつ気きだち、「どこの鉄てつ砲ぽう玉だまだ？」とか「こいつ、女バシタか！」とか叫んで、そのあいだにシュッとか、カチッとか音がする。短ド刀スを抜き、拳けん銃じゆうの安全装置セーフテイを外はずしてるやつまでいる。ひとりが最後通告とばかりに叫んだ。「面つらァ、見せやがれ！」

「これは、外せねえの」

　と万ばん城じようはいった。




　どおおおおん、どおおおおおおおおおおおおおおおおおおん……




「ン……なんだ……」ヤクザ者の一部が、どよめいた。

　ひとり、もうひとり……ふいに骨こつ盤ばんが抜けたようにヤクザ者がしゃがみこむ。ひざを突く。

「れ？」「あれ」「なんじゃ……」抱かかえこんだ頭ごと、床に落ちる。たおれたやつらの目は焦点があっていない。ググッと力み、意識をはっきり保たもとうとして、挫ざ折せつする。ぶるぶる痙けい攣れんしてるやつもいる。

「ぼちぼち効きいてきたか？」と万城がいった。「個人差、だいぶあるみたいな」

　ひざから落ちるヤクザたち。啞あ然ぜんとしていた俺の寝そべる床が突然、ずごおおおおおおおンと二～三メートルほど頭上に突きあがった。視界がひしゃげ、脊せき髄ずいの下からどっと冷たい炎が衝つきあがってくる。え？　えええ？　なんだこれ？　俺までヤクザたちとおなじ症状？

「そこで焚たかれてるアロマ、おまえら吸ったろ」

　万城はリビングに置かれてるアロマポットを指差した。あれか、部屋にずっと充満していた甘いにおい。

「真ま悠ゆ子こぉ、おまえ、あれなんだぁぁ……」

「……友だちにもらったアロマだよオ……お祭りのときなんかに、焚くといいって……あっ……あれ？　あなた……さやちゃん？」

「そうだよ」

　万城に気づいた真悠子も、デブオヤジも、俺とおなじようにふらふらだった。

「まゆちゃんにあげたの、ヒグチさんてひとにもらったやつ。天才ドラッグ・デザイナーなんだけど、引退することになってさ。ちょっと前にこの7MeO‐bってやつ、拝借してきちゃった。トリプタミン系じゃ最さい凶きよう最さい悪あくのドラッグなんだとさ」

「ド、ド、ドら、ドラッグ？」

「精せい油ゆを一滴二滴、垂らして使う、蒸気吸入系のドラッグ。7MeO─bの効用は五感の酩めい酊てい、全身の痙けい攣れんに脱力。宇宙のかなたに意識がスッ飛ぶ幻覚作用、あとなんだっけ……ぜんぶの効用は忘れたけど、とにかくヤクザども。おまえらはそれを吸入した。トリップしろ！」




　ずどおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんんん……




　夜空には、艶あで色いろの花々がさらに狂きよう喜き乱らん舞ぶする。

　部屋の電気がすべて消える。灰はい原ばらがブレーカーを落としたらしい。

「じゃあ始めるぜ。長い夜だったけど、最後に無ぶ礼れい講こうだ！」

　万ばん城じようが嬉うれしげに叫んだ。

　サディスティックな灼しやく熱ねつの衝しよう撃げき波はが、秒速一〇〇メートルで部屋の全方位に拡散した。

　一〇畳×二の狭い部屋で、万城と灰原は、ヤクザをはしから殴なぐり捨すて、蹴けり飛ばし、怒ど涛とうのように暴あばれ狂いはじめた。ふらふらのヤクザたちは必死で応戦するも、ドラッグの効ききめで拳こぶしはへろへろ空を切る。あさっての方向へたたらを踏んで、仲間のヤクザを巻まき添ぞえにブッたおれる。万城と灰原はひざをヤクザの鳩みぞ尾おちにめり込ませ、股またぐらを蹴りあげ、顔面をタコ殴りに鼻び骨こつを粉砕する。怒ど号ごうや罵ば声せい、悲鳴が入り乱れる。ドアはたおれ、家具は散乱、ガラスが弾け割れる。まっくらな部屋が花火のまたたきでほんのり明るくなるごとに、狂きよう騒そうの光景が俺の視界一面にひろがっていた。




　ひゅううううううう……どおおおおおおおおおんんん……

　ずぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽぽおおおおおおんん……




　大乱闘のなか、俺は真ま悠ゆ子この手をとってベランダに避難した。

　万城のやろう、狂気の沙さ汰ただ。あいつは分別ないサディズムを全開にして、生物兵器じみたドラッグまき散らかしやがった。俺や真悠子まで巻き添えに！

　ひざの感覚はぐにゃぐにゃで立ってられない。俺と真悠子はべランダにへたり込む。全身を戦せん慄りつが貫つらぬき、むずがゆい恍こう惚こつ感かんが毛穴から放出寸前になるまで張りつめる。幾き何か学がく模も様ようのカラフルな火花が脳のう裏りでぐるんぐるんまわる。真悠子も朦もう朧ろうとしたまま、俺に無我夢中でしがみついてきていた。

　　　ハリケーンの中心をのぞきこむように、窓越しに部屋を観察する。

　　　室内からは、半狂乱の悲鳴。

間かん欠けつ泉せんのように噴ふきだす、絶叫。

　　　ヴァンパイア・ファイナンスの暴ぼう虐ぎやくが火を吹いている。混乱と破壊にむせかえる万城。

　　めちゃくちゃだ、こいつ。




　どおおおおおおん、ずっぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱああああんんん……

　ひゅるるるるるる……ずっぽぽぽぽぽぽおぱあああああああんん……




　　んが、ががんぬぬ、ちくしょう。

　　意識の平へい衡こう感かん覚かくを、たもっていられない。

　さまざまな感情が入り乱れて立ちあらわれ、

次の瞬しゆん間かんにはスッ飛ぶ。

　これはヤバい。とんでもないドラッグ。

　　俺はがむしゃらに真ま悠ゆ子こを抱きすくめた。

　　　真悠子の汗ばむ顔が、七色に揺ゆらめく。

　　　　真悠子が融とけそうな瞳めで、見つめてる。「ごめんね……」っていった？

　　　むああああああっ。

　　むおっ、俺たちは次々あがる花火で、空に跳ねあげられる、跳ねあげられる、

　鯨くじらの潮しおで噴ふきあげられるみたいに、俺と真悠子は夜空に舞っている。

　　色、色、色、あふれる色彩の絨じゆう毯たんのうえで。

　　　　　むはははっ、むははははは、魂たましいの昂こう揚よう、みたいなものがあって。

　　花火があがる。

　それは夜の眼め。空にひろがる巨大な虹こう彩さいだ。

　俺たちを祝福する、大たい輪りんの奇き跡せきだ。

　　夜空の上で、俺は真悠子にちゃんと告白した。

　　　真悠子、俺はまだ、おまえがいとおしいって、告つげた。

　　　　もうめちゃくちゃだけど、おまえが。

　　　花火。花火があがる。夜を祝福する、打ちあげ花火が。

　　花火。うおおおおおっ、真悠子。

　花火。俺たちの眼下で響きわたる。轟ごう音おん。お、お、お、意識が飛ぶ。飛ぶ。

花火、じゃんじゃん闇やみに咲け。

花火、俺の愛も照らせ！
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　夏のなにがいやだって、ようやく慣れてきたころにはとっとと終わっちまうところだ。

　秋はもっといやだね。夜がやたらとさみしくなる。まばらな葉づきの街路樹が寒々しく震ふるえて、街灯と街灯のあいだの影が濃くなる。夏の熱気を忘れるころになれば秋の静せい寂じやくは、やみくもな不安に俺を駆りたてる。

「古今東西、ジャズ音楽をコンプリート。それは至し難なんの業わざっすね」

「でも集めなきゃ気がすまんのです。生きた心地がしないんです」

「それがあなたの、金のつかいみち」

　十一月、俺は仕事をしている。ファミレスのすみっこで向き合った中年男は、物理的・経済的な不可能にいどむ収集ジャンキーだった。審しん査さはＯＫ、高こう額がく融ゆう資し決定。最後にしっかり、肝かん心じんなところを確認する。「慈善事業じゃない。トレイチでもあくまで貸かし金きん業ぎよう者しやですから、返済が滞とどこおればきつい〈追いこみ〉かけますよ」

　二百万を即そく日じつ融資で受けとってほくほくの収集ジャンキーを見送ると、俺は寒風の吹く街を歩きだした。

　どこか気だるげな夜の街路に、サイレンの音がこだましている。手元のポケットティッシュをあとすこし撒まいたら切りあげようと思っていたところで、俺は違和感をおぼえた。尾つけられてる？　ふりかえると白々しく視線を逸そらした二人組のおやじがいる。

　俺は近寄って、たずねた。「だれ？　なんの用」

「や、すいません。ちょっとお見かけしたもんで」

「俺のこと、知ってんのか」

「ああ、はあ、まあ……」どうしたもんかと思し案あん顔がおの二人組。ノータイによれたスーツのおっちゃんたちだ。「最近、この界かい隈わいで夜な夜な、ポケットティッシュ配って歩いてるって……あなたでしょ？」

「え、警察？」

「いや、消費者センターの者です。わたしら」

「最近とみに、わたしらの相談窓口にヴァンパイア・ファイナンスというヤミ金きん業ぎよう者しやの名前があがるんですわ。法定金利内におさまっているので、規制の対象にはならないんですけどね。ちょっと苦情もあってね」

「注ちゆう意い勧かん告こくしないといけないんで、さがしてるんです。二十代の女性が代表なんでしょ」

「知らないよ」と俺は答えた。

「でも、あなたもヴァンパイア・ファイナンスでしょ？」

「協力してくださいよ。どこにいるんですか？」

「協力できない、知らないから」俺は会話を強制終了する。「尾行とかやめてな」

　踵きびすを返して、俺は歩き出す。地方公共団体独得のフランクなおっちゃんらは、もうついてこない。消費者センターね、悪いんだけど、さがしている女がどこにいるかわからないのは、逃げ口上じゃないんだよ。




　あの大華火大会の騒動の後日談を、俺は病院のベッドで耳にした。あの夜、通報をうけて駆けつけた警察と救急は、デザイナーズ公団の一室で重軽傷を負った十六名のヤクザ者や俺や真ま悠ゆ子こを発見した。その全員が麻薬物質によるトリップ状態で、緊急入院となった。胃い洗せん浄じようがほどこされ俺もヤクザ者も命に別状はなかったが、処置後に志し田だ組ぐみの構成員十六名と部屋の名義人だったウラカミ（あのデブオヤジ！）が大たい麻ま・拳けん銃じゆう不ふ法ほう所しよ持じに、暴行罪に恐きよう喝かつ罪ざいとべたべたに罪状を塗り重ねられて逮たい捕ほされた。ウラカミはこれまであの部屋で数件の〈美人局つつもたせ〉を働いていたらしい。麻薬物を過か剰じよう摂せつ取しゆした志田組のいさかいが、大規模な仲間割れに発展した？　との見方が定着しそうな雰ふん囲い気きだった。

　ドラッグアロマを真悠子に贈ったのも万ばん城じよう、ウラカミと志田組の姦かん計けいも見とおしていたからこそ殴なぐりこめたわけだし。後から聞いたら、志田組のケツもちでウラカミがやってた美人局、その部屋番号まで情報つかんでいたんだと。正義の鉄てつ槌つい？　俺への助すけ太だ刀ち？　そこらへんはいまいちよくわからない。ともかく俺は万城の思おも惑わくどおり〈フランチャイズ〉となった。俺が配布する分のポケットティッシュには俺の携帯番号がばっちり刷すられ、かくして完済までこき使われることになった。

　とはいえ、連日連夜、鞭むちでしごかれたわけじゃない。退院後、俺があいつに会ったのは数回程度だった。週に一度のペースがぱたっと途と切ぎれて、連絡がつかなくなっちまった。

　融ゆう資し資し金きんは〝灰はい原ばら浩こう介すけ〟の名義で定期的に振り込まれていた。俺は派は遣けんの仕事やバイトを完全に辞やめないまま〈フランチャイズ〉をやり、ぽつぽつと取れるようになった融資契けい約やくの内容も万ばん城じように報告していたけど、その返事もなくなった。

　電話にも出ねえ。メールも音おと沙さ汰たねえ。

　すがたもあらわさねえ。




　どこへいった？

　万城小さ夜やは夜の街から消えた。




　万城との最後の会話は、高こう架か下したの赤あか提ちよう灯ちんモツ焼き屋だった。

「ひのけん、おまえはもっとがしがし貸してけ」

「あっ、その手て羽ば先さき、俺のぶんだろうが」

「面おも白しろそうなつかいみちだったら、むこうが多少腰ひけててもぐいぐい突っこんできゃいいの」

「おまえみたいにかよ。俺は常識人なんだよ」

「ちんたらやってないで、一日に何件も貸してけ」

「おまえって金、捨てたいの？」

「ざけんな。ブーブークッションって知ってるか？」

「はいはい、知ってるよ」

「直腸ンなかにじかに移殖して、屁へが止まらないようにしてやろうか」

「はいはい、やめてくれよ」

「ひのけん、おまえもそうだったけどな。債さい務む者しやってのは、なんかの執しゆう念ねんにとっ憑つかれたモンスターなの。オフェンシブにいかねーと、逆にガブッと咬かまれちまうぞ？」

「おまえじゃあるまいし」




　俺は雑居ビルの一室にある歯科医にいる。

　鍼しん灸きゆう、雀ジヤン荘そう、学習塾、同ビルの各種テナントとちがって看板を出していない。保険証なしで受診できる無免許の歯科医がやっていて、金次第で歯のなかに密輸用の空くう洞どうをつくったり、ブーブークッションを直腸に移植するようなとんでもない施せ術じゆつも、やるだけやってはみてくれるらしい。物ぶつ騒そうなアングラ歯科医だ。

　交かわした言葉をあれこれ思い出しながら、俺はなんとなしに万城につながりそうなところをまわっていた。病院から退院するなり、俺はこの歯科医につっこまれそうになった。「ひのけん、おまえも金歯にしろって！」万ばん城じようにむりやりケツを蹴けられて、花火大会の騒動で何本かすっぽ抜けたところに、あの悪趣味な金の差し歯を入れられかけた。

「あれ、十八金なんだぜ」と歯科医はいった。

「うそ、いくらすんスか」

「ウン百万じゃねーかな」

「すぐ金に物いわせるからな、あいつ」

「いや、あれは元の歯がケンカですっぽ抜けたときに、プレゼントでもらったんだと」

　プレゼント？　彼氏かなんか？　あいつは男の気け配はいなんて見せたためしがなかったけどな。

　あの凶きよう暴ぼうな万城とつきあうなんてよっぽどのマゾ男か。

　なんかそわそわする。嫉しつ妬とか？　んなわきゃない。最近は真ま悠ゆ子ことも電話が復活して、ちょっといい感じだし。むっふふ。こんど真悠子の手料理食べにいくし。俺はただフランチャイズなんて状況で、このまま宙ぶらりんのままじゃ身のふりかたも決められないから、ちょっとうろうろしてるだけだ。

「めっきりだよ、顔も見せねえ」

　なんのネタも持ってなかった歯科医と、俺はそんなに大差ない。

　同じ仕事をするようになっても、俺はあいつらのこと、ほぼなにも知らない。

　あいつらから一方的に連絡を絶たたれちゃ、どうにもならない。そのうちよっぽどなんにもいってこないようだったら、振り込まれる金を使いこんでやろうかと思ってたけど。いちど身に沁しみついた夜行性はなかなか治らず、ちょっとうろうろしていた。
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　晩秋わしらは、焦しよう燥そうの枯かれ葉は色いろに包まれている。乗車もしないのに駅前の街路でせっせとタクシーを停めてまわった。

「ほれ、こまっしゃくれた娘だ」

「ほれ、こっちがわの犬歯が金歯で」

「ほれほれ、タクシーを乗りまわして、夜をあちこち」

「ほれほれほれ、背はこんくらいの、男みたいな恰かつ好こうの」

「そういわれてもねえ……」

　忽こつ然ぜんと消息を絶った万城の嬢ちゃんは、融ゆう通ずう無む碍げにして神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。いくら頻ひん繁ぱんに利用していたとはいえ、ゴマンと走りまわる都市タクシーのなかから嬢ちゃんが乗った車をさがし、なおかつそれをおぼえている運転手から情報を聴ちよう取しゆするというのは、無理難題らしかった。

「どこにおるんじゃ？」

「まったくもって、このままじゃ卑ひ劣れつ漢かんの粛しゆく清せいが立ちゆかん」

「まったくあの敬老の意識なんぞない、不ふ届とどき者もの」

「高齢者を悪あく罵ばで鞭むち打うつ、たわけ者」

「とんとすがたを見せん、薄情者」

「どこにおる？」

「どこにおる？」

　復ふく讐しゆうの標的となる振ふり込こめ詐さ欺ぎグループの情報が得られないようになり、元の木もく阿あ弥み。わしら〈やえざくら会〉の活動が立ちゆかなくなっただけではない。あの嬢ちゃん、また厄やつ介かいなことに首をつっこんだのでは、という危き懼くが脳のう裏りにべっとりこびりつき、どうにも気が気ではない。ただ一方的にヴァンパイア・ファイナンスのフランチャイズをつづけ、連絡を待つだけというのは性にあわない。わしらは懲こりずに街路へ手をあげて、乗らないタクシーを停めた。




「辛しん勝しようだからな、あれは。ぎりぎり勝てたから良かったようなもんを」

　万ばん城じよう小さ夜やはむすっと頰ほお杖づえをついて、わしらに白い眼を向けてくる。

「ともあれキサどもへの復讐は成じよう就じゆしたんじゃ。これからもばしばし粛清！」

「じゃんじゃん掃そう討とう！」

「つぎからイタ電禁止だからな」

「おぬしこそ、つぎは首をつっこむでないぞ」

「しかり。嬢ちゃんには危険じゃ」

「そもそもが０９０金きん融ゆうなんてやってる時点で危なっかしいのに」

「またそれかよ、しつけーな」

「娘っこの稼か業ぎようじゃなかろう」

「危険も多かろうに、あちこちに首をつっこんで」

「危険ね。まあこの仕事、それなりのリスクはともなうわな」




　ぬははははっと品もなく笑う万城の嬢ちゃんの言葉が、脳裏に反はん芻すうされる。空車表示が灯ったタクシーを数台、看かん過かしたわしは孟たけさんに「どうした？」と尋たずねられた。

「騒そう擾じようや危険に首をつっこみたがるなら……」

「ん、なんじゃ。徳とくさん」

「その足はどこへ向く？」

「どこじゃ？」

「わしらの地元のような住宅街よりも……盛り場が多くなってくるのでは？」

「おお、なるほど！」

　わしの思いつきで、タクシーへの聞きこみ場所を近場の繁はん華か街がいへ移した。

　わしらは執しゆう念ねんを迸ほとばしらせて、しぶとく聞きこみする。しぶとくしぶとく、万ばん城じようの嬢ちゃんのように夜にがしっと爪を嚙かませ、へばりつく。なにせタクシー中毒者であるという以外に、嬢ちゃんは足跡をたどる足がかりを残していない。

　深夜になり、繁はん華か街がいのネオンがけばけばしくなるとともに寒風が肌身にしみる。わしの腕の筋肉がぴきーんと突っ張る。おのれ……もう手をあげられない。虱しらみ潰つぶしもこれまでかとあきらめかけたとき、声をかけてくる者がいた。

「ヴァンパイア・ファイナンス、さがしてんのかい？」

　ずぼっとライオンの着ぐるみ頭を外はずしたのは、キャバレークラブの呼びこみの男だ。

「おぬし、連中のこと知っとるのか？」

「ほっとこうと思ったけど、じいちゃんら死にそうなんだもんな。見てらんねえよ。ちょっと来な」

　わしらは、本来なら死ぬまでに一度も訪れなかったであろうキャバレークラブの店内へ足を踏み入れる。煌きらびやかな店内、ふかふかの椅い子すで万城の嬢ちゃんと同年齢くらいの、若い娘たちに囲まれた。

「おじいちゃんたち、小さ夜やちゃんのことで知ってることあるなら教えてよ」

　あべこべにきかれた。嬢ちゃんは店に勤務する娘に融ゆう資しした縁で、たまに店に来ては飲んでいたという。

「へんなうわさが流れてるのよ……あたしたちもどうしてるのか心配で」

「〝ヴァンパイアは夜の街に戻もどらない〟って……」

　なんじゃ？　どういう意味じゃ。根掘り葉掘り追及したが、その言葉の真意を知っている娘は一人もいなかった。だれしもが又聞きで、最近そのような言葉を耳にした、という。

　外に出ると、寒気が骨身にしみて感じられた。粛しゆく々しゆくと冬は迫っている。墓ぼ所しよの凍とう土どを髣ほう髴ふつとさせるいやな季節が近づいている。放ほう埓らつで自由な気け配はいがかき消えた夜よ半わの街は、以前よりもむやみにひっそりしていて……いまではその存在の感触や、記憶が、どこか頼りない。

　街灯の間隔ごとに、更新される三つの影がわしらについてくる。どこか冥めい路ろをゆくような心もとなさが、帰き途とを覆おおっていた。




　万城小夜は、夜の街から消えた。
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　消えるのは勝手だけど……

　こっちにまで迷惑かけないでよ。




　あたしは店内の被害状況を調べて、警察に通報するか悩んだ。

　一見なんの変へん哲てつもなかったけど、微び妙みように〈ＢＡＲ岬みさき〉の空気がおかしかった。

　貴金属類も無事、現金も手つかず。ただ、一枚のメモだけなくなっていた。留守中に知らない人間が家や探さがししてたと思うと、それだけでこわい。よっぽど通報しようかと思ったけど、自分がやってる〈０９０金きん融ゆう〉のフランチャイズのことも考えて、やめておいた。

　盗まれたのは灰はい原ばらにもらったメモだった。

「養子縁組の法的手続きなど、必要なときはここに電話するといい」

　往おう復ふく性せい転てん換かんが露ろ顕けんするまえにもらった、弁護士事務所の電話番号をメモった紙。あたしには必要なくなって、引き出しに入れっぱなしにしておいた。そんなものをなんでいまさら？　万ばん城じよう小さ夜やや灰原──ヴァンパイア・ファイナンスにつながる痕こん跡せきを、ひとつのこらず消そうとでもしてるの？

　そんなことする必要があるの、だれよ？

　わかんないけど、最近感じる。店に来るとき帰るとき、こっちをじっとり見張っているような視線。自宅まえに停まってるフルスモークの不ふ審しん車しや輛りよう。あたしに迫る影を、連絡がつかなくなった小夜に結びつけるのは簡単だった。ヴァンパイア・ファイナンスのフランチャイズをやっているあたしにトラブルが飛び火してるんだ。




「化物バケモノ、化物、化物」

「黙んなさいよ、あんた」

「結局、手術ほっぽっちゃいやがって。中ちゆう途と半はん端ぱな人造人間」

「うるさいわよ、パトロンおやじいるくせに」

「あー濡ぬれ衣ぎぬ、侮ぶ辱じよく！」

「じゃあ、あんたの財力はなんなのか、いってごらんなさいよ」

　最後に会ったときの口くち喧げん嘩かで、あたしは「パトロンおやじ」、万城は「化物」と罵ば倒とうを応おう酬しゆうし、あたしは闘牛みたいに鼻息フーフー。小夜は顔を真っ赤にいきりたって、なにをトチ狂ったのかあたしの胸に咬かみついてこようとした。

「パトロンなんていねぇ、この偽にせ乳ちち」

「ちょっと……なにすんのよ、ばか！」

　あたしたちは取っ組みあって花か瓶びんやスツールを蹴けったおし、店のなかをめちゃめちゃにして転げまわった。「化物め、もうモニカのパトロンにだって、マリカのおやじにだってなれねぇくせに！」テーブルのうえに飛び乗った万城は、胸元にいくつも歯型をつけたあたしに向かって、ふぎぃぃぃと歯を剝むいた。

「うるさい、わかってるわよ」あたしもカッときて怒ど鳴なった。「いわれなくてもわかってる！　モニカとマリカと家族にはなれない、そんなことわかってる」

「あきらめてばっかじゃねえか、関せき和かず夫お！」

「うるさい」

「他人のままだって、家族以上になれんだボケ！」

　小さ夜やはそういって、あたしに飛びかかってきた。




　一言、いってやりたくてしょうがない。あんな喧けん嘩かを最後に消息絶たたれちゃ後あと味あじ悪わるい。

　それにこっちは必死でお金ためてんのよ。フランチャイズ＆〈ＢＡＲ岬みさき〉の二輪で。

　新しい商売はじめるために。なのに、厄やつ介かいごとの巻まき添ぞえにしないでよね。

「託たく児じ所じよでもやってみようかと思ってさ」

「なに、いきなり」女バーテンは首をかしげた。

「店を改装して託児所。あのあたり、あぶれてる外国人の子ども多いでしょ」

「美み佐さ季き、子ども好きなんだっけ？」

　いいじゃない。あわよくば娘といっしょにいたい……そんなモロ下心が動機でも。無認可でもいいから託児所。夜にあぶれた子どもたちが居着ける場所──あたしはあたしなりに新しい目標つくってやってんのに、ヘンなのにつきまとわれちゃたまんない。

「万ばん城じよう小夜って、いいとこのお嬢さまなの？」

「パトロンいたって話とか、知らない？」

　小夜の闇やみのベールを破やぶるには、やっぱりその無む尽じん蔵ぞうの資金の出で所どころをさぐるのが手っとりばやいとあたしは思っていた。夜のイベントを梯はし子ごして聞いてまわっていたけど、万城小夜と顔見知りだった連中のなかにも、重要なことを知っている人間は一人もいなくて。「ふぎい」と歯を剝むいた小夜の顔が、あたしの頭のなかでさらにもう一段階、遠ざかる。

　ヘンな噂うわさも聞いちゃったし……あたしは憮ぶ然ぜんと帰路についた。

〝ヴァンパイアは夜の街には戻もどらない〟？

　ふてぶてしい断定がやたら神経逆さか撫なでる、不ふ穏おんな噂。

　あたしは駅前のタクシー乗場に向かいつつ、ケータイをかちゃかちゃいじる。記名がないからわかりづらい。どれだっけ？　残る手づるは盗まれたあの電話番号、いちおうケータイに登録しておいてよかった。

　と、そこで突然。

　大型の四よん駆く車しやがずがががっと歩道に乗りあげて、あたしの進路を塞ふさいだ。

　な、なによ？　ドアが開き、下りてくる黒ずくめの男たち。

　なに！　あたしの首すじや腰をためらいなくヒッつかみ、口を覆おおってくる。

　あたしは足を地面に踏んばって抵抗した。この連中、きっと店に侵入したやつらだ。ら、ら、ら、拉ら致ち？　あたしを車内にひきずりこもうとしている。

「ちょっと、もう……ふざけんな！」

　あたしはキレて、エルボーを暴ぼう漢かんの横よこっ面つらに見舞った。指をとがらせて目つぶしを狙ねらう。

　暴漢どもを殴なぐり、はがいじめしてくる腕に歯をたてる。小さ夜やが身体からだに宿ったみたいなキャットファイトで応戦した。

　けど、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。よってたかっておさえつけられて、車内へ引きずりこまれそうになる、その寸前で突然、けたたましい音をあげて四よん駆く車しやが前方に吹っ飛んだ。

　四駆車につっこんできたのはタクシーだ。カマを掘られた四駆車は、街灯のぶっとい柱に直ちよく撃げきし、鼻面をぐしゃっと凹へこませる。押しこまれる寸前でねばっていたあたしは、暴漢たちとともにいきおいで地面に倒れこんだ。「乗れ」と叫ぶ声がする。「乗れ！」叫んでるのはタクシーの運転手だ。これって、あたしへの助け舟？　あたしはとっさに起たちあがってタクシーの後部座席に飛び乗った。

　噴ふん煙えんとともに転回、タクシーは国道を走り去る。途と中ちゆうまで追跡してきた四駆車を、信号無視の驀ばく進しんとこまかな裏道づかいでまいたところで、

「あいつら、手段を選ばなくなってきたな」

　運転手がようやく口をひらいた。

「あいつらはなんなの？　えっと……あんたもだけど」

　登録証を見ても、身に覚えはない。強こわ面もての運転手に似あわず、タクシー車内にはキャラメルを焦こがしたような甘い香りが充満していた。
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　厨ちゆう房ぼうで明日の仕込み、その合あい間まにレギュラーメニューの試作。定時をすぎても白衣を脱がずに作業に没頭していたところで、裏口のインターフォンが鳴った。

　私の修行店『ペルティエ・ハット』の店先までノグチさんは来ていた。裏口から入ってもらう。23：00、店頭や喫茶席はすでに消灯し、店主は帰宅していた。ノグチさんが連れてきた客を厨房へ迎え入れる。

「あなたたち、なんなの？」

　厚化粧の、とんでもなくグラマラスな美女。情報によれば、この女ひともともと男性だったらしいけど。ちょっと信じられない。大おお股またでがしがし歩く立ち振舞いは男性の名な残ごりかもしれないけれど、ベルベットのような感触の女声には母性すら感じさせられる。

「あやしい者じゃありません」

「じゅうぶんあやしいんだけど」

「よかったら、いかがですか？」あたしはできたてほやほやの作品を差しだした。「試作品であれなんですけど」

「……おいしそうだけど。まずさきに説明してくれる？」

　大おお田た美み佐さ季きさんは警けい戒かい心しんを解かない。ノグチさんもぴりぴり緊張した面おも持もちだった。

　まもなくどかどかとたくさんの足音。フクザワさんたち別動隊も戻もどってきた。

「見てくださいよ、たんこぶ」

「杖つえでぽかすかですよ。まいっちゃいました」

「凶きよう暴ぼうなご老人たちで」

「なんじゃあ、おぬしらは！」

「誘ゆう拐かいされた！　誘拐された！」

　フクザワさんたちに連れられて、三人組のおじいちゃんおばあちゃんが意い気き軒けん昂こうにわめきながら入ってくる。徳とく井い慶けい悟ご、北きた原はら孟たけ蔵ぞう、庄しよう司じきくの三老人。大田美佐季さんとおなじ、私の同類。おだやかな交渉はかなわず、ひと悶もん着ちやくあったみたいだ。

「だからいってるでしょ、おじいちゃん。誘拐じゃない。保護したんですよ」

「あの連中、本格的に行動を始めましたからね」

「なんなの、あの連中って」

「なんじゃ？　なんの話じゃ」徳井のおじいちゃんがいった。「ぬ、先客？」

　ミサキさんとおじいちゃんたちは、同じ境遇、とわかってぺこりと会え釈しやくしあう。

「ひとまずお話のまえに、よかったらできたてをどうですか」私はいった。

「そんなことより、あたしたちはなんで連れてこられたのよ」

「そうじゃ、おぬしら何者じゃ」

「もしかして……」

　ミサキさんと三老人が私を凝ぎよう視しする。フクザワさんたちからも切せつ迫ぱくした緊張感は消えていかない。テーブルに放置されて冷めていくタルトやケーキを気にしながらも、私はつぶやいた。

「〝ヴァンパイアは街に戻らない〟だなんて……」

　私の言葉に、ミサキさんも三老人もぴくっと反応した。

「そんなの困るんです。あのひとにもまだ、食べてもらえてないんです」




　私と同じように、ミサキさんも三老人もヴァンパイア・ファイナンスに融ゆう資しを受けた──フランチャイズ。私は同類たちに説明をつづけた。

「私が白衣を着て、厨ちゆう房ぼうに立っていられるのはここにいる三人のメンバーと、それにニトベさん──あ、この場では万ばん城じようさんって呼んだほうがいいですね──あのひとのおかげなんです。そのお礼もろくにできてないのに。いなくなっちゃって」

「あなたたちの〝会〟ってのは、なんなの？」ミサキさんが質問してきた。

「詳しくは話せませんけど、私たちは一人一人が多くの情報網をもっています。それを総動員させても、万ばん城じようさんの行ゆく方えは追えない」

「あなた方にはぴんと来ないかもしれないが」フクザワさんが補足した。「これはこの都市においてはほとんどありえないことなんです。われわれの沽こ券けんにもかかわることだ」

「私たちは情報の捜そう索さく網もうをひろげた」とはノグチさん。「そして、深追いしすぎたようだ。〈夜〉を刺激してしまった」

「私たちのメンバーの一人が行方不明になっています」と私はいった。

　万城さんの足跡を追っていたイトウさんが、数日前に連絡を絶たっていた。

　フクザワさん以下、ノグチさん、ナツメさん、有数の情報屋たちはがぜん危機感をもっていた。いまこそ本ほん領りよう発はつ揮きするべき局面と、それぞれ気迫を昂たかぶらせている。きょとんとしているミサキさんや三老人を尻しり目めに、フクザワさんがいった。

「私たちは万城さんの捜索に躍やつ起きになるあまり、さぐってはいけない領域に踏み入ってしまったらしい」

「あなたがたもイトウさんとおなじ運命になっていたかもしれない。現に大おお田た美み佐さ季きさんは襲しゆう撃げきを受けていますから」

「万城さんはどうも、都市の最深部に足をつっこんでいるのかもしれない」

「そうですね。都市という生き物が隠かくしもつ、巨大な深しん淵えん」

「あれですか。実存さえ不確かな、夜の黒幕」

「ねえ、ちょっといい？」

　ミサキさんがそこで発言をもとめた。

「なんか話、むやみにでかくない？」

「そうですか？」

「あれって何よ」

「まあ聞いてなさい……あれをそのようにむやみな都市伝説ととらえるむきもありますが、ねえノグチさん？」

「その可能性もあるでしょうが……どうでしょう。われわれの符ふ牒ちようでは……」

「《夜を創つくる会》ですか」

　私は口をはさんだ。私もその異い名みようは何度か耳にしたことがあって、そして完ぺきに都市伝説派だった。

「なにそれ？」

「詩し吟ぎん？　俳句の会？」

　ミサキさんや三老人は当然、首をかしげている。

「もしかしたら万城さんは」とフクザワさん。「まさしく《夜を創る会》と関わりあいをもっていたのかもしれない。万城さんの貸かし金きん業ぎようのスポンサーは《夜を創る会》、と考えると無む尽じん蔵ぞうの資金力とも符ふ合ごうする。財団？　投資家集団？　よくわからない。ロックフェラー、ロスチャイルドなど世界系財ざい閥ばつ組そ織しきとのつながりもほのめかされるが、ほんとうか？　わからない。なにをやっているのか、わかろうとするべきではない、ということだけがわかっている。《夜を創つくる会》についてほじくるなかれ、それはいつのまにか暗黙の了解として、われわれ情報屋間にも緘かん口こう令れいが定着していた」

「……ついてけないんだけど」

「おぬしら……なにをいっとるの？」

　話がやみくもに真っ黒に、どばっと拡散しはじめた。核心のまわりを忌き避ひぎみにうろつきながら、むやみに黒いペンキをどばどば浴びせていってるかんじ。フクザワさんたちにしてはめずらしく胡う散さん臭くささに充みちた、とてもミサキさんや三老人が真に受けるとは思えない話だ。

「なにか《夜を創る会》がらみで不具合が生じ、身を隠かくしているのか、拘こう束そくされているのか……とにかくわれわれのみならず、万ばん城じようさんについて嗅かぎまわるあなたたちにまで牙きばを剝むきはじめた。これは非常に危険な状態です。自分たちの身を守りつつ、万城さんの核心に迫るということは、これは暗中の市街戦を開戦するようなもので……」

「あのさ、結局のところ……万城小さ夜やのことはなにもわかってないってこと？」

　身も蓋ふたもないミサキさんの言葉。

　ぐむ、とフクザワさんたちはしょげ黙る。情報容量が無限大の、博はく覧らん強きよう記きの怪人たちだけにマキシマムな風ふ呂ろ敷しきをひろげがちなところはある。だけど、私は思った。この都市で消息を絶たった人間をさがすってことは、いまの話と同じくらい大それたこと、なのかもしれない。

「もっと着実な情報ないの？」

　ミサキさんが仕切りなおす。

「ぐむ。ないでもないが……」

「あるんじゃない。着実なところからいきましょうよ」

「イトウさんが失しつ踪そう直前に、その身を呈ていしてメール送信してきた、ひとつの電話番号。しかしこれはかけてみたが、相手が出なかった」

　フクザワさんが携帯電話の液晶画面を見せる。市外局番から始まる電話番号が表示されている。それを見て、ミサキさんが「あれ？」と声をあげた。

「その番号なら、あたしも」

　ミサキさんは自分のケータイを確認して、電話番号を照合する。

「これって弁護士の電話番号でしょ」とミサキさん。

「なに弁護士、重要人物なのか？」と徳とく井いのおじいちゃん。

「深夜三時か。時間は遅いけど」ミサキさんがかけるだけかけてみる、という。

「何度かけても出ない。ずっと留守にしているようだ」

「あ、ほんとだ。留守電……」

　とつぶやいたミサキさんが次の瞬しゆん間かん、顔を硬こう直ちよくさせた。

「ねぇこの弁護士事務所……」

「どうしたんですか？」
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「おおっ、なんだあいつ！　ひのけん、追え！」

　万ばん城じようはタクシーの窓におでこを突きあてて叫んだ。

　ネクタイ鉢はち巻まきひるがえし、街路を爆ばく走そうしていたサラリーマンを見つけた。

　ストレスフルなご時じ勢せいだからね。いろんなネジのすっ飛びかたがあるわな。

「おいやめとけ、危ねえっての、あれ」

　爆走サラリーマンは全ぜん力りよく疾しつ走そうしながら夜空に向かって「アイキャンゲッッノ、サティースファクショーンンッ！」となんだかしらんが大熱唱している。タクシーを飛び降りた万城はものすごいスタートダッシュで、中央分離帯をひとっとびで飛び越えて、脇わき目めもふらずに追いかけていく。俺も追いかけた。

「ぜったい逃がすな！」

「追いついてどうすんだよ」

「ぜったいティッシュわたせ」

「ヘンなのに首つっこむなよ」

「あほか、あんなの見逃せるかよ！」




　俺はかつて爆走サラリーマンを目もく撃げきした街路にいる。

　ひたすら夜の街を徘はい徊かいし、融ゆう資し者しや候こう補ほをさがしがてら、万城の好きこのんで行きそうな赤あか提ちよう灯ちんやクラブをのぞいてみる。そんなことしたってそうそう見つからないのはわかってるけど、せこせこと足で稼かせぐ。めぼしいやつにポケットティッシュを押しつけてまわり、その場で食いついてきた老ふけ面づらのサラリーマンに「ヴァンパイアを知らねえか？」と訊きいてみたが、知らねえとよ。そりゃそうだ。

　噂うわさを聞いた。

　口に出してみる。「ヴァンパイアはもう夜の街に戻もどらない？」

　なんだ、そりゃ。

　いやな予感がする。万城のことか？　ヤバい騒動にでも巻きこまれているんだろうか。嗅かぎまわってもいいことなさそうだけど……あいつのろくでもない習性が感染したのか、こんどは俺が首をつっこんでいこうとしている。

　いまいちポケットティッシュのはけも悪くて、こんな潮しおの悪い夜はすぐに帰るんだけど、俺は未練がましくうろついて。うろついて。

　大通りから路地へはいって、あてどなく視線を上空に漂わせていて、雑居ビルの窓に記しるされた屋号に、凝ぎよう然ぜんと目を瞠みはった。

〈灰はい原ばら法律相談事務所〉

　ハイバラ、あの灰原か？

　周囲を見回してみて、以前にこのあたりで灰原と偶然、遭そう遇ぐうしてることを思い出した。路地裏に追いつめられて壁にめり込ませられそうな圧力ですごまれたときだ。っていうとかなり高い確率でこの灰原は、あの灰原だ。

　あの獰どう猛もうな強こわ面もてが弁護士。副業やアルバイトで取とり立たて屋やなんかやってたのか？　ヤミ金への加担なんて本業からしてみりゃとんでもないことだろう。

　窓のなかは真っ暗だ。どうやら留守みたいだ。どうする、出直すか？　万ばん城じようなら一いち分ぶの迷いもなく押し入るだろうけどな。




　　　　[image: ]




　あたしが周囲を警けい戒かいして、徳とく井いのじいちゃんたち三人でしずかちゃんを蔽おおい隠かくす。

「そんなワザ、どこでおぼえたのよ」

「イトウさんもミサキさんも大変な目に遭あってるんだから、あとには引けないですよ」

　がち、と鍵かぎ穴あなから音が洩もれて、しずかちゃんはにっこり笑う。本当にピッキングで事務所の鍵をこじあけちゃった。

　灰原法律事務所は本当にあった。ゆうべ、しずかちゃんの厨ちゆう房ぼうで顔を合わせたフランチャイズの面々で灰原法律事務所を訪問。近隣にあれこれ聞きこみして、ここ数週間はだれも出勤してきてないらしいって情報を仕入れた。

　あたしたちは息を殺して事務所に侵入した。普通のオフィスなのに、なんだか魔ま窟くつに踏み入るような緊張感がある。つららが何本か刺さってるみたいに背せ筋すじがひりひり冷たいけど、でもこわくはない。しずかちゃんや三老人と目的意識を一本にたばねて、神経図太くなってんのかしらね。

　応接間を抜けて、灰原の部屋を発見する。中は黒こく檀たんで統一されたシックな家具調度、書しよ架かに詰つまる法律系の蔵書に、色分けされた判例ファイル。ふーん、屋号にいつわりなしの弁護士的な部屋。あたしたちは室内をあちこち捜そう索さくした。引き出しもかまわず開けてやった。

「あれ、これって……」

　で、しずかちゃんがなにか発見した。

　見おぼえのある書面のたば。金きん銭せん貸たい借しやく契けい約やく書しよだ。

　ヴァンパイア・ファイナンスはかたちだけとはいえ、金利の明示された契約書をちゃんと取とり交かわさせた。ぱらぱらと紙たばをめくっていて、あたしやじいちゃんたち、それにしずかちゃんの契約書も見つける。

　これがここにあるってことは、小さ夜やもこの事務所に出入りしてたってことよね。やっぱり灰はい原ばらなら、小夜の行ゆく方えを知ってるはず。契約書には融ゆう資し契約をかわした月日や返済方法がきっちり書きこまれていた。自分たちの契約書を見ていた三老人が、「なんじゃ、こりゃあ？」と素すっ頓とん狂きような声をあげる。あたしたちの契約書をふくめて数枚にかぎって、債さい務む者しや〈乙おつ〉の名前を書きこむ欄らんの横っちょに、イラストと殴なぐり書がきの文字があった。
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　………………

「だから、だれがゾンビじゃ！」徳とく井いのじいちゃんが最初に叫んだ。

「フラ、フララ、ラ、フランケンシュタイン？」あたしの怒ど髪はつも天を衝ついた。「フランケンシュタイン、フランケンシュタイン……」

　あたしの自制心はいっきに崩ほう壊かいする。「ちょっと、叫んじゃまずいですよ」としずかちゃんがたしなめてくるけど、あんたはかわいいとか書いてあるからいいじゃない！　あたしは耳や鼻から怒りの蒸気を噴ふきそうだった。

　ひまつぶしに落書きして、ひひひとほくそ笑む小夜。

　その顔が脳のう裏りに浮かんで、はらわた煮えくりかえる。あたしは契約書のたばをめちゃくちゃに室内にばらまいた。三老人もいっしょになって契約書と関係のない資料までひっちゃかめっちゃかにかき乱す。孟たけさんがやにわに窓をあけ、ぼんぼん外へ放り捨てはじめた。

「モンスターはどっちよ、あんたじゃない！」とあたしは叫んだ。

「そうじゃ、なにがフランチャイズじゃ」

「わしらに金貸しなんぞやらせといて、自分はどこへ消えおった」

　三老人も声をつらならせた。ほんとうにもう腹がたって腹がたって、ついでに身を切るようにもどかしくて。あたしたちは堰せきを切ったように暴あばれまわった。

　と、きくさんがいきなり「ぬっ、あやつ」窓の外になにか見つけて身を乗りだした。「あがってこい、なにやっとる、あがってこい」と騒いでいる。

　あたしも窓の外を見る。ゆるゆる舞い乱れ、地面に散らばっている紙たばのなかに立っているのは見知った強こわ面もて──灰はい原ばらだ、灰原がこっちを見あげている。

　灰原のかたわらには、若い男があおむけにぶっ倒れている。

　なに、だれ？　灰原に殴なぐられるか蹴けられるかしたみたい。白い大判の吹雪ふぶきのなかで、たらりと頰ほおを垂れる鼻血がよく目立った。

　灰原は憮ぶ然ぜんとあたしたちを見あげ、それから足元でダウンした男を見る。男は上半身をおこして、頭をふると、感情むきだしの叫び声を灰原にぶつけた。

「おさまりつかねえだろ、どこにいるんだよ！」

「しつこいな、おまえは」

　灰原のスーツの裾すそを引っつかみ、男は邪じや慳けんにつきとばされる。

　あの男、もしかしてあたしたちの同類？　送りオオカミうおーん！　の彼かもしれない。

　オオカミ君につられて、あたしも灰原を怒ど鳴なりつけた。

「ねぇ、あんたは知ってるんでしょ、教えなさいよ！」

　繁はん華か街がいから一歩入っただけなのに、路地はひっそりと静まりかえっていて。街灯がぽつりぽつりとにじむような光を等間隔で落とす、まっすぐな暗い道。左右見わたすかぎり気け配はいの絶たえた光景に響きわたったあたしの声は、むやみにセンチメンタルな残ざん響きようの尾を引きずった。

「忘れていい」

　灰原が憮然とつぶやいた。

「このまま忘れていい。ヴァンパイア・ファイナンスのフランチャイズ契約も法的拘こう束そく力りよくなどない。あとは……忘れればいいだけだ」

　灰原の切り捨てるような口く調ちように、あたしの胸はうわずりはじめる。その重低音ボイスに雑まざる悲ひ愴そう感かんのようなものに、むやみに反応して。

「そんなにあっさりいくか」オオカミ君がいいすがった。「あのなあ、こっちはもう咬かまれてんだよ！　咬まれちゃってんの！　がぶっといかれてるんだよ！」はばかることなく吠ほえる、どこか素すっ頓とん狂きような裏声で。「咬み逃げかよ、おさまりつかねえだろ！」

「会えないんなら、べつにそれでもいい」あたしも叫んでいた。「ヴァンパイアは夜の街に戻もどらない、なんていわれて気にならないわけないじゃない。どこでなにしてんのかくらいは、教えなさいよ！」

　出口を失ったこだまのように、あたしの内部でえんえん響いていた声が──秋の冴さえざえとした夜にスウッと融とけていった。

　黙ったままでいた灰原は、あたしがもう一声あげようとしたところで、スーツをつかむオオカミ君をむげに払いのけた。そうして抑よく揚ようを欠いた口く調ちようでひと言、ぼそっとつぶやく。

「ヴァンパイアは棺ひつぎのなかだ」

　あたしたちは数秒、硬こう直ちよくした。

　棺のなか？

　また、そうやって。

　まどろっこしいいいかたやめなさいよ、といったつもりが声に出ていない。

　灰はい原ばらのそのひと言で、興こう奮ふん状じよう態たいだった他のみんなの表情にも翳かげりがさしていた。

　灰原はふいに、国道方面に向かって歩き出した。オオカミ君があとを追いかける。あたしたちも事務所を飛び出し、ビルの階段を駆け下りた。大通りに出た灰原は、車道に手をかざしてタクシーを一台停めた。

「あんた、だからどこいくのって……」

　あたしが詰つめ寄よろうとした瞬しゆん間かん、ビカァァッとまばゆい光があたしたちを照らしつける。

　ハイビームにした前照灯。二台、三台と停まった車から、つぎつぎ男が降りてくる。

「灰原さん、どうも」

　ラフないでたちの、いまいち冴さえない風ふう体ていの二人のおやじ。その一人がいった。「どこに消えてたんですか、ほうぼうさがしましたよ」

「ちょっとな」と灰原が答える。

　ぴりぴりと一いつ触しよく即そく発はつの火花が散ってるかんじ。ことに灰原なんて冷たい殺さつ気きみたいなものをみるみる昂たかぶらせる。敵対してる連中なのかしら。二人組のおやじの背後には、あっ！　ゆうべあたしを拉ラ致チろうとした、黒ずくめ軍団もいる。なあに、なんだかむやみにただならない雰ふん囲い気きになってきた。オオカミ君は「おまえら……消費者センターの」とおやじ二人にいった。真っ黒けっけに暗あん鬱うつな気け配はいは、小さ夜やや灰原がからんでいる厄やつ介かいごとの底知れなさをあたしの肝きもに知らしめた。

「消費者センター？　あいかわらずみみっちい身み分ぶん詐さ称しようだな」

　灰原はそういうと、連中をごっそり引き連れてタクシーのもとを離れた。連中に一人で向きあって、あたしたちには聞こえない声で喧けん々けん諤がく々がく、なにか話している。あたしたちは手て持もち無ぶ沙さ汰たになって、どうしていいものかわからずにそれぞれ困惑する顔を見合わせた。

「あんたらも、さがしてるのか」とオオカミ君。

「そうよ。あなたもフランチャイズ」

「万城あいつ、よっぽどやばいことに関わってるのか？」

「さあ……」

「ミサキさん……」しずかちゃんが口をはさむ。「……あれって」

「ん？」

　しずかちゃんに促うながされて見てみれば、灰原が連中に向けた背中で、なにか合図を送っている。

　指先をしきりに動かして、停車したままのタクシーを指している。

「乗ってろ、というのか？」

「ですかね……」

　三老人としずかちゃんが、思し案あん顔がおながらタクシーに乗りこむ。それで満員なのに、灰はい原ばらはまだあたしたちへのサインをやめない、もう乗れないってのに。

　と、正面にいたおやじに灰原が強きよう烈れつな頭突きを見舞った。血けつ相そうをかえて組みついてくる周囲の連中をなぎたおして、こちらに駆けてくる。「乗れ」

「え、全員？」

　まだ街路に立っていたあたしとオオカミ君は、その剣けん幕まくに圧おされるように後部座席にぎゅうぎゅう詰づめに乗りこまされた。戸と惑まどうドライバーを強引に引っぱりだして運転席を奪うばって、自動扉も閉まりきってないタクシーを急発進させた。

「なんなのっ」

「あの連中につかまるのは、よろしくない」

　いきなり法定速度超過でアクセル、ひっきりなしに切られるハンドルに、車内に鮨すし詰づめになったあたしたちはたがいに身体からだをぶつけ、めちゃくちゃにかき混まぜられた。運転席と助手席のあいだに身を乗りだしたあたしの尻しりに徳とく井いのじいさんの頰ほおはつぶされ、きくさんの足がオオカミ君を踏みつけ、孟たけさんの逸そらした手が助手席のしずかちゃんを押しやる。赤信号でも停まらないタクシーは「うぎゃ」とか「むお」とか満まん載さいの悲鳴とともに、夜の街路を疾しつ走そうした。

　さっきの連中も追ってきている。

　タクシーは国道をあちこちで裏道に逸れ、トリッキーな経路で走りまわる。

「このまま逃げきる。ヴァンパイアのところへ行きたいだろう？」

　灰原はそういって、さらにアクセルを蹴け立たてた。
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　酔う、酔う、酔う、わしは車酔いの嘔おう吐と感かんと必死に挌かく闘とうしていた。

　無む謀ぼう運うん転てんをつづけるタクシー車内でわしらは犇ひしめき、もんどりうって、身体の端はし々ばしを強打する。足元に窮きゆう屈くつに身を屈かがめたひのけんとかいう若者が、運転席で険けわしい表情を浮かべている灰原へ「説明しろ！」と怒ど鳴なった。

「あのひとたち……どこの組織ですか？」

　助手席のしずか嬢も、灰原にたずねる。

「パトロン？」

「さては警察か？」

「もしかして……」

「あの連中は、《夜を創つくる会》に雇やとわれた連中だ」

　灰はい原ばらは答えながら、ハンドルを急きゆう旋せん回かいさせる。

《夜を創る会》──その訝いぶかしい異い名みようが再登場した。密みつ謀ぼうと謎なぞにまみれた組織、胡う散さん臭くさいことこのうえない、むやみな大おお風ぶ呂ろ敷しき。実在するんですか？　その実態は？　としずか嬢にしつこく追及され、灰原はとうとう重たい口を開いた。

「《夜を創る会》は端的にいえば、経済や行政の循じゆん環かんにとって犯罪は必要悪であるという思想のもとに近代犯罪の雛ひな型がたを創造する構成作家の集団だ」

「は？」

「作家？」

　いきなり素すっ頓とん狂きようなことをいう灰原は、啞あ然ぜんとするわしらにかまわずつづけた。

「〈振ふり込こめ詐さ欺ぎ〉などの各種詐欺、ハッキングなどの特殊技術犯罪、保険金や給付金の不正受給、違法ドラッグ流通マップ、個人情報名簿売買、偽ぎ造ぞう貨か幣へい流りゆう通つうにマネーロンダリング、選挙票操作から戸籍売買……あまねく巷こう間かんのすべての犯罪の下図は、《夜を創る会》に所属する作家が描いている。いいか、すべてだ」

「犯罪の……作家？」ミサキ嬢が目を瞠みはった。

「なんだ？　その大ボラ」ひのけんは最は初なから真に受けていない。

「信じられないか？　そうだろう。《夜を創る会》はそういう存在だ。かぎりなく実体の不定形な、だれもがその存在を実感できない存在。稀き薄はくな信しん憑ぴよう性せい、荒こう唐とう無む稽けいなホラ話、そういう衣をまとうことで秘ひ匿とく性を守ってきた集団だ。いいか、私が本当のことをいっているとは思えまい、大ボラとしか聞こえないだろう。そういう都市伝説的な磁場の上に立っている以上、《夜を創る会》がやっていることはだれにもつかむことはできない、わかるか？」

　煙けむに巻かれるような話だった。

　あまりに大たい言げん壮そう語ご、からかわれているようにも感じる。

　しかし、なにか無形の圧迫感が、わしの車酔いを増長させていた。体内にこもる嘔おう吐と感かんを濯すすぐように、思ったことをそのまま吐はきだしていた。「《夜を創る会》というよりも──まるで〝夜〟そのものじゃ。どれだけホラをふくらませても、それをうわまわってひろがる、むやみに巨大な〝夜〟の風ふ呂ろ敷しき」

「〝夜〟そのもの……」

「ああ……」

　わしの言葉はなんとなく、車内の者を沈ちん思しへ誘いざなった。後方からのクラクションが響きわたるなか、わしらは口を閉ざす。灰原は車内鏡でわしらの様よう子すをうかがっている。沈黙を破ったのはひのけんだった。

「いいよ。わかった、俺らのあずかり知れねぇ存在ってことだろ？　それならそれでいい。けど万ばん城じようは、あいつはなにをどう関わってるんだ？」

「万ばん城じよう小さ夜やは……」

　と灰はい原ばらがいいかけた瞬しゆん間かん、交差点に進入したタクシーの進行方向に、対向車線から四よん駆く車しやが急ハンドルを切って乗りだしてきた。

　おなじく右方、左方からも数台の車が押し寄せて、かわしきれずにタクシーは立体交差新設工事中の黄色い緩かん衝しようブロックにつっこむ。

　もみくちゃの衝しよう撃げきがやみ、さんざっぱらぶつけた頭部をもたげると、国道交差点の中腹にはヘッドライトが吹ふき溜だまっていた。四方を大量の追つい跡せき車しや輛りように囲い繞にようされ、いやおうなくタクシーは立ち往生していた。むぬ……わしの危機感は跳ねあがる。追跡車輛から下りてくる連中のすがたは、逆光で見通せない。わしらを追おい詰つめる光の包囲網は、その外がわの闇やみとの明暗をいやというほど際立たせて、じりじりと急迫する。

「逃げないでくださいよ……灰原さん」

　暗部からの声が、わしらを硬かたく締しめつける。

「どこか、話ができるところに行きましょう」




　しばらく周辺をめぐったすえに、わしらはしずか嬢の勤務する洋菓子店の厨ちゆう房ぼうに、二夜連続でお邪魔した。

　やつぎばやに展開する事態をすこしでも鎮ちん静せいさせようと、白衣をまとったしずか嬢がオーブンに向かい、ケーキを焼きはじめた。香ばしい芳ほう香こうの漂うなかで、緊張感を昂たかぶらせて灰原と二人組の中年男が対たい峙じし、ひのけん、ミサキ穣、わしら〈やえざくら会〉、それにしずか嬢の庇ひ護ご者しやたち三人がその様よう子すを遠巻きに見守った。

「あなたに消えられたら、話にならない」と二人組のうちの一人。

「よけいな連中が嗅かぎまわるし……方針を固めないことには」ともう一人。

　よけいな連中、とはわしらのことらしいが。小声で交かわされる二人組と灰原の会話は断片的に聞こえてくるばかりで、全ぜん貌ぼうはまるではっきりしない。わしらは蚊か帳やの外に捨て置かれていた。

「おお、これ美う味まいよ」

「ほんとうに？　ありがとう」

　ひのけんとしずか嬢がなにやら沸わいている。しずか嬢の作った出で来きたてのタルトやスフレをつまみ、ひのけんが相そう好ごうを崩していた。「ほう、ヒグチさんの作品ですか？」「ふうん、あたしもちょっと」まもなくテーブルを車くるま座ざに囲み、オリジナル菓子の試食会となっていた。わしらもふらっとお呼ばれして、黒くろ蜜みつたっぷりのケーキやかぼちゃの餡あんが入ったタルトにむほっと舌した鼓つづみを打った。

　だれもがほっこりと、徒いたずらに蓄積された緊張感をゆるめる。

　場の雰ふん囲い気きは若じやつ干かんほぐれてだれからともなく、万ばん城じようの嬢ちゃんについての座談となった。

「あの金歯は十八金製らしい。贈り物なんだと」

「えー、だれの？」

「タクシーで夜の街を徘はい徊かいし、あちこちに首をつっこんで」

「男女見み境さかいなしに、人ひと懐なつっこくって」

「そうそう」

「人懐っこく牙きば剝むくんだから、たち悪い」

「俺なんか肩の肉、咬かみちぎられたぜ」

「金銭感覚、狂ってたわね」

「どこに住んでおった？」

　フランチャイズの面々が情報を突きあわせても、やはり核心には至らない。その周辺を雁がん首くびそろえてうろつきまわるだけじゃ。無数の強きよう烈れつな個性が前面に押し出されて、その実像は濃密な靄もやに包まれたまま。凶きよう暴ぼうな哄こう笑しようと、無む節せつ操そうに舞い散る札ビラに彩いろどられた魔ま性しようの酷こく暑しよに、わしらははたして何者と対たい峙じしておったのか？

　いつのまにか、ちゃっかり灰はい原ばらと二人組の中年男も、菓子をつまみにきている。「どうぞどうぞ、そちらはそちらでお話をつづけてください」といいながら、やはりわしらを蚊か帳やの外に放置する。思わぬ大おお所じよ帯たいに、オーブンと作業台をせわしなく往復して菓子を量産しながらも、「万ばん城じようさんにはまだ食べてもらっていない」とぼやいていたしずか嬢はしきりに、さみしげな横顔を見せていた。

「あれ？　そっちも？」

「そうだ。あれはたしかその日だ」

「え？　わしらもじゃぞ」

　万城の嬢ちゃんに首をつっこまれ辟へき易えきした、あるいは助けられた、あるいはひっかきまわされた話をしていて、はたとわしらは、ある符ふ合ごう点てんに気がついた。どういうわけか、万城小さ夜やは──
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　二人組のおじさんが手配した黒いタクシー──というかほとんど高級ハイヤーは、私とひのけんとミサキさんと三老人をゆったりと後部座席に擁ようして、まだ暗い夜空の下を走る。時計は01：30。お腹を満たしたのもあって、眠たげなフランチャイズの面々は、重量を増したまぶたを持ちあげるのに四し苦く八はつ苦くしていた。

「万城さんは週に一度の、おんなじ夜にしか出しゆつ没ぼつしてない」

　それはフランチャイズの面々がそろって、わかったこと。万城さんは予定を数夜に分けずに、週のうちの一夜に活動していた。異様に忙しくなるのもかえりみずに、どうして？　私はもういちど疑問を投げかけた。

「資金力とか出しゆつ自じとかいろいろわからないことばかりだけど。どうして週に一晩だけ？　っていうのが一番重要な気がするんです」

「たしかに……」

「おかげでバタバタだったもんね」

「雑多な仕込みとかは、ぜんぶ灰はい原ばらにまかせて」

　二人組のおじさんに左右を囲まれて、前部座席に座った灰原さんが威い圧あつ感かんを放ちながらふりかえる。私たちの質問には答えようとしない灰原さんは、私たちをどこかへ連れていこうとしていた。スモーク張りの窓の外に見える街の風景は、胸を刺すような寂せき寥りよう感かんを帯びていた。なんだか車に乗ってばかりいる。考えてもみれば万ばん城じようさんのタクシー濫らん用よう癖へきも、分散する〝夜〟から〝夜〟へ効率よく移動するためで。勢いつけてばりばりやってたのに、なんで急にいなくなっちゃったの──私はスフレのように膨ふくらむ不安を抱かかえて、お尻しりの沈むシートに身をゆだねていた。徳とく井いのおじいちゃんの口からさすがにあくびがこぼれ出て、全員に感染する。私もしぱしぱする涙目を指で擦こすった。

　もうくたくた。

　私もみんなも疲ひ労ろう困こん憊ぱいで、声に力もない。

　もうくたくた、意思とは裏腹に、身体からだが沈む。




「着いたぞ」

　と灰原さんの声におこされて、私はハッと目をあけた。

　一いつ瞬しゆんか、それとも数十分？　揺ゆり籠かごになったハイヤーのなかでうとうとしてしまっていた。ほかのフランチャイズの面々もおんなじ感じで、半開きの目で周囲を見回した。

　私もぼやける目をごしごし擦って、外の様よう子すをうかがう。ハイヤーはだいぶ郊外の古いマンションの前にぽつねんと停まっていた。

　私たちは灰原さんに連れられて、マンションのエレベーターを上がった。ペンキの剝はげかけた古いのマンション６Ｆ、その一室のまえに黒い背広姿の何人かが群がっている。

「ここは万城小さ夜やが暮らしていた家だ」

「ずいぶんと……」

「質しつ素そなお住まいじゃない」

　背広男たちの注視にさらされながら部屋に入って、私たちは全員、絶ぜつ句くした。

　室内に張りめぐらされている鯨くじら幕まく、空気のひだにまで浸しみた焼香のにおい。外の人たちは会かい葬そう者しや？　手て狭ぜまな間取りの室内奥、八畳ほどの和室に祭壇が組まれ、その前には──白木の棺ひつぎ。

「おい……これなんだよ」

「まさか〝棺ひつぎのなか〟って」

「〝棺のなか〟って、そのままの意味か？」

「噓うそ……」

　私の目頭の奥に、熱くてヌメる塊かたまりが生まれる。祭壇には菊やユリや洋ランの供く花げだけが過か剰じようにあふれていた。棺のまわりにはぽつぽつと座布団が置かれているだけで、だれもいない。自宅葬そうにしたってさみしすぎる葬そう儀ぎだった。

　灰はい原ばらさんが恭うやうやしく観かん音のん開びらきの小窓をあける。

　私たちは棺を取り囲んだ。やだ、涙腺が決けつ壊かいして視界がふやける。棺のなかには青白く、ぴたりと静止した顔があった。

　万ばん城じようさん──万城さん、噓でしょ？

　あたしはとっさに目をつむった。

　噓でしょ──まだ夜なのに。あなたの活動する夜なのに。

　眠っちゃったの？

「どういうこと……」

「なんじゃ、これは……」

「どういうことじゃ、意味がわからん」

「灰原さんや、説明してくれ」

　ミサキさんやおじいちゃんたちが声を震ふるわせる。

「見てのとおりだ。ヴァンパイアはその生涯を終えた」

「そういうことじゃねぇだろっ」

　ひのけんさんが感情的に怒ど鳴なった。

「ご霊れい前ぜんだ、騒ぐな」

「いいかげんに……説明しろ。この女ひと、だれだよ？」

　え？　だれって。

　私はもういちど小窓をのぞきこんだ。視界は白く濁にごってもやもやだ。

　あ、コンタクト。乱視用の１Ｄａｙアキュビューが涙で眼球をすべり、端はしにずれていた。

　あわてて直して、あらためて確認すると、棺で永眠する遺い体たいは、四十歳から五十歳くらいの万城さんとは似ても似つかないおばさん。知らないおばさん。これ……どういうこと？　私は茫ぼう然ぜんとその場に立ちつくした。

「あーっ、まだいるのかよ！　いいから帰れって！」

　そのとき、マンション外廊下から声がした。

　その怒ど声せい。むやみに懐なつかしい声。

「いつまでもわしゃわしゃ集まってんな、後始末はぜんぶこっちでやるっていったろ！」

　その言葉は私たちにむけられたものじゃない、玄関に集まっていた黒背広の集団にむいているみたいだ。外廊下に出ると、黒背広の連中を咬かみつきそうな剣けん幕まくで追い払っている──ワンピースの喪も服ふく姿すがたの万ばん城じようさんがいた。

「ちょっと、あんた」

　ミサキさんが声をかけた。

「ん……げっ」

　私たちに気づいた万城さんが、顔をゆがめた。

「なんだよおまえら……灰はい原ばらが連れてきたのか」

　チューハイやつまみの入った袋を提さげた万城さんは、ワンピース姿へ集まる注視を嫌い、黒いストッキングに覆おおわれただけの足をもじもじと居心地悪そうに擦こすりあわせた。




　夜がちぎれる。

　万城さんはちぎれそうな表情をうかべている。

　納のう棺かんされた故人にぽつねんと対たい峙じして、覇は気きのない背中を私たちにむける。




「故人は、その名前だけなら知る人ぞ知る、《夜を創つくる会》でもトップクラスの作家だ。在宅にして莫ばく大だいな収入を得て、余よ暇かにヴァンパイア・ファイナンスを創始した。親と死に別れて借金を抱かかえた万城小さ夜やに、あるとき超低金利でぽんと大金を貸した──」

　万城さんの背中を見ながら、私たちはリビングで灰原さんの言葉に耳を傾ける。万城さんは恩人の家に居座るようになった。ヴァンパイア・ファイナンスの創始者──つまり本物のヴァンパイアは──万城さんを受うけ容いれ、生活をともにし、保護者がわりになっていたんだって。いっしょにショッピングに出かけちゃうような、友だち母娘おやこ？　ああいうのを私は想像した。万城さんが夜の街をさまようになったのは今年の初夏、同居人の病状が悪化しはじめたころ。万城さんは勝手にヴァンパイア・ファイナンスの名刺やポケットティッシュを刷すり、同居人の身の回りの世話をしながらも週に一度、夜の衣をまとった。貸かし金きん業ぎよう者しやとなって、故人と親しかった灰原さんを連れて、暗あん躍やくした。

「てことはつまり、小夜も……」

「フランチャイズってことか？」




　夜がちぎれる。

　灰原さんは〈０９０金きん融ゆう〉の雛ひな型がたを作ったのも、亡きヴァンパイアだといった。ちょっと信じられない話だけど。故人はときおり、債さい務む者しやから利息をしぼりとることを目的にしないで融ゆう資ししていたんだって。本脈の《夜を創る会》と同様、つくづく巨大な夜の風ふ呂ろ敷しきに包まれたまんま、その全ぜん貌ぼうや真意をさとらせない。

　時間は02：00。酒とつまみを買いこんできて、このまま寝ずの番でもする雰ふん囲い気きだった。死の迫った同居人にずっと付き添っていたという万ばん城じようさんは、感情を暴ぼう発はつさせたりすることなく、黙ったまんま献けん杯ぱいのチューハイを傾けていた。

　私たちも黙っていた。灰はい原ばらさんと二人組のおじさんの話しあう小声が、重力の負荷がわずかに増したような部屋に這はいまわった。灰原さんたちが揉もめているのは、どうも万城さんの今後の処しよ遇ぐうにまつわることみたいだった。

　灰原さんは万城さんの身のふりかたを顧こ慮りよして、あちこち奔ほん走そうしていたらしい。あれこれ二人組のおじさんに責められていたけど終始一貫、灰原さんは「彼女自身が決めることだ」といって万城さんの背中を静観した。

「おまえさぁ」

　ひのけんさんが、万城さんの背中に声をかけた。

「フランチャイズだろうと、なんだろうと」

「んだよ、ひのけん」

　万城さんが張りのない声でいいかえす。

「さんざん怪物モンスターよばわりしてくれやがって、おまえだってイカれたヴァンパイアなことに変わりはねえんだからな？」

　万城さんは答えない。

「これからどうすんだ」

　万城さんは答えない。

　答えないかわりに立ちあがり、「灰原、ちょっと出てくる」といってふらっとマンションを出た。ついていっていいかと聞くと、灰原さんはちいさくうなずいた。

　私たちに追いつかれまいとしてか、万城さんは早足ですたすたと街路を歩いていく。車道につきだした顔ごと、視線をさまよわせる。タクシーを拾おうとしているみたい。

「どこいくのよ」

「ついてくんな」

「なぁ、どこへいくんじゃ」

「ついてくんなっての！」

　万城さんは背を向けたまま答える。黒い髪を秋の夜風になびかせて、絶対にこっちをふりむこうとしない。その身を包む喪も服ふくの黒が、無限の闇やみと同化して消えてしまいそうな、なんともいえない心もとなさを私にあたえた。

　私は及び腰になったけど、ひのけんさんやミサキさんはぐいぐい迫った。万城さんの声はいつもの調子ながら微び弱じやくで、たまに鼻を啜すする音も聞こえた。

「フランチャイズ、どうすんだよ」

「灰原は、あんた自身が決めることだって。なによ、選せん択たく肢しは普通の女の子に戻もどるか、それともヴァンパイア・ファイナンスをつづけるかって、その二つ？」

「わしらを金貸しに変えておいて、自分は辞やめるのか」

「そもそも、週に一晩、時間を割さいてまでなぜに〈０９０金きん融ゆう〉を？」

「べつに、理由なんてねぇ」

　万ばん城じようさんはぼそっとつぶやいた。空車ランプを点灯させたタクシーが、私たちが乗車員超過の大人数だと思ったのか、乗車拒否してそのまま走り去った。

　反対側の歩道やすぐ近くの交差点やら、あちこち移動してはタクシー拾いに専心する万城さんに、私たちは群れをなしてついていって、それぞれ堰せきを切ったように思いを吐と露ろした。

「債さい務む者しやの事情に首つっこんで、気晴らしか。憂うさ晴ばらし？」

「自分とおなじフランチャイズを、わらわら増殖させたかったの？」

「〈０９０金融〉を創造したのが、亡くなった彼女なら──大金を超低金利で投げ貸しして、衣い鉢はつを継つごうとしたのではないか。え？　そうじゃろ」

「ああ、もう、うるさい、うるさい」

　タクシーもつかまらず、私たちはああだこうだわめきたてる。不ふ機き嫌げんな叫び声を路上にこだまさせた万城さんは、私たちから離れようとばっと走りだす。私たちもばっと追いかける。

「だから、理由はないの！」

　立ち止まり、はっきりといいきった。鼻をずるずるずるっとけたたましく啜すすりあげて、涙の跡や鼻水でぐじゃぐじゃになった顔を私たちにむけた。わめきたてる私たちにあおられてか、充血した黒くろ瞳めを熱っぽく見開いた。

「理由つけたら、そこで終わっちゃうだろ」

　私は万城さんのその言葉で、ちょっと安心した。

　ついでに唇のすきまで光こう輝きを放つ金歯が見えて、ホッとした。頭上から降ってくる〝夜〟の無限の風ふ呂ろ敷しきのなかでも、その発光はひときわ鮮明で、呼び水のようにヘッドライトの光こう条じようを吸い寄せる。今度はタクシーも通過せずに停まった。

　もう03：00を回っているけど、万城さんは夜をわたる車に乗りこむ。目を腫はらし、鼻の下をがびがびにただれさせたままでも、どこかへ行こうとしているみたい。そうだね、朝日が昇るまでまだもうちょっとあるしね。

「ちょっともう、なんだよおまえら！」

　万城さんにつづいて私たちもなだれこむ。万城さんの罵ど声せいを無視して、ひしめきあい、雑まざるように、ぎゅうぎゅう詰づめに空間を埋めた。

「案ずるでない、乗れる乗れる」

「いっかい乗ったから」

　無理やりタクシーを発車させた。ちぎれそうな夜を光の糸で縫いあわせて、私たちを乗せたタクシーは浮ふ遊ゆうするように夜を進む。きつい、きつい、てめえひのけん、咬かむぞ！　と万城さんはわめき、がちがちがちがち金歯を高鳴らせる。

　その音が私には──これからもっと増殖し、拡散し、しなやかに雑まざりあう怪物の、数をかぞえるカウンターに思えて。口元がほころんだ。

　まだたまに鼻を啜すする音はするけど、一枚でも多く配らないといけないし。私は差し出しかけたポケットティッシュを、懐ふところに戻もどした。





終　　　　









あとがき




　新人賞に応募しては敗やぶれ、毎度毎度こっぱみじんに玉ぎよく砕さいして、原稿の屍しかばねに埋もれて窒ちつ息そくしかけていた数年間、僕に必要なのは越えがたい境界を越えるための秘策だった。突つき貫ぬけがたい一線、現実の壁。こなくそ、どうしたもんか、と思いあまったすえに企てたのが、無む謀ぼうな物量作戦だ。

　無む節せつ操そう？

　愚ぐ行こう。下へ手たな鉄てつ砲ぽう。やりまん！

　いろいろ言われても、食らいついてやると思った。自身の限界値を10としたときに、40や50の目標を設定すれば、目標に達しきれなくても15や20までは引きあげられるんじゃないか？　そんな打算もあって、毎月一作品を賞に応募するというノルマを課した。この『東京ヴァンパイア・ファイナンス』はそんな荒あら行ぎようの終わりごろに書いたものだ。

　執筆当時を顧みるに、まわりにいる仲間、自分と似た境遇にある夜行性の連中（映画監督だとか、新人漫画家だとか、芸人や役者志望者とか、女優の卵とか、オカマとか）のカオスな熱量にあやかれないか、と思って書いたおぼえがある。連中もみな、僕と同じように何者かになろうとしていて、何事かの境界を突破しようとしていて、そういう連中がやみくもに足あ搔がくときの異様なエネルギーが、僕は大好物だった。自分の作業にもそういう熱量を投影させてみたかった。

　結果、パニクった。

　あまりに混こん沌とんとした作品となった。

　有難いことに第十五回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し、刊行の運びとなった今となっては、ビクビクだ。この作品はパドックに入れてもらえたものの、ゲートが開いた途と端たんに別方向へ駆けだすかもしれない、いつ振り落されるかわからない暴れ馬のようで、ひやひやだ。どこまで走れるものかわからないが、とにかく手綱に食らいついて走れるところまでは走りつづけたい。




　刊行にあたりご尽力くださった選考・編集・校閲・印刷の関係者各位、ことに担当編集の徳とく田だ女史にはこの場を借りて感謝したい。著者校と呼ばれる段階で修正を入れまくり、原稿に血まみれの朱字を入れて返すという狼ろう藉ぜきを働き、大変なご面倒をかけてしまった。反省しています。もうしません。佐さ々さ木き少しよう年ねん氏には素晴らしいイラストで飾っていただいた。僕自身、イメージの鮮明さで改稿時にかなり助けられた次第です。最後に、手にとってくださった読者の方々にも、最大級の感謝を。




　ありがとうございます。

　愚行をつづけ、走りつづけ、またお目にかかりたいです。


真しん藤どう順じゆん丈じよう　　　
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真しん藤どう順じゅん丈じょう

１９７７年東京生まれ。『地図男』で第３回ダ・ヴィンチ文学賞＜大賞＞を受賞。続いて『庵堂三兄弟の聖職』で第15回日本ホラー小説大賞＜大賞＞、『RANK』で第３回ポプラ社小説大賞＜特別賞＞を受賞。今作『東京ヴァンパイア・ファイナンス』で第15回電撃小説大賞＜銀賞＞を受賞し、四冠に輝く。
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佐さ々さ木き少しょう年ねん

趣味は漫画やゲームや映画やアニメを貪ること。好物はカレーと蕎麦。
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東とう京きょうヴァンパイア・ファイナンス
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